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神明原◎元宮川遺跡は、弥生時代から奈良時代にかけての低湿地における集落遺跡として知

られ、周辺には登呂遺跡◎有東遺跡⑳汐入遺跡などの著名な集落遺跡のほか、宮川古墳群◎伊

庄谷横穴群、上の山遺跡などの古墳群もみられ、この地の中心的な遺跡の一つと考えられてい

た。昭和55⑳56年度には、静岡市教育委員会による大谷川河川改修事業関連の調査が実施され

て遺跡の性格の一端が明らかにされたのであった。

この調査の成果をうけて、昭和58年度～60年度の3ヶ年をかけて現地調査を実施し、昭和61

年度より資料整理作業を継続している。その調査の成果はめざましく古代の大谷川の流路から

ひとがた

人形◎馬形木製品⑳斎串◎卜骨やおびただしい数の土器などの祭祀遺物が出土し、神明原◎元

宮川遺跡を流れる大谷川が古代の大規模な「水辺の祭」の場であったことが解明された。この

事実は、今までの静岡平野における歴史認識に大きな変更を迫るものであり、今後静岡平野の

歴史を構成する上で貴重な手がかりとなるであろう。そしてまた、日本の古代祭祀形態を考え

る上に重要な資料をもたらすものであろう。

本報告書は、大谷川…神明原◎元宮川遺跡の調査報告の「斑」であり、昭和58年度に刊行し

た「大谷川亙」に続く昭和59⑳60年度調査の報告である。主として、遺構のあり方に焦点をあ

て遺構ならびにそれに伴う遺物をとりあげた。現地調査⑳資料整理の期間を通じて様々な問題

が提起されてきたが、その解明のため努力をっづけてきた次第である。しかし、本報告におい

てはまだまだ未解決の問題が多い。さらに努力していきたい。

なお、この調査に深い理解と協力をいただいた静岡県静岡土木事務所の方々に深い感謝の言

葉をささげるものである。あわせて静岡市教育委員会の配慮に対して心から謝意を表するとと

もに、静岡県教育委員会の指導⑳助言に感謝するものである。終りに、本調査に従事し、その

整理や報告書の執筆に力をあわせた所員の労苦に感謝したい。

昭和62年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　長　斎　藤 申
ノじヽ



l。本書は静岡市大谷地先に所在する神明原◎元宮川遺跡の発掘調査報告書の第二分冊である。昭和59

◎60年度に発掘調査された遺構を報告するが、遺物については遺構から出土したうちの一部のみにとど

め、次年度以降にまとめる予定である。

2。調査は「巴川（大谷川）総合治水対策特定河川事業埋蔵文化財発掘調査業務」として静岡県静岡土

木事務所の委託を受けて静岡県教育委員会文化課の指導のもとにも財団法人静岡県埋蔵文化財調査研

究所が実施した。なお昭和58年度は財団法人駿府博物館付属静岡埋蔵文化財調査研究所が実施し、昭

和59年5月1日から財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が承継したものである。

3．昭和59年度調査は昭和59年4月1日から昭和60年3月31日まで行い、昭和60年度は昭和60年4月8

日から昭和飢年3月31日まで行った。

4。発掘調査体制は次のとおりである。

昭和59年度　　所長斎藤忠　常務理事（調査研究部長）池谷和三　調査研究1課長植松章八　主席

調査研究員栗野克巳　調査研究員成島仁　ノ舟場目出一

昭和60年度　　所長斎藤忠　常務理事八代龍一　調査研究部長岡田恭順　調査研究1課長植松章八

主席調査研究員栗野克巳．調査研究員森下春美　足立服司　矢田勝　鈴木基之　寺

田甲子郎　成島仁　小嶋日出一

昭和鋸年度　所長斎藤忠　常務理事八代龍一　調査研究部昆岡田恭順　調査研究l課長植松章

八　調査研究員成島仁　矢田勝　寺田甲子郎

5．本書は静岡県埋蔵文化財調査研究所の職員が分担して執筆した。執筆分担は以下のとおりである。

第丑章◎第Ⅲ章第1節西大谷3区◎第2節水上4区⑳水上8～H区……寺田甲子郎

第Ⅱ章⑳第Ⅲ章第2節水上1～3区◎水上7区◎第3節宮川5⑳6区……矢田勝

第Ⅲ章第1節大谷1⑳2区◎西大谷4～8区⑳第2節水上5◎6区⑳第3節宮川3⑳4区⑳第Ⅳ章

……成島仁

6．本書の編集は静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。



風　　　　例

本書の記述については、以下の基準に従い、統一をほかった。

且。調査区の位置は、太谷川の河口起点よりの距離を用いた。

2。発掘区の中の一部分を限定する場合も　南北⑳東西のグリッド座標により、それぞれ85列～87列、F

寿II～口々Ilの上うに円い十（
．′　」　　　　　⊥　▲　ノ　J　‾一ノ　　）　ヽ　　一′　．　‾　′l」　、　　．　一°‾　しノ

3．遺物実測図には、報告書での見出番号も遺物番号を併記し、必要により遺構番号を加えた。

4。遺構一覧表に示した数値の単位は仇であり鴇小数点以下第3位を四捨五入した。

5．挿図申等高線に付した数値の単位は仇である。

6．遺構◎遺物の標記は次のとおりである。

遺構遺物の標記

遺　　　構　　（S）

G　　小鍛治遺構 W　　木製品

物

B　　 竪穴住居跡 H　　 掘立柱建物 P　　 土製品

土器は番号の

みで符号なし

C　　 祭祀遺構 P　　 小穴 ◎土坑 S　　 石製品

D　　 溝 L　　 護岸遺構 M　　 金属器

E　　 井　 戸 R　　 旧河遺 B　　 玉　 類

F　　 土　 壌 Ⅹ　　 その他 E　　 その他

7．遺構番号は各地区（大谷地区⑳西大谷地区◎水上地区◎宮川地区）毎に設定したため同一番号が重

複している場合もある。遺物番号は各調査区毎に設定した。
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宮川3区I94◎J94グリッド遺構

宮川3区南半部遺構

宮川3区低湿地地形（SR485）

宮川3区旧河遺SR487

宮川3区旧河遺SR486

宮川3区SR486ミニチュア膳出土状況

宮川3区SR486ミニチュア杵出土状況

宮川3区SR486箸状斎串出土状況

宮川3区SX483

宮川3区SX479

宮川3区SD181

宮川3区SD181遺物出土状況

宮川3区SD181遺物出土状況

宮川3区SD181中央部

宮川3区SD145

宮川3区SD145土層帯

宮川3区SD182

宮川3区SD182部分

宮川3区SElO3

宮川3区SElO3井戸枠

宮川3区SE170

宮川3区SE170井戸枠

宮川3区SE424

宮川3区SE424井戸枠

宮川3区SE147

宮川3区SE429

宮川4区全景－南より

宮川4区北半部

宮川4区SR58

宮川4区SR58土器出土状況

宮川4区SR58部分

宮川4区SR56（ポールは「相星五十戸」木簡出土地点）

宮川4区SR56部分

宮川4区SR56遺物出土状況

宮川4区SR56動物形土製品◎土器◎礫出土状況

宮川4区SR56土器出土状況

宮川4区SR56出土礫一括

宮川4区SR55

宮川4区SR55鍬出土状況

宮川4区SR54出土状況－西より

宮川4区SR54斎串⑳皿状木製品出土状況
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宮川4区SR54墨書土器出土状況

宮川4区SR54灰柚陶器出土状況

宮川4区SR51－西より

宮川4区SR52－－西より

宮川5区北半部全景－北より

宮川5区南半部全景－南より

宮川5区南部水路群⑳柱穴群－北より
√ご∵111「トこ7（11lT r11′7
Ei HI J rゝこ）上ノ　乙11

宮川5区SE217断面

宮川5区旧河退部－南より

宮川5区SR201出土状況－南より

宮川5区SR201橋桁状遺構出土状況－東より

宮川5区S罠20ユ儀鏡出土状況

宮川5区SR201灰粕手付小瓶出土状況

宮川5区SR201銭貨出土状況（SX340）

宮川5区SR202－南より

宮川5区SR202遺物出土状況－南より

宮川5区SX336－東より

宮川5区SX336鍬出土状況

宮川5区SX336遺物出土状況

宮川6区全景－南より

宮川6区旧河退

官川6区SR317

宮川6区SR316墨書土器出土状況

宮川6区旧河道北半部

宮川6区SR321

宮川6区SR320遺物出土状況

宮川6区SR314遺物出土状況

宮川6区SR312遺物出土状況

宮川6区SR312鎗出土状況

宮川6区SR312人形土製品出土状況

宮川6区SD322遺物出土状況－西より

宮川6区SR319遺物出土状況－東より

宮川6区旧河道南部

宮川6区SR313上層遺物出土状況

宮川6区SR313

宮川6区SR313土層断面一一南より

宮川6区SR313遺物出土状況－南より

宮川6区SR313遺物出土状況一一東より

宮川6区SX335遺物出土状況（1）

宮川6区SX335遺物出土状況（2）



図版951　宮川6区SX335遺物出土状況（3）

2　宮川6区SX335遺物出土状況（4）

3　宮川6区SR3且3遺物出土状況（5）



第亙競　調査の経過

第且節　調　査　の　計画

静岡市の北方に位置する文殊岳を源とする巴川は静岡市北東部浅場沼から東下し、途中長尾川⑳吾田

川等の支川を合わせて清水市の中心市街地を流れ、清水港へと注いでいる。とくに下流部は低地部を縫
．ス　ト．こJr、迂ゞj－1－7rI　ヽ　Z　すす1人1一丁レ／JJJ J、さ．亡汀i　ノ

ノ血ノ暫し〃FL勺レし∀き別しのノ軋はけか瀾∬∴　氾濫が起こりやすく聴　音から浸水被害が何度も発生してきた。

さらに流域の自然遊水塊まで市街化が進みわずかな雨でも災害を引きおこすようになった。静岡県（静

間土木事務所）では鴇昭締4年度より巴川総合治水対策特定河川事業として、河遺改臥放水路および

遊水地の建設をはじめとする事業をすすめている。このうち静岡市南東部の太谷川放水路の建設は巴川

本川下流部の負担軽減と太谷川の浸水被害の軽減を目的としたもので、大谷川放水路建設工事に伴い下

流部の神明廃車元宮川遺跡で事前の発掘調査が実施された。各年度における調査は次のとおりである。

昭和55年度　静岡市教育委員会　高松地区（右岸330鵜…6且0吼）、右800戒

昭和56年度　静岡市教育委員会　高松地区（右岸飢　肌－7且0糀）鴇1，300諺

昭締8年度　静岡埋蔵文化財調査研究所　西大谷且⑳2区（左岸660鵜－830肌）、宮川1区（右岸描7

77・～　　′′1こ．′7∴；‘‥；号∴・く（ら－　Hr′′－　り　　＿、Jはらり、。、∴主六：ご‾〉′′！一

昭締9年度　静岡県埋蔵文化財調査研究所　大谷　⑳　区海商大谷　～　区　左岸欝　肌－660肌）、西

ノ＼1、、一・′く　′！　　－！ノく　′′　8、∴リー・‘′′′′・′しノー主、、／1′・■、キノーノ二㌦く∴′左了・′2：机　弛巨・！主言

8，91317g

昭和鮒年度　静岡県埋蔵文化財調査研究所　水上3区◎水上7‰9区鴇宮川4区（左岸997m一旦，377

m）淘宮川　区　左岸掴mm一且，50　軌、水上柑◎且区⑳宮川3区（右岸9887花－1，377乱）、宮川5

区（右岸lヲ407m…且，500m）淘計略550戎なお巴川（大谷川放水路）特定河川緊急整備事業として稲

妻且区の2区の発掘調査が行われた。

資料整理は現地調査終了後の昭和6且‰63年度の3ヶ年を予定しているが鴇実測図◎写真整理◎出土遺

物の水洗◎注記および復元⑳実測の一部については現地調査と併行してすすめている。なお調査報告書

の作成計画は次のとおりである。

昭和58年度　太谷川‡鴇　西大谷盈　◎2区淘　宮川l◎2区（既刊）

昭和鋸年度　太谷川韮　遺構編）昭和59⑳60年度現地調査地区（本書）

昭和62年度　太谷川Ⅲ（遺物編）

昭和63年度　太谷川IV（遺物編◎考察編）

本書は巴川（太谷川）総合治水対策特定河朝事業埋蔵文化財発掘調査報告書の第2冊目にあたるもの

で、昭和59⑳60年度に調査された大谷漫◎2区鴇西大谷3‰8区、水上且～Ⅲ区、宮川3～6区の遺構

編を収録している。

第2節　調　査　の　方　法

調査区の設定は大谷土地改良区第二工区による地区割にしたがいも河口起点より370m上流地点‰500

吼上流地点を大谷地区としも以下500軌～850m地点を西大谷地区、850m～且，250m地点を水上地区、

且，250m～且，500ァ花地点を宮川地区とした。これに大谷地区は且‰2、西大谷地区は且‰8、水上地区は且

鞠は、宮川地区は且鞠6の番号を調査服に付し調査区名とした。

調査区全域に太谷川改修用の座標系に合わせ10×10乱のグリッドを設定した。グリッド網には南から

一一1－－



北へ且　◎2◎3…の数字を、西から東へÅ◎B◎C…のアルファベットを付し座標を組んだ。各グリッ

ドはこの座標によりAl◎B2のように標記した。なお南北列は遺跡全体を通し一貫して付せられてい

るが、東西列のアルファベットは各地区毎に与えた。大谷地区◎西大谷地区は2地区で西大谷系グリッ

ドとした。

調査の実施にあたり調査区周囲に安全柵を設置し事故防止に備えた。表土は重機により除去し、その

後は人力により包含層を掘り下げ、ベルトコンベアーで搬出した。

現地調査の写真は6×7版中型カメラを主に用い35mカメラを併用した。6×7版◎35mmの白黒写真

と35mmのカラースライドの組合せで写真記録とした。各調査区と遺跡の全景写真については航空写真撮

影を行った。

実測図の縮尺は平面図⑳断面図とも且：20で作成したが詳細図が必要な場合には且つ0の作図も行っ

た。現地調査にあたって作成した実測図は全てマイクロフィルム撮影を行い、アパチェアカード化した。

なお遺構◎遺物の標記については凡例に示したとおりである。

第3節　調　査　の　縫∴過

昭和59年度の発掘調査は、昭和59年4月1日から昭和60年3月31日まで行われた。調査区は大谷l⑳

2区、西大谷3～8区、水上l◎2◎4～6区である。昭和60年度の発掘調査は、昭和60年4月8日か

ら昭和61年3月31日まで行い、調査区は水上3◎7～H区、宮川3～6区である。以下にその調査経過

を記述する。なお一部の整理作業については現地発掘作業と併行してすすめた。

調　査　経　過

昭和59年度

4月　器材運搬等発掘調査準備を行い、作業員を手配する。大谷地区は重機による表土除去を行い、測

量基準点を設定する。周囲に安全柵を施し、集水桝◎水中ポンプを設置する。旧大谷川部分に重

機によるトレンチ設定。

5月　大谷地区　旧大谷川内遺物包含層を精査する。砂丘下層の遺物包含層（縄文時代～弥生時代）の

調査に着手する。

西大谷地区　西大谷4～7区の表土を重機により除去する。測量基準点を設定し、安全柵を設ける。

水上地区　重機による表土除去を開始し、併行して安全柵⑳測量基準点を設置する。水上4区の

遺構検出作業に着手する。

6月　大谷地区　大谷且区の旧大谷川河床を検出し、全景写真を撮影した後実測作業を行う。

西大谷地区　西大谷4区旧大谷川内の中世堆積層である暗灰色粘土層を掘り下げ砂礫層を精査す

る。

水上地区　水上4区の遺構を精査し実測作業を行う。水上2区の遺構検出作業を行う。

7月　大谷地区　大谷2区は重機により表土を除去し縄文～弥生時代包含層を精査する。丸木舟を検出

し土層観察および土層断面図を作成する。

西大谷地区　西大谷4区の旧大谷川河床検出作業を行い、一部写真撮影および実測作業に入る。

水上地区　水上4区の実測作業を継続する。水上2区は遺構精査と併行して写真撮影◎実測作業

を行う。

8月　大谷地区　丸木舟の全容を検出し、写真撮影◎実測の後取り上げ作業を行う。

西大谷地区　西大谷3区で遺構を精査し写真撮影の後実測作業を行う。西大谷4区は河床を検出

し実測作業を行う。西大谷5区の遺構精査を行う。西大谷6区は旧大谷川内中世堆積層を調査す

る。西大谷7区は重機による表土除去を行う。
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9月　西大谷地区　西大谷3区の実測作業を完了する。西大谷5区の遺構を検出し実測作業を完了する。

西大谷6区の旧大谷川河床を検出し実測作業を行う。西大谷7区では中世面の遺構を精査し実測

作業を行う。

水上地区　水上且区の近世面遺構精査を開始する。

10月　西大谷地区　西大谷6区は縄文～弥生時代包含層の調査を完了する。西大谷7区の中世包含層を

掘り下げ、古墳時代前期包含層を精査する。

水上地区　水上且区の近世通観を精査する。中世の旧大谷川支流であるSR盈50を精査し実測する。

H月　西大谷地区　西大谷7区で古墳時代前期の包含層より多量の土器と管玉⑳ガラス玉などが出土し

実測⑳写真撮影を行う。

水上地区　水上且区の近世遺構の調査を終了し、全景写真を撮影した後、実測作業を行う。さら

に第二面の平安時代⑳中世の遺構を精査する。水上5区は遺構検出作業に着手する。

12月　西大谷地区　西大谷8区で重機による表土除去を行う。

水上地区　水上且区の平安時代⑳中世の遺構を精査し、写真撮影実測作業を行う。さらに古墳時

代包含層の精査を開始する。水上5区の遺構を検出し、写真撮影⑳実測作業を行う。水上6区は

重機による表土除去を行う。

且月　西大谷地区　西大谷8区は清掃後先行トレンチを掘削する。

水上地区　水上鼠区の古墳時代包含層の精査を行うとともに平安時代の井戸状遺構SE且92の精査

を行う。水上6区は粘土採掘跡の精査を行う。

2月　西大谷地区　西大谷8区の旧大谷川内堆積層を精査し、写真撮影◎実測作業を行う。

水上地区　水上且区の古墳時代前期の遺構を精査し、写真撮影⑳実測作業を行う。水上6区の粘

土採掘跡を精査し、写真撮影◎実測作業を行う。

3月　西大谷地区　西大谷8区の微高地上遺構検出作業を行う。

水上地区　水上6区の平安時代末の溝状遺構Sn228を検出する。

昭和60年度

4月　器材の運艇等発掘調査の準備をすすめるとともに継続地区の調査に着手する。

西大谷地区　西大谷8区の古墳時代前期の遺構集中部を精査し、掘立柱建物跡の検討を行う。

水上地区　水上6区のSD228の精査および実測⑳写真撮影を行う。水上9区は重機による表土

除去を行い、周囲に安全柵を設ける。調査区にグリッドを設定する。近世の水田状遺構を精査する。

5月　西大谷地区　西大谷8区の古墳時代前期の遺構の実測◎写真撮影を行う。

水上地区　水上3◎7区で重機による表土除去を行う。水上9区は包含層の精査を行う。水上10

区の現大谷川法面の重機による表土除去を行う。水上H区は重機による表土除去を行い、遺構精

査に着手する。

6月　水上地区　水上3区の近世遺構を精査◎実測後、古墳時代遺構を検出する。水上7区は近世の遺

構面を精査する。水上9区の溝状遺構井戸状遺構を精査し、実測作業を行う。水上11区奈良◎平

安時代遺構を検出し精査を行う。

宮川地区　宮川3区の現大谷川法面の重機による表土除去を行う。宮川4区は重機による表土除

去を行い周囲に安全対策を施し、測量基準点を設置する。

7月　水上地区　水上3区の古墳時代遺構を精査し実測◎写真撮影を行う。水上7区の近世遺構を精査

し、実測写真撮影を行う。水上9区で掘立柱建物跡を検出し精査する。法面観察で水上9区から

水上8区にかけて低湿地地形を検出する。水上H区の奈良平安時代の掘立柱建物跡◎溝状遺構◎

井戸状遺構⑳小穴を精査する。
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宮川地区◎宮川4区旧大谷河遺＄段52～55の包含層精査を行う。一部実測◎写貢撮影を行う。

8月　水上地区　水上　区は重機による義士除去を行い鴇　旧太谷川河遠を検出する。発掘区全域に先行

レンチを入れる。周囲に安全対策を施す。水上　区は低湿地の土層調査を行い断面図を作成す

る。水薬Ⅲ区は実測作業⑳写真撮影を行う。水上8区中近樫包含層の精査を開始する。

宮川地区　官用　区　民掴～溝の精査を行うとともに遺物分布図を作成　海等貢撮影を行う。北

半部の§段閑の猶⑳腑の精査を開始する。

9月　水上地区　水上冒区は南部の奈良平安時代‰中世の旧河遠を精査するとともに淘　中央部古墳時代

後期河道内遺物群を精査し一部実測作業珍等東撮影を行う。水上8区中近世包含層を掘り下げ砂

層上面の遺構を精査する。水上柑C区の義士を重機によ　除去　も　測遍基準点◎安全柵を設置す

る。

宮川地区◎宮川4区は北半部のS段57⑳59昏6　の精査を継続するとともにS餞別～猶の連続断

面の実測を行う。

相月　水上地区　水上　区の古墳時代後期河遠の精査を継続　実測作業も併行する。水上8区はSX7

・′・　：．・メ・、：／．　．．、l－　・′1－′．了一・′．／、　ノ∴、∴　　′′　．、上告ノ、：：1、．／一；　′　ノ

レンチを入れる。

宮川地区　宮川　区で重機による表土除去を行い測量基準点◎安全柵を設置する。宮川4区の北

半部S段5　‰鮒を精査　淘　実測作業を行う。宮川6区の重機による義士除去を行う。

且臓　水上地区　水上　区は古墳時代後期河遠の精査の後河床検出作業を行い淘全景写東を撮影し淘平面

′　　　　′　‾‘　′　′：．　∴　、．く　一　ノ／＼′　′・・　′　∴ノ　ン　′ふ・ノ　、、：．′　　　・・′ノ・′　′∴・′∴

壷を行。凍，上用品区低湿地上層の平安末飽中世の遺構を精査する。

′＿　′　ノ　　　ブ＼′、．′中′、′・ノ＼′　　′　　′′‾　く　＿　　′　′7、日∴・′．ノ　　　・′・ノ白　′　　′、

後全景等東を撮影する。宮川5区で重機による義士除去を実施する。

了　一　　　一　　、′　′ご　′十・′一二　‥・′　′l．　′／′・－　．　＿一骨＼l、′ノし　′′　ミ′　　　′一、　′

の近世流路を精査する。

宮川地区　宮川　区　段媚　の土器集中箇所を精査する。微高地上の遺構を検出する。宮川5区

の旧太谷川河遺＄段2鋸◎＄段鋼　◎S段釦　を精査し実測◎写東撮影を行う。微高地上の包含層を

精査する。

且月　水上地区　水上且Oa区の遺構を精査し実測◎写真撮影を行う。水上摘　区の旧太谷川堆積層を楕

／′　′二

宮用地区　宮川　区のSR媚　土器集中箇所の精査を継続する。微高地上の溝状遺構◎小穴群◎井

戸状遺構を精査する。平安時代末触鎌倉時代の旧河遺S段媚　を精査する。宮川　区の微高地上遺

構を精査し実測⑳写真撮影を行。宮川　区の旧太谷川河遺S段別触別　を精査し海実測⑳写真

撮影を行う。

2月　水上地区　水上摘C区の遺構を精査し海　業測⑳写真撮影を行。水上摘　区の旧太谷川河床を

検出し淘　実測◎写真撮影を行う。

宮川地区　宮川3区の実測作業を行う。宮川5区の西壁土層断面図を作成する。宮川6区のS段

3m鞠3且6を精査し遺物分布図を作成する。

3月　宮川地区　宮川6区の旧大谷川内遺物を実測し淘取り上げ後写真撮影を行う。

現地のプレハブ⑳資器材を撤収し現地調査を終了する。
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西

第1図　調査地点位置図
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本遺跡は温微高地2低湿地3旧河遠に分けられる。微高地においては近世以降の撹乱を受け包含層は

ほとんど遺存していないが鴇低湿地周辺には遺物包含層が良好に遠存　ている地区もみられる。地区毎

に低湿地周辺の層位について記述する。なお旧河道内の遺物包含層については調査区により堆積状況が

異なるため第Ⅲ章の各地区の士層説明にゆずることとし鴇ここでは河道の形成淘変遷についてのみ言及

する。

第慧掬　東谷地区豊層模式置

第3因　西東谷地区豊層模式図
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撤高地の基本層序

Al層　黄灰色砂質粘土層である。水上地区⑳宮川地区にみられる基盤層で、古墳時代前期～近世の遺構

面である。

A2層　白色および灰白色の粘土層である。遺跡全体にみられほぼ水平の堆積を示すが鴇低湿地縁辺では

緩傾斜がみられる。西大谷地区では古墳時代初頭～近世の遺構面である。

B層　黒色あるいは黒灰色の粘土層で腐植を含んでいる。

C層　灰白色あるいは灰黒色を呈する粘土層で、腐植の多い箇所は灰黒色となり、灰白色粘土と灰黒色

粘土が互層をなす調査区もある。

D層　肯灰色シルト層。青灰色粘土をストライプ状にはさむ海成シルト層である。

A2～D層は遺跡全体を通してみられ、本遺跡の基本層序を形成している。

盛土

＼　　　　　　　　　 1 層

A l層j 層　　　　 2 層　　　　　 i

i

l
l

A Z層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ；

もB 層　　　　　　　　　　　　 4 層 ！、 旧河道

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 層　 1㌔、

－ C層†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼6 層　　 、、

7 層　　　 、、

D 層　　　　　　　　　　　　　　　　　 8 層　　 、、

第磯図　水盗地区丑層模式寓

盛土

1層 ／　　 書芸　 ＼＼ 1層

A l麿　　　　 6 層　　 4 層　　　 l

A Z 層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 層　　 t、

B 層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 層　　　 、、

8 層　 l～、 旧 河 道

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

9 層　　　　　 ＼

C 層 ＼　　　　　　　　　　 1 0層　　 」

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‖ 層　　　　　 ＼、

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 2 層　　　　　　 ＼、

＼
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

D 層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼、

＼

第5図　宮川地区丑層模式図
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低地内埋積土と遺物包含層

（凰）大谷地区（第2図）

1層　南に広がる砂丘の標高が高いためこれに合わせるための客土である。

2層　砂丘による堆積層であり、厚さ約4mにもおよぶ砂層である。河口より490m上流付近にまでみ

られる。

3層　砂混りの粘土層であり、弥生時代中期の遺物を包含する。

4層　茶褐色粘土層であり縄文時代晩期の遺物包含層である。

5層　暗灰色粘土層。大沢スコリア（B◎P匂2700年）を含む。

6層　暗茶褐色粘土層である。腐植を含み遺物は認められない。

7層　黒色砂層である。縄文時代後期の遺物包含層。ヒシの実などの植物遺存体を検出する。

8層　黒灰色粘土層である。遺物は認められない。

摺　西大谷地区　第　図）

南部の西大谷4～7区は低湿地および旧大谷川河道であり微高地の基本層序はみられないが、北部の

西大谷3区◎西大谷8区は微高地の堆積がみられる。相互の関係はその間に旧大谷川河道をはさみ判然

としない。

且層　背灰色粘土層。近世以降の耕作土である。

2層　黄灰白色粘土層である。上面は平安時代末～中世の遺構面となる。

3層　茶褐色粘土層。古墳時代後期から奈良時代の遺物を包含する。遺構はみられない。

4層　暗灰色粘土層で古墳時代前期の遺物を包含する。

5層　暗灰色シルト層であり、4層同様古墳時代前期の遺物を包含する。

6層　黒色細砂層。古墳時代前期の遺物を包含する。

7層　暗褐色粘土層。遺物は検出されていないが、大谷地区の3層に整合する。

8層　茶褐色粘土層。大沢スコリア（B。P。2700年）が検出された。大谷地区4層に整合する。

9層　暗茶褐色粘土層である。大谷地区の5層に整合する。

10層　粘土混り砂層。大谷地区6層に整合する。

H層　灰褐色粘土と黄灰色粘土が互層をなす。

12層　砂混りの灰黒色シルト層である。

なお7～12層では遺物は検出されていない。

摘　水漉地区　第　回）

l層　青灰色粘土層で、近世以降の耕作土である。

2層　黄灰色粘土層。灰色砂が地点により含まれる。上面は平安時代～近世の遺構面である。

3層　茶褐色粘土層。水上は区でのみ検出された。奈良時代～平安時代の遺構面である。

4層　灰白色粘土層である。古墳時代中期末～後期初頭の遺構面である。2層に外見上は酷似する。

5層　黒茶色粘土層。古墳時代前期～中期の遺物を包含する。

6層　暗灰黒色粘土層。黄白色の微粒子を含み、大沢スコリア（BゆP◎2700年）である可能性も考えられ

る。

7層　縁茶色腐植土層。縄文時代後期の遺物を包含する。

8層　黒灰色粘土層である。低湿地縁辺では砂の堆積もみられる。無遺物層である。

9層　暗灰色砂混り粘土層。低湿地内最下層にあたり粘土成分の多い箇所と砂成分が多い箇所がみられ

る。なお6～9層は大谷地区4～7層に類似している。
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（4）宮川地区（第5図）

1層　青灰色粘土層で、近世以降の水田耕作土である。

2層　暗青灰色粘土層である。中世の遺物を包含する。

3層　茶灰色粘土層。平安時代の遺物包含層である。

4層　茶色粘土層で、古墳時代後期の遺物包含層である。

5層　灰黄色粘層で、古墳時代後期の遺構面である。

6層　黄白色粘土層である0古墳時代中期の遺物を包含している05層・6層は水上地区4層に整合す

る可能性がある。

7層　暗青灰色粘土層である。遺物は検出されていない。

8層　灰黒色粘土層で腐植を含む。水上地区5層に整合すると考えられる。

9層　茶褐色粘土層であり、腐植を含む。水上地区6層に整合すると考えられる。

10層　褐色腐植土層。水上地区7層と整合すると考えられる。

11層　灰黒色砂質土層。水上地区8層と整合する。

12層　暗灰色細砂土層で灰黒色砂質粘土ブロックを含む。水上地区9層と整合する。

（5）旧大谷川の形成（第6図）

本遺跡で重要な位置を占める旧大谷川は、その形成過程において低湿地との密接な関係が認められる。

古墳時代中期には帯状の低湿地内に水路的な流れが存在するが、古墳時代後期になると低湿地内埋積土を激

しく浸食し河川としての形状を整える。低湿地内に形成されたこの旧大谷川は曲流・浸食をくりかえし

低地内埋積土のみならず微高地の基本層序をも浸食するようになる。宮川3・4区のSR51－56．SR

486・487はこの状況を顕著に表わしている。

盛 土

1 層 耕 作 土

2 層 黄 灰 白 色 粘 土 層

A層 白色牽占土層

3 層 l ‘瑠鞄恕・・Z
低地内
遠積土

8層黒灰色著占土層
．－む喝 ・銭舘蛍幸浦馳正幸

C 層灰白色粘土層

D層青灰色シル ト層

古墳時瞥　　奈良時代河道
安時代末一　　　　鎌倉時代一
倉時代河道　　・室町時代河道

第6図　旧河道変遷模式図
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第量量章　環　　　　　境

′′′　　　　　　　　－　′、∴　　　ノ　、・、、．、‾′、て′　一こ　　′′二・八弓ミ′　　　　廿

′　　　．ノ　　　′′　、　　ノ　、．、　′、∴　ノ．ユ（、ノ・　ノ、告，・・工ノ了ミ・r一刻（∵了′牒）をもと

に本遺跡の立地に㌢∋持て述戒た齢。

‥　．：、・′　一′　こ・二）三、　　一．

本遺跡の立地する静岡平野南東部に条里地割がほぼ全域にわたって存在したことは淘現在静岡市役

、　　　　　　、ノ、’　′　、、・・－．／言　　　　くノ　′二　欄・、．′′ノ　′－ふこ；子ノノノ言上∴・、与∴ごこ′∴一ノ、‾こ舘

′ノ　ーノ∴′　．　′．＿、一言ノ、、＿、′ノ、r．∴∴ノ′・J′）　一′・’ノ、、丁′二言ノ、」イ言iC。わる小、、霊位

平野北東部の内荒遺跡で検出された律令期の溝状遺構⑳建物群が鴇　同地域の旧地籍図に示された条里地

ノ・′　　．　＿∴∴　∴　　二′ナ／、．工一‥言、．㍉∵′／′・、二十！；、∴　‾し、・巧膏工

、′1・「・．ノ＼．十′＼′lノこ、：、∴　′ユ　∴Jl′　らンミ′．‖ノ′与豆y∴出耳の予上′ニ

重要な資料となった。巣体的には鴇条里地割が確認できる地域とできない地域淘　条理地割の中で島地型

‥　　　－　′′、∴　　′＼　ソ　　、・′、′・．，．．ノーて十く一　ハ㌧一　　　二′、1、一十　一・′：、、一　一′一＼㌧㌢、、－則雄畑

・・　　　　　　　　′、　ノ・′′′＼、′　　・＿′　、．

′’　　　∴　　′、′′　一　ノム、．　　　‾ご′ノ！十

来春用の流域平野は淘東側を菊度血丘陵部の台地状緩斜面淘　北側と西側を安倍川扇状地末端部に形成

′　　　　　　　　′　　　　ノ　　　　　r　ノ′　　一′．ニ　∴ノ′一日′ノ∴′′　′　一！－i－．′月．二・十工立㌦、、望声娠紺．上

から曲金地区狐ケ峨坪（以滞海地籍の呼称は旧小字による）北西部を通り海　小鹿地区鍛冶屋敷を結ぶ小

′　∴　′、　′．、　　∴′∴　　′　・′言’望、′　ノ・∴・㌧∴ノ．こ、、′！．了、‘l、　r一ノ．六、・′ノ欄誉言い）T、　り′乾＼

地区神明原を結ぶ免能街道がのる久能街道微高地である。太谷川に流れ込む水系は室に有度山西麓に発

′．′　・′．　　′・′，、・′・′’ノ′′ら′、′　′‘ノ　ー〝、ノ　　バ　、′′、、ノ　C r：ハ（レ＼′r・′　C．一㌔二六‥

今回鴇条里地割の検討にあた　鞠　曲金微高地の北に展開する／わ鹿沢川水系と久能街道微高地の南西側

に展開する太谷川右支川◎浜川水系の一部を含めて条里図を作成した。以下に戦　検討結果の要点を報告

したい。

・、′ノ　　・、　シ　′　ハ　ノ　′、．一　J一　二′∴　　′∴：；－‥’′r：′‾∫、二、十′：　二、：′転　出－′　黒；工ノ′、

／ハて′　’′　ノ∴′’ノ・ノて′′　、・こ／・し、．お′一！㍉二　′．上′二　∴了・：1－ん了＼主P H（こ′二三．＿

⑧坪内部の地割は品地型が車越してみとめられた。

⑧縦最地型と櫨品地型の分布は鴇曲全地区狐ケ疇坪◎沓形坪では桟島地型鴻　曲金地区蔵前坪砂金下前坪

⑳小魚保田坪をはじめ海南東地区南東部⑳大谷地区北西部⑳高松地区全域で縦島地型が圧倒的分布を示

し淘廉廉地区では桟品地型がやや優勢であるが淘桟島地型と縦島地型がモザイク形に分布　ている。こ

れらの分布は等高線と重ね竃みると戦等高線にほぼ直交して島地型の長辺がくることが多い。曲金地区

の軍聯社付近の旧東海通徹高地と曲食後高地の分岐点　標高蟻瓢　から東側で曲金微高地の北側は東に

向かう斜面となっており海綿品地型が車越する。曲金微高地の南側と南東山繭側では商に向かう斜面と

なってお　櫨最地型が車越している。露地型の品辺が等高線にほぼ直交するよ　に施工された理由は水

田用水の取水が坪内のどの最地型にも均等に行渡り淘かっ排水もとどこおりなくできるような工夫のた

めと考えられる。小鹿地区の横品地型と縦長地型の混在は鴇　この地区の北西部が曲金微高地の末端斜面

’’′′　∴．－′′、′‾′　二′　′＼：一′、′・′　言言　′’・、了・ノ・一′、－、′、ノ村上左．′末j・ご状中の人端鉦汗ごなる

－10－－－－



ことにより、複雑な用排水系を必要としたためと考えられる。

④以上のように、用水系の効率的な配置を考えて縦長地型と横長地型を施工したと仮定すると、同様に

一連の問題として条里の粁暗線の設定基準点と粁隋線座標軸の傾斜角度の設定も考えることができる。

㊥で述べた等高線と坪内の島地型の長辺が直交する関係が最も正確にあらわれているのが曲金地区であ

る。この地区では、曲金微高地を軸線にして北東部と南西部の等高線がほぼ直交している。この直交す

る等高線を粁暗線として設定し、あわせて坪内の島地型の縦横の配列を設計したと推定できる。したが

って条里の粁暗線の設定基準点も曲金微高地上にあった可能性がある。

⑥条里地割施工の工区境を示すものとして小鹿地区堂々メキにあるニッ池が考えられる。ニッ池は条

里地割が施工された区域の南東隅にあたり端を条里の粁線と階線によって区切られている。このニッ池

の南の暗線を基準にみると、小鹿地区では栢線の北側には長地型が多く存在しているのに対して南側では

条里の規制にしぼられていない地割がみられる。さらにこの暗線の延長線上は高松地区と有東◎石田地区

の境界線となっている。また、大谷川地区新出道ノ坪西端で、ユ923（大正ユ2）年に発掘された杉畷馬

捨場の円墳が隋線の上にある。以上の諸点から、この暗線は条里地割施工の工区境の一部として考えて

よいと思われる。⑥条里地割のみられない地域は根方街道沿いの地域と大谷地区の稲妻坪より以南の大

谷川周辺（以下、大谷川南部周辺と略す）である。

Åまず根方街道沿いの地割は根方街道を基軸に設定され片山廃寺の寺域もこれにならっている。理由は

有度山丘陵部の等高線にはば並行して根方街道が緩やかにカーブしながら通っており、これに規制され

たものと考えられる。しかし、片山廃寺から小鹿地区堀ノ内にかけて丘陵部の斜面にもかかわらず、ほ

ぼ規則的な方格地割が見られる。地割の軸線はN－30…Wである。

欝大谷川南部周辺地域は、西側は久能街道、東側は福久ノ坪、南側は下瀬田坪まで言日大谷川の蛇行の

跡を各所に残し、複雑な地割を示している。この地域の1876（明治9）年の地籍図（第38図）を見ると

圧倒的に畑地が多いことがわかる。大谷低地を蛇行しながら流れる大谷川は攻撃斜面側をたえず浸食し、

河道を変えていった。旧河道には多くの粘土◎砂礫が堆積され微高地状を呈するようになっていく。これ

らの微高地での農業は水がかりも悪く、畑作に向いていたと考えられる。また水田の中に畑がある島畑

状の地帯は、門村浩の「静清地域の地形分類図」（1966）に示された「旧河遺跡」とほぼ一致している。

しかし、この地域でも大まかな方格地割を見ることができる。本宮川坪を南北に通る道と南側を通る

宮川道の方格軸の方向性（N－180－W）は、この地域全体に一般的なものであり、さらに久能街道をわ

たり、高松地区神明原でも同様な方格軸が認められる。これは等高線に示された大谷低地の谷線が軸線

となっているものと考えられる。しかしこれも単に自然条件による規制のみではなく人為的な地割規範

が設定されていた可能性もあろう。

また橋井ノ坪を中心とした南部は、中世居館の設営によって地割を改変させた可能性もある（第Ⅲ章

第且節水上地区⑳水上3区参照）。北の本宮川坪は、地籍図からも方形の地割の中央に南から道がつけら

れていることが確認でき、神社があった可能性をうかがわせる地点もある。このことは1672（寛文12）

隼の『駿州久能御神領宮川村大谷村片山村御検地帳』にも坪学名として「本宮川宮脇」「本宮川宮ノ後

口」とあり神社があったことを示唆している。また宮川部落に伝承する話に1685（貞享2）年の大谷川

の氾濫により宮川の人々は東の丘陵部へ移住し、以前住んでいた所なので本宮川と名づけたという。今

回の発掘訝査で古墳時代後期から奈良時代にかけての大量の祭祀遺物が検出された宮川6区は本宮川坪

の南西部に位置しており、神社を含めた本宮川坪と何らかの関係がある可能性もあるかもしれない。こ

の大谷川南部周辺で条里地割が地籍図上で確認できるところは、北の本宮川坪と稲妻坪の坪界線と豆丁

畑坪と下川口坪の坪界線だけである。

なお、昭和60年度に行なわれた稲妻地区発掘調査の中で稲妻l区北部で東西方向の溝状遺構が10本以

－　H　－



第鼠表　周辺遺跡地名表

l i
遺　　　　　　 物

主 な
出

備　　　　　　　　　　 考

…‾－十
1

［　 遺　 跡　 名

L

l】　 所　 在　 地 種　 別 時　　 期 過　　　　 構

i神 明原 ・元 官川遺 跡　 静岡 市高 松 e 宮川 ・水 上 ii芸 悪霊 、

j

！警 孟 ：票 芸 ：

平 安 ・中世

竪 穴住 居 跡 、井 戸、

掘 立柱 建 物 、溝 、祭

縄文 土 器 ・石 斧 （打 ）、丸 木舟 。権 、 ア

°
イ

°
エ

『県 史』 1 （1930）

i『静 岡 県郷 土研 究 』 5 （1935）
ト 西大 谷 0 大 谷

［　　　　　　　　　 j
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

弥生 土 器、 石 錘、土 師 器、須恵 器 、

祀 遺構 、 旧村 道 、高 鉄錬 、灰 粕 陶器 、 山茶 碗 、 鍬 、木 1954 ・1980 ・1981 。1983～ 1985年 度 調 査

－　　　　　　　　　　　 l
j】　　　　　　　　 i

［　　　　　　　　　　　　　　　　 】
万 両 釘　　 静 脈 登 呂五 ‾丁 目

；＋ ＋ ＋ ＋ ［

i
［

床 倉庫 跡 簡、 祭祀 遺 物 （土 製品 。木製 品 e （ェ） 「大 谷 堀 ノ坪 」、『静 岡県 郷土 研 究 』第

i5 輯 （1935）石 製 品 ）、 跨 帯、 絵馬 等

散布 地 古 墳 集落 土 師 器 ウ 1983年 度 調査

集 落跡

［

弥 生 e 古 墳 。 高床 倉 庫跡 、 住居 跡 弥 生土 器 ・土師 器 e 木 製農 耕 貝 e イ 1978 。1979 0 1983年 度 調 査

中 世 井戸 。水祐 ・畦畔 土 錘 。古 銭
1摩 落 跡、

】水田 跡
i

弥生 （後 ）・古 住居 跡 12、 高床 倉 庫 弥生 土 器 。石 銀 e 石 斧 ・木 製 農 耕 イ 194 3 ・1947～1950 ・1965年 度 調査 『登 呂』

墳 跡 4 、 水 田跡 貝 ・建 築 用材 e 銅環 。玉類 e 田 下

駄 。矢板 e 礎 板 ・土 師器

（19 49）、 『登 呂本 編』 （1954）

国特 別 史 跡 （1952 ）

5　 下 島 遺跡　　　　　　 静 岡市 下島 散布 地 弥生 ～古 墳 弥生 土 器 ・土 師 器 イ

6‾‾　水 洗 遺跡　　　　　 静岡 市 尊属 五 γ か 高 松 散布 地 古 墳 l 土 師器 】イ

7　j有 東 遺跡　　　　　 i静岡 市 豊田三丁羊巨 富 士 集 落跡 、 弥生 （中 ・後 ） 住居 跡 。水 路 e 畦 畔 i弥生 土 器 ・土 師器 ・須恵 器 。磨製 ウ 19 47 ・1948年度 調 査

見台 一一一一一一一丁 目 ・有 東三 丁 目 水 田跡 ～古 墳 石器 。木製 農 耕貝 1980 e 198 1年度 調 査 （市 立 商業 校 地 ）

［　　　　　　　 e 登 呂 イ 目

［
！

198 1年度 調 査 （静 岡 南警 察 署用 地 ）

198 ］＿・1982年度 調 査 （市 立 富士 見 小校 地 ）
『有 東 通跡 I』 （1983）

8　 馬 捨 場遺 跡 散 布地 弥生 ？ i組 合木 棺

i

ア 『県 史』 1 （1930）

『考 古 学』 加 藤 ・芹 沢 （1938）
i　　 i 1923年度 発 掘

（今 回 、旧 地籍 図上 に 位 置を 明示 しえ た）

弥 生 ・古墳 弥生 土器 ・土 師器 。木 製 品 イ′農 芸跡　 ≡崇≡窯 書‾志：廠布地i
集落跡 】弥生 （中）～古 住居跡 。畦畔 。水田 ：弥生土器 ゆ砥石 e有頭石錘 や木製 イ 1980 e 1984 e 1985年度調査

三丁目 墳 （初） 溝 e 湧水施設　　　　 品 （建築材 ・農耕具等） 『駿河 ・豊田遺跡包
『鐘紡跡地確認調査報告書』

i弥生土器 イ 『静岡県総合庁舎県営有明団地建設用地内

遺跡確認発掘調査報告書』．（1980）
11 】有明遺跡　　　　　　 静岡市有明町

i
i

散布地 弥生

12　小黒遺跡　　　　　　　 静岡市小黒 集落跡、 弥生 （末）～古 住居跡 ・高床倉庫跡 弥生土器 ・土師器 e木製品 （琴 ・ イ 1982・1983年度調査
水田跡 墳 （初） ・溝状遺構 ・畦畔 農具等）・有鈎銅釧 e鉄斧 （産業館 ・体育館用地）

13 三菱工場内遺跡　　 簡 閲市中鹿二丁目 水田跡 奈良 ・平安 土師器 ・須恵器 イ
14 ［競輪場東遺跡　　　 庫 断 糾 ＼鹿二丁目 ！散布地 奈良 ・平安 土師器 ・須恵器 ァ

15 座 金A 遺跡 静岡市中鹿一一h一・三丁目 集落跡 弥生～古墳 弥生土器 ・土師器 イ 『考古学年報』「曲金遺跡」（1949）

16　曲金 B遺跡 静岡市曲金二丁 目 集落跡 古墳～奈良平魂井戸 土師器 e須恵器 ・平瓦 イ 恒 82年度調査 （西豊田小校地）

17　谷津山古墳群　　　　 静岡市柚木・沓谷。春日町 檀 墳

［
l

悟 墳
l
i

前方後円墳 2、竪穴 銅境 e鉄鉱 ・石製品 ・鉄刀 e 玉類 ア

昌

『県史』 l

i
［　　　 三m 。瓦場町 。書棚 悟 譜 恋 謝 鉄刀 ・鍬 耳環

18 i八幡山欄 群 静岡市八幡 古墳 古墳 円墳 3 、横穴式石室
組合箱式石棺

耳環 ・玉類 ・須恵器 i ィ
i

八幡山城跡

i

i

静岡市八幡

l
［！

城跡

i

戦国

i

票讐跡 e上「

I

イ

°
エ

l　 i

『安倍郡誌』文明8 （1476）年伊勢新九郎

長氏が小鹿範満に対す るため築 くといわれ
る。『甲陽軍艦』永録11（1568）年式酎 言玄
が駿河侵入時、当域に陣場をお く。　　 荘

当 有東砦跡 「静岡市有東一一h一丁目 i城跡 戦国

縄文 （早・中）
弥生～古墳

古墳

曲輪跡 ・堀 イ
°エ

『駿国雑誌』 有東山砦は今川家の時、福島

某居す。
平 山遺跡 静岡市東大谷 墳墓跡、

集落跡
高床倉庫跡 e周溝墓

・仕居跡

縄文土器 ・打製石斧 ・石厳 e石錘

・弥生土器 e銑鉄 ・鉄剣 ・銅鏡 ・
ガラス小玉

イ 1982年度調査

F 元 古墳群 静岡市東大谷 古墳

i

円墳 1、方墳13・横
穴式石室

大刀、玉類、耳環、金環、銅釧、
鉄刀、刀子、土師器、須恵器

イ 2 ～10号墳1982年度調査

2 1 「東大谷古墳群 静岡市東大谷 古墳 古墳 3基、横穴式石室 須恵器 ・大刀 イ
雪 井庄段遺跡 静岡市大谷 ・井庄段 散布地、

集落跡
縄文～弥生 住居跡 縄文土器 ・弥生土器 イ

井庄段古墳群 静岡市大谷 ・井庄 Ai藤 古墳 円墳 1 埴輪 （円筒 ・朝顔）。須恵器 ・勾玉 イ

°
イ

1968年度調査

（方墳）1、横穴式石
室

・丸玉 ・ガラス小玉 ・大刀 ・刀子

・耳環 ・須恵器

1972年度調査 『駿河井庄段古墳』

23　清泉寺窪遺跡 静岡市大谷宮川 ヨ；散布地 縄文 縄文土器 e磨製石斧 e石錘 イ

24　清泉寺窪瓦窯跡 静岡市大谷宮川 窯跡 奈良 ・平安 窟窯 ・平窯 丸瓦 ・平瓦 イ 片山廃寺の瓦を焼成。国史跡片 山廃寺とし
て追加指定。19 71年度調査

と 静岡市大谷片山 古墳 古墳 イ
静岡市大谷馴　 ！

！

夏孟霊、 ！先土器 欄 文 l

e弥生 e古墳 l
・平安 ・近世

誓 豊 畢

窯跡

ナイフ型石器・縄文土器 （押型文）・
打製石斧 も石鉱 ・弥生土器 ・鉄棒

・LLl茶碗 e丸瓦・平瓦・木製農耕具

イ 1973年度調査 『駿河宮川遺跡』

！宮川古墳群 恒 岡市大谷宮川 古墳 古墳 7基 （方墳 2、円墳 耳環 ・管玉 ・勾玉 ・丸玉 e 小玉 ・ イ 1号墳 e 1959・1974年度調査 『駿河丸山古

2 、帆立貝式1）、横 鉄刀 ・大刀 ・刀子 ・鉄鉱 ・飾金具 墳』 3 ・5 号墳1974年度調査

穴式石室、家形石棺
組合箱形石棺

・鏡板 e須恵器 ・土師器 7号墳1973年度調査 『駿河宮川遺跡』

26 匪 山遺跡 静岡市大谷片山 散布地 弥生 ・古墳 溝 弥生土器 e石錘 e土師器　　 i イ

27　片山廃寺跡

28 片山丘 i大段 I遺跡 i

静岡市大谷片山

静岡市大谷片山大段 ！

寺院跡

散布地 ！

奈良 ・平安 ；

先土器　 i

霊宝 ：悪霊）（金堂 e ！

i

i

l

10数基、（横穴式石

瓦 ・須恵器 ・土師器

ブレー ド　　　　　　　 ；

： ！

イ i

三 i

i

1948。1956・1966 e 1967年度調査
『日本考古学年報』 1948年度
『駿河片山廃寺調査略報』 （1966）

国史跡 （1966）

1～ 5号19 66年度調査

陵遺跡 i大段Ⅱ遺跡 静岡市大谷片山大段 散布地 l縄文（中） 縄文土器 。石槍・石錬 ・石匙 e石錘
群　　 静岡大学構内 静岡市大谷片山 古墳 古墳 鉄鉱 ・刀子 ・玉類 e大刀 ・耳環 ・

古墳群 室10）組合箱形石棺 土師器 ・須恵器 9 －10号19 73年度 調査
29 j小鹿館つ 静岡市小鹿堀ノ内 i居館 戦国 （関連旧小字

堀 ノ内、下堀ノ内、堂々メキ、空前ノ坪、蔵 ノ後、
鍛冶屋敷）

『今川家譜』今川範政の 2 男範頼 ・3 男範鹿
はともた小鹿郷に住み、小鹿姓 を名乗る。
文明8 （1476）～長享元 （1487）の伊勢新
九郎との争いに敗北。
（ェ）「小鹿館」の推定範囲の外側に円を描
く道が旧地籍図から検出できた。スクリー

ントーンで これを示 した。「小鹿館」との関
連の可能性あり。『静岡県郷土研究』第 5

※主な出典の記号は、16貢の条里関連図作成手続の④ア～エからとった。　※遺跡番号28に含まれる遺跡のうち東側の大半が図中から外れるため、その説明は省いた。
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第　回　大谷川周辺旧小字集成図　昭和摘辱代）
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上確認されており、これが淘豆丁嫡坪と下川口坪の坪界線と一致している可能性も考えられる。

②大谷川南部周辺と根方街道沿いの丘稜部の畑地との間の水田は条里地割がみられる。ただし、大谷川

南部周辺に隣接する前田ノ坪⑳花之谷津坪◎馬場坪では変形条里が確認される。

⑧大谷州南部周辺の東側と西側で条里地割が確認されたにもかかわらず、今回の発掘調査の結果、稲妻

且区北部以外では確認できなかった。そのことは、東側の条里地割が、大谷川南部周辺を除外して実施

された可能性を示しているといえよう。

⑧曲田坪以北の太谷川周辺（以下大谷川北部周辺と略す）は南部と異なり、全て条里地割が実施されており、

大谷川自体も条里地割によって河道を規制され上恩田原坪から／抑l橋坪まで、ほぼ直線的に坪境を南に

流れ、久七坪から曲田坪まで淘坪境を再び直線的に南に流れている。また大谷川支流の長沢川も浜井出

ノ坪の南側の坪境を直線的に西に流れて大谷川本流に合流している。大谷川は北部では流入する水量も

少なく南部と比べると、河道を直線的に改修することが容易であったと考えられる。条里地割に規制さ

れて蛇行による河遺変遷のない良沢川は大谷地区で最も発達した天井川のひとつとなっている。大谷川

北部周辺はほとんど島地型の坪並となっているが、稲妻且区北部と連続する下川口坪◎新井橋坪は地割

のタイプが異なっており、性格を巽にしている。

地籍図による検討の結果、得られた神明原◎元宮川遺跡にかかわるものを要約したい。

①統一的な条里土地割が曲金微高地付近を中心に実施された可能性がある。

㊥非条里地区の片山廃寺付近には独自の方格軸がある。

③大谷川周辺は稲妻坪を境として南北に地割が大きく異なる。

④大谷川南部周辺は地形条件に左右され、独自の方格軸があること。本宮川蝉には神社があった可能性

をうかがわせる地点もあり鴇本遺跡との何らかのかかわりも考えられる可能性もある。

⑧大谷川北部周辺は地里地区に組み込まれ鴇人工的な河川改修を受けていると考えられる。

⑥大谷川流域の条里地割の施工年代は現在のところ不明である。しかし静岡市北東部にあたる内荒遺跡

周辺の旧地籍図にみられる条里地割が発掘調査により、律令期の遺構群と密接な関係があることが確認

されており、大谷川流域の条里地割と内荒遺跡周辺の条里地割とがはば同一の方格軸を有することから、

大谷川流域の条里地割が律令期に遡る可能性もある。

条里関連図　第　◎鍼図）作成手続

第7図　太谷川周辺条里図（遺跡分布図）は以下のような手順で作成した。
㊤静岡市所蔵◎昭和10年代、地籍図（1／600）〔A区けを1／3000に縮小編集し原図をつくる。（地臥道路など新規工事部分は、
できるかぎり旧状を記入する）

④静岡県作成◎昭年33年測図◎静活広域都市計画図（1／3000）〔B図〕を原図に重ねて◎有度山丘陵部◎有東山八幡山◎谷津山
の等高線（5m′間隔）、方位を記入する。

④陸地測量部作成◎明治20年測図◎地形図「久能山」（l／20000）〔C図〕をもとに、海岸線◎平野部の等高線（1025軌間隔）を原
図に記入する。明治期に丘尾切断された谷津血掘削された八幡山等も旧状に復元する。その際、補正用に静岡市作成◎昭和
初期測図◎静間市都市計画による実測図（i／3000）〔D図〕を使用する。

④遺跡分布を、原図に記入する。

資料研讐雷荒等慧㌫979）（芸等竃漂農芸讐莞票聖霊孟霊志I㌘）讐㌣雷雷票宗㌫芸鵠譜等票讐諾
城館跡。（オ）静岡県教育委員会（1980）『静岡県歴史の遺調査報告書一一東海道－』

第38図「横井ノ坪」関連地籍図は以下のような手順で作成した。
㊥大谷土地改良区作成◎昭和50年の「大谷土地改良区第二工区整理前土地図」（1／1200）〔E図〕の地割◎道路◎水路を増田作一

郎氏所蔵◎明治9年作成「大谷村地籍図」（1／600）〔F図〕によって、E図の道路◎水路◎地割を明治9年段階のものと同じも
のに修正した第1原図（1／ま200）を作成する。

㊥F図に記載されている地番を第日頁図の一筆ごとに転記する。
④増田作一郎氏所蔵◎明榔3年筆写『大谷村地租改正反別帳』により④で転記された一筆ごとの土地利用状況を第1原図に色分

けする。（明治9年の土地利用図が完成する）
④大谷土地改良区作成◎昭和50年「大谷土地改良区第二工区整理後土地図」（1／1200）〔G図〕に、発掘調査で使ったグリッド配

置図白月000）〔H図〕を同一縮尺にして畢ね亀第2原図（1月200）を完成させる。
⑤第1原図に第2原図を重ねてグリッド配置図を転記する。
⑥⑤の作業の完了した第1原図のグリッド方眼に発掘によって検出された旧大谷川河道を書き入れる。（発掘調査によって判明し
た水上7区南部の東側への流路、水上上3区のSR150、西大谷2区の東側からの旧河道の流入個所などを記入）

⑦地籍図の地割◎土地利用をもとに「横井ノ坪」の周濠を検出する0
⑧1946（昭和21）年米軍撮影空中写真により、耕地界が判別できたものを一点鎮線で記入する0

－16一



第9図　大谷川周辺空中写真－1946（昭和21）年米軍撮影
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水上8区SX775（古墳時代中期末一後期初）

土師器（高士不・壷・士不）

宮川6区SR312（古墳時代後期一奈良時代）

墨書土器「神」・馬形土製品・人形土製晶

勾玉・九三・管玉

宮川4区SR56（古墳時代後期）
木製形代・土製形代

水上7区SX802（古墳時代後期）

馬形土製品・人形土製晶

水上7区SX806（古墳時代中期末一後期初）

土師器（高士不・士不）

宮川3区SR485（古墳時代中期一後期）

土師器・須恵器・馬形土製品

宮川3区SD181（古墳時代中期）
姐

宮川5区SX340（中世）

銭貨

第10図　遺跡全体図

－19・20一

水上10区SX624（古墳時代中期）

土師器（高士不・士甘・壷・聾・台付蛮）

滑石製模造品

水上6区SD228（平安未一鎌倉時代）

馬母・斎串・大平鉢



第m章　遺跡の概要

昭和59◎60年度の調査は大谷地区の且⑳2区鴇西大谷地区の3～8区、水上地区の且～Ⅲ区も宮川地

区の3鞠6区で実施した。遺跡の南限に位置する大谷2区では砂丘下の粘土層から丸木舟をはじめとし

て縄文時代から弥生時代中期にいたる遺物を検出した。大谷且区から西大谷4区は大谷川の旧河道にあ

たり祭杷遺物の出土がみられた。西大谷3区は微高地にあたり粘土採掘跡やピットが検出された。西大

谷5区～8区の南半部では旧河道と古墳時代前期の遺物包含層が顕著であった。西大谷8区の北半部は

弥生時代後期末‰古墳時代前期の集落を検出することができた。水上地区では微高地部分と旧河道が交

互に検出され古墳時代中期から近世にいたる遺構⑳遺物が多く検出された。宮川地区では旧河道内から

大量の祭祀遺物が出土したなかに、祭祀遺構と認識できる個所を含んでいた点が注目される。また、微

高地上の遺構にも奈良時代から平安時代にかけての井戸、掘立柱建物がみられ木簡や墨書土器も出土し

ている点で注目される。

第且節　太谷◎商太谷地区

太市　メ（第五2鞠）

且。概　　　要

大谷2区は河田起点より欝　猟上流に位置　現太谷川左岸にあたる。厚さ約4mにおよぶ砂層（第且3

図6‰10層）の下に縄文時代後期◎縄文時代晩期◎弥生時代中期の遺物を包含する粘土層を検出したが

遺構はみられない。

H層は弥生時代中期の包含層で壷形土器を検出した。12層は大沢スコリア（B。P。2700年）を含む13層

より上位にあり丸木舟⑳橙⑳合せ弓などの木製品の出土をみた。15◎16層は砂が主体であり、ヒシの実

などの植物遺存体とともに木製ヤス、石皿、丸木弓などが検出された。

望。地形の変遷

11～17層の堆積は白色粘土、黒色粘土、白色粘土、灰色シルトの順位で堆積した基盤粘土層が窪地状

をなす部分にのみみられる特徴的な堆積である。礫はまったく含まれず低湿地内におだやかに堆積した

粘土層であるが、9列から12列に左岸ともよべる基盤層の高まりがみられ、14列を中心に南北方向に帯

状の最深部をつくり、15◎16列で再び高まる傾向をみせている。

縄文時代後期の面では左岸部から最深部にかけて水平距離10mに対し圭8mの比高差をはかる。遺物

は帯状の最深部に沿うように検出された。縄文時代晩期になると岸部と最深部との比高差はl。2乱と浅

くなるが、帯状の最深部の位置に変化はない。丸木舟はV13～14グリッドにかけての最深部で発見され

た樺、合せ弓なども縄文時代後期と同様に岸状の高まりに沿って出土している。弥生時代中期になって

も地形的変化は少なく最深部の位置◎方向とも同一である。

3．ま　と　め

大谷2区では低湿地と微高地が検出されたが、微高地上には遺構も遺物もまったく検出されず、遺跡

の南限を示していることが明らかとなった。低湿地内では予想もしなかった縄文時代後期から弥生時代

中期にいたる遺物が出土した。このことは大谷川の形成される前段階において広がっていた沼沢地が魚

員類やヒシの実などの採集地となっていたことを意味し、周辺遺跡との関連をふまえて今後の発掘調査

に重要な方向性を示したと言えよう。
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縄文時代後期面 縄文時代晩期面

第相国　大谷　区等高線図
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砂丘層除去後面
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且。概　　　要
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旧河遠であ　鴇大谷　区の蟻列に左岸が検出され海商太谷竣区の25列に右岸が検出された。また且9列を

中心に中洲状の地形がみられ旧河遠を二分する様相を呈する。旧河遠の幅は約摘　瓢におよび淘古墳時

代中期から近現代にいたるまでの小流路が蛇行をく　かえ　て幅摘　仇の河川敷を形成　ている。左右

∴一　言ノ＼若ノ二卑ノく′、二、・・∴・′＼′′こくべ、′′′、′・′、：∵′・・′、の　、・・く／＼＿　′、、．　∴′ノくへ∴′

村道が形成されたものである。

霊も　遺構番説

憾野道紡　旧村道は互いに重複しているため位置や幅を明確にすることは困難であったが淘遺物の出土状

況から古墳時代中期の古墳時代後期◎鎌倉時代⑳中世⑳近怪勧昭和拍隼の流路の位置を推定　た。

h・言、；・、与∴l　　′∴′リ　工ソ　．′、ノ・一　′ノー　′、・ノノ　、′ノ′、′　ノ、′7′、、′、・、′′′′∴　＿　上．：㌦・′、、

河床最深部標高が　酌にまで到達し淘厚さ　既におよぶ砂礫で被覆されている。遺物の選は少ないもの

の完形の壷形土器が且点出土した。

古墳時代後期の旧河遠は中洲状地形の両側でT列と＄列に分離された状態とみられる。いずれも鋸cm

ほどの厚さをもっ粘土混り砂礫層で覆われ淘丑師器⑳須恵器が散見されるが鴇量的にはS列の方が多く

′∴＿ソ　′　′　r、‾！㌦、、ィ．－∴∴′∴．り′．．ノ′、ノ

鎌倉時代の旧河遠も古墳時代後期とほぼ同一地点を北から商に流れるが川幅をやや広げている。覆土

は暗灰色の粘土にかわる。罠2且グ首　ッドでは　号木簡紆ふ　南無阿ロロロ）と　号木簡（「充足　）
ひとがた

l‾！′一一）1ノ、、再ノ＼．工．′、て‾′ノ、、ノ＼「・・′　′‾　工ノふ六　一・一・，：／－！　／＼－1年　一上l：・ニ■、∴　′、′ノ　バ’ソ言′モー　∴′ふ一∴さ

物も出土している。またT20区では同一層位より折敦も検出された。

中樫の旧河遠は全域に広が　沼沢地化の様相を豊　海　暗晋灰色粘土で広く覆われる。遺物はほとんど

含まれない。

近世‰昭和膵隼までの旧河遠はU蟻グ　ッ　付近を北東から南西に流れている。検出された左岸はこ

の時代の岸である。河道内は赤褐色の砂礫で被覆され、わずかに志野焼皿や五輪塔などが検出されたの

みである。

＄冤の盈（第14図）S20グリッドで検出された集石遺構である。鎌倉時代の旧河道とほぼ同時期と思わ

れる。地形的には旧河遠に面した中洲状部分の縁辺にあたる礫は6汎四方の範囲に広がり鴇周辺に人頭

大以上の礫があり淘　中心部にはこぶし太の閏礫がおかれる。このうち9個の礫に火を受けた痕跡がみら

れるがそれらは散在している。出土遺物は2点の馬骨と92枚の宋銭がみられる（第2羞）。馬骨は大型の

礫が集中する部分で検出されも　温点は下顎骨が良好に遺存していた。銭貨は西側部分に密集しており鴇

初鋳年代1039年の「皇宋通宝」の且枚を最高に淘　初鋳年代犯　⑳鋸年の　開元通宝」から初鋳年代且225

年の「太宋元宝」まで24種類がある。遺構の年代は銭貨の鋳造年代と淘　明鏡を含まない点から柑世紀を

箕守責〔J了ど′卓、ミ：告、完了　警lC一　㌦ら＿；工

Il一一125　－－

上限とすることができよう。

遺構の性格は不明ながら海　馬骨が出土してい

る点と同時代の旧河遺（罠2且グリッド）から呪符

木簡や人形木製品などの祭祀遺物が出土している

ことから淘　祭祀的性格をもっ可能性もある。銭

貨も西大谷6区営川超畑泣牒区功旧河道内で検

出されており地　目的をもった投棄であろう。
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第14図　大谷1区SX Ol実測図
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西東谷　区　第蟻且）

1．概　　　要

西大谷5区は河口起点より5507花上流に位置し、寛大谷川の左岸となる。大谷2区、西大谷6◎7区

と整合する低湿地内の粘土層堆積を示すが、遺物の包含量は希薄である。遺構は平安時代以降に掘削さ

れた溝状遺構（SD124）と弥生時代後期末～古墳時代初頭の溝状遺構（Sn125）の2個所のみである。

望。遺構各説

＄肺臓　026◎P26グリッドで東西方向に検出された溝状遺構である。確認面での幅は3．0乱、延長

は約97孔を測る。深さは0．37mであるが、検出面での標高が3．87花～3．9mであり、後世の削平を受けて

いることは確実である。基本土層のレベルを参考に復元すると、当初の深さは0。9乱～用肌と推定さ

れる。出土遺物は壷形土器◎婆形土器を中心とする土器片のほか木製柄杓、不明木製品砥石などが出

土した。弥生時代後期末～古墳時代初頭の集落は現大谷川の対岸（右岸）の微高地上で検出されている。

西大谷5区は右岸の微高地から連続する低湿地の東向きの傾斜面に相当することから、右岸の集落域に

対応する遺構の存在が予想される。

西大谷　⑳　区　第摘図）

1．概　　　要

西大谷6◎7区は河口起点より580m上流に位置し現大谷川左岸にあたる。旧河道部分を西大谷6区

とし旧河遺以外の包含層を西大谷7区と呼称した。旧河道はゆるやかな湾曲をみせながらほぼ調査区を

北から南に縦断する。微高地は本来の低湿地地形が粘土の堆積により微高地化した地区であるため井戸

状遺構◎溝状遺構◎小穴などをもつ集落が営まれるのは平安時代末～鎌倉時代のみであった。しかし、

低湿地地形が残っている部分であっても北半部では傾斜面上に古墳時代前期の遺物が大量に投棄されて

いた。33⑳34列は大谷2区から続く低湿地内包含層の遺存状態が良く、古墳時代前期の遺物を大童に包

含する地点でもあるため以下に詳述する。

2．土　　　層

且層は表土層であり重機によって除去した。2層は近世以降の耕作土である。3◎4層は溝状遺跡（S

か128）の覆土である。5層は黄灰白色を呈する粘土層で平安時代を中心とする小海進期に沼沢地化して

堆積した土層と考えられ、土中に含まれるリン酸鉄が還元し白色を呈しているとみられる。5層上面で

は井戸状遺構（SE132）、溝状遺構（Sり128他）、小穴（SP且22）などが検出される。また5層は車近

世においてはさかんに採掘され、その痕跡が水上1区や水上6区に顕著にみられる。6層は茶褐色の粘

土層である。古墳時代後期から奈良時代までの須恵器◎土師器を包含するが遺構はみられない。7層は

暗灰色の粘土層で土師器のみを包含する。古墳時代前期末頃と考えられる。8⑳9層も古墳時代前期の

包含層である。この8⑳9層については南西から北東に傾斜する地形の窪地部分にまず9層の黒色砂層

が堆積し、そののち8層の暗灰色砂質粘土層が堆積したものと観察できる。両層とも遺物を大童に包含

していた。12層では富士火山を起源とする火山灰（大沢スコリアーB。P。2700年頃）がみられる。12層は

大谷2区の13層と整合する。15層は大谷2区の15⑳16層と整合し、縄文時代後期の包含層と思われるが

遣物はきわめて少なく判然としない。

3．　5層の調査

5層では旧河道（SR7∴－西大谷6区）のほか井戸状遺構l基、溝状遺構5本、小穴3個所が検出され

た。

＄配管　中世の旧河遺（第15図）と近世から昭和17年の旧河道が重複して検出された。右岸部のみの検

…　29－
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第鯛図　西東谷　区　北区）古墳時代前期面等高線図

出であったため川幅は不明である。中世の旧河道は暗青灰色の粘土層（7◎8層）を覆土としている。

出土遺物は少ないが漆椀が3点検出された0近世から昭和7年までの旧河道は赤褐色砂礫層（5◎6層）

を覆土にもち陶磁器片が出土している。

＄濫盈32（第盈盈6図）K33グリッドで検出された井戸状遺構である○上面をヒューム管埋設に伴う掘削に

より破壊されているため全容は明らかではないが、直径圭65吼ほどの円形掘り方をもっと推定される。

井戸枠は四隅に角柱をもっ縦板組である0角柱は掘り方底面に小坑を穿ち据えている。縦板は西辺に幅

5C皿～10cm程度のものが8枚残存していた。角柱の上端部には柄穴がみられることから横桟によって縦

坂をとめていたと考えられる。

掘り方底面は標高3瀾仇を測るが、全面を水留とするのではなく言ヒ側に寄せて2段に掘り込み水

留をつくりだしている。井戸枠内覆土中層より赤彩された手捏ねの小皿形土器が出土している。年代は

l

－31－
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第農園　酋東谷　区北区摘⑳　層遺物分布模式図

層位から平安時代末から鎌倉時代と推定する。

＄㌘凰碧空J34グリッドから検出された円形の小穴である。長径0・75m、短径0牒6m、深さ0・327花を

測るが、関連する小穴はなく柱穴とは考えられない。覆土中から盃形を呈する完形の手捏土器2点が出

土している。

4．　7層の調査

J33グリッドで焼土とともに台付整形土鼠壷形土器、高杯形土器などが一括で出土した（第19図）。

柱穴などはみられず住居跡とはならない。集落の中心からも離れていることから屋外の炊事場的な個所

と考えられる。

－　32－
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第19図　西大谷7区（北区）7層J33グリッド遺物図
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一34－



莞；表　西大谷隼茎小穴・－ふ，覧表

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ＝ l ）

遺 構 面

標　 高
特 記 事 項

S P 1 2 1 M 3 0 上 0 0 0．9 5 0 ．6 3 0 ．9 5 4．6 1

S P 1 2 2 J 3 4 i
i o ．7 5 ！ 0 瀾

0 ．3 2 0．8 8 ［ 4 ・7 5 i 手 捏 土 器 2 点

S P 1 2 3 J ・K 3 4 0 ．5 0 0 ．4 0 0．1 8　 ！

［
0 ．8 4 ．9 1

第壇表　西大谷5◎6⑳管区溝状遺構一覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅
i 深 さ 遺 構 寧

標　 高
特　 記　 事　 項

S D 12 4 N 2 8 （1．24 ） 0．8 4 上ユ2 4．1 6 中世時代以 降

S D 12 5 0 2 6 （9．0 0 ） 3．0 0 0．3 7 3．7 9 弥生 時代末 ～
古墳 時代 （前期）

S D 12 6 J 3 4 （2．3 5 ） 0．5 5 0．1 0 4．8 1 平安時代末～ 中世

S D 1 2 7 K 3 1 （2．7 2 ） 0．4 2 i o・2 1 5．0 4 平 安時代末 ～中世

S D 1 2 8 K 3 4 （8．0 0 ） 上7 5 0．5 0 4．7 4 平安時代末～中世

S D 1 2 9 K ・J 3 3 （3．5 6 ） 3．2 0 0．3 3 4．9 7 平安時代末 ～中世

S D 1 30 K 3 4 （3．1 5 ） 0．7 4 0．2 8 4．3 6 平安 時代末 ～中世

S D 13 3 l J 3 4 （6．9 2） 1．6 5 0．2 9 4．0 2

5．　8・9層の調査

8⑳9層は南西から北東に下降する傾斜面上に堆積した包含層である。北東部の窪地部分での標高は

3。9mを測り、最高位との比高差は0．6肌である。遺物は土器を中心にJ34◎K34グリッドにわたって

検出されるが（第18図）、整形土器は周辺に多く出土し、高杯形土器、器台形土器、増形土器などは窪地

の縁で多く出土している。玉類は窪地中央部に密集する傾向を示していた。器種構成では壷整類が過半

数を占めている。

また窪地の縁に沿って20本の杭が打ち込まれていた。

6．ま　と　め

本遺跡で古墳時代前期の遺構が集中するのは西大谷8区を中心とする微高地上である。西大谷8区と

西大谷7区の検出面での比高差は1m～1．5乱と大きく低湿地にむかう急な傾斜面上に西大谷7区が位置

する。また出土遺物は、玉類をはじめとして増形土器や器台形土器など祭祀的性格を認めることができ

る。本遺跡での祭祀のあり方は「水辺のまつり」に代表され、この西大谷7区のあり方が「水辺のまつ

り」の初現的形態をもつと考えられる。
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西東谷　区　第餌国）

1．概　　　要

西大谷8区は河口起点より720m′上流に位置し、現大谷川の右岸にあたる。南北140mにおよぶ細

長い調査地区である。南半部は中世の旧河道が検出され、北半部の微高地上では48◎49列を中心に弥生

時代後期末から古墳時代初頭の遺構が検出された。包含層はl層のみで、盛土層と近世以降の耕作土を

除去すると基盤層の黄灰白色粘土層になり、掘り込まれた遺構が確認された。検出された遺構には掘立

柱建物（SH378）、溝状遺構（SD348、359）、大型柱穴列、土坑（SP354）などがあり、切り合いをみ

せながら連続して構築されていた。

望。遺構各説

＄斑3開（第錮図）　Z48グリッドにある桁行2間染問1問の掘立柱建物である。桁行3．73m、染問3．17

mを測る。平側の柱間寸法は等間隔とならず2．25mと1．50mとなり北側で狭い。柱穴掘り方は長方形プ

ランを基本とするが不整形である。寸法は良短軸ともに40C帯～50cmほどの範囲におさまる。礎板を残す

柱穴が2個所あり且枚あるいは2枚の板を用いている。柱穴のひとつであるSP336はSP337を切り、

SP372はSD348に切られていることから溝状遺構や大型柱穴をもつ掘立柱建物が構築される前段階の

建物であり、もっとも古い時期が想定される。

勘鍼亀　Z48⑳49グリッドにまたがって検出された三日月形を呈する溝状遺構である。延長3．55m、最

大幅1．0m′、深さ0。24mを測る。Sn348はSH378を切り、大型建物の柱穴SP350、SP333によって

切られている。このことから、SH378の次段階で大型建物の前段階に構造されたことになる。同一規

模のSD359もSP340、SP360によって切られていることから、SD348とSD359は同一時期のもの

である。

大型桂飛騨　第別掲）　48◎49列には長軸約1。5仇、短軸約且肌程度の掘り方をもっ柱穴が9個所発見さ

れた。Å－Å′列には北からSP349、SP333、SP340、SP360がならび、B－B′列には北からSP35

3、SP355、SP350がならぶ。掘り方は明らかではないものの礎板の存在から、B－B′列の東側にSP

330とSP377が確認できた。礎板は7個所の柱穴で検出され40cmx60cmの板材を且枚、あるいは15cm

×20C視程の板材を2枚敷いていた。このうちSP340の礎板は一木造りの梯子を断ち切り転用していた。

SP349⑳SP333⑳SP340（A－A′列）は直線上にならび柱間寸法が3．4mで等間隔に配置されてい

る。これを掘立柱建物の平を構成する柱列の一部とした。SP353◎SP355⑳SP350（B－B′列）も直

線上にあり、柱間寸法も3．35mと等しい。したがってこれもセットと考えられる。A－A′列とB－B′

列は同一の規格をもって構築されているが一軒の建物とみるには淘　軸線方位のわずかな相異もあり問題

が残る。

この大型掘立柱建物はSり348、SI）359を切って構築ざれ、土坑状遺構SP35射こよって切られていた。

＄㌘3鍼（第那寓）　Z49グリッドにあり大型掘立柱建物の柱穴SP355を切っている。直径0．58mを測

る不整円形の土坑状遺構である。深さは0。且2mと浅い。内部には古墳時代初頭に比定される壷形土器

（第26図）が出土した。

＄濫332（第盈盈愚図）Z49で検出された素掘りの井戸状遺構である。長軸1。24m、短軸1．21mを測る隅丸

正方形の平面プランを有する。深さは0。72m′を測る。覆土から平安時代以降の遺構と推定される。

＄放題開　第紺図）39列から44列にかけて検出された旧河道である。A44グリッドで検出された岸は右

岸となる。河道は北東から流れ込み屈曲して南東にむかっている。中世旧河道の蛇行で攻撃斜面側の頂

点に相当する。河床最深部標高は2．2mを測り、検出面との比高差は3．3肌と非常に深い。遺物はほとん

ど含まれず土師器◎須恵器の小片と漆椀が出土したのみである。SR379は西大谷6◎7区のSR7に連

－36－
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第24囲　西大谷8区z48・49グリッド遺構実測図
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続する旧河遺跡である。

3．ま　と　め

西大谷8区は南北に細長い調査区であったが48・49列で検出された掘立柱建物をもつ集落の存在が明

らかとなった成果は大きい。遺構の変遷と年代を切り合い関係や遺物からまとめてみると以下のように

なる。

第1段階　　SH378が存続した時期

第2段階　　SD348・SD359が存続した時期

第3段階　　大型の掘立柱建物が存続した時期

第4段階　　SP354が掘削された時期

第4段階のSP354から出土した壷形土器は古墳時代初頭に比定されることから下限年代が決まる。

柱穴、溝状遺構から出土した土器片は弥生時代後期末頃に比定できる。したがって第1段階から第4段

階は、弥生時代後期末～古墳時代初頭の変遷としてとらえることができる。50列以北は近世の粘土採掘

第5表　西大谷8区溝状遺構一覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅 深　 さ
遺 構 面

標　 高
特 記 事 項

S D 34 2 A 4 8 2．0 8 0．50 0．3 0 5．6 2

S D 3 4 8 Z 4 8 ・4 9 （3．5 5 ） 1．0 0 0．2 4 5．6 2

S D 3 5 9 Z ・A 4 9 （4．2 0 ） 0．7 2 0．3 0 5．6 7

…了「」－＿＿＿」「．／

第25図　西大谷8区SH378実測図
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第26図　西大谷8区SP354出土土器実測図
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第27図　西大谷8区SP354実測図

によって基盤層深部まで破壊され、47列以南は耕作によって削平されていた。集落域の範囲を想定する

場合にこの撹乱が障害となったが、水上1区および水上5・6区では同時期の遺構が散見される程度で

あること、昭和57年度に静岡市教育委員会によって調査された高松1・2区でも掘立柱建物が発見され

ていることから高松1区から西大谷8区の低湿地に面した微高地上に集落の中心があることが確実とな

った。

西大谷3区（第29図）

1．概　　　要

現大谷川右岸で河口起点より8307几上流に位置する長さ25mの調査区である。南側は、昭和58年度の

調査区である西大谷2区に接し旧大谷川右岸を形成している’。調査区中央やや東側に南北に走る現代水

路があり撹乱を受けていた。基盤層である白色粘土の上に黄灰白色粘土層が南西に緩やかに傾斜しなが

ら堆積している。現代用水路東側ではこの粘土層上面に溝状遺構・小穴・井戸状遺構が検出され、平安

時代末から鎌倉時代の遺構面となっている。用水路西側では黄灰白色粘土層は薄くC50グリッドではほ

とんど検出されなかった。C51グリッドのSX66、B50グリッドのSX67は近世の粘土採掘跡であり、

黄灰白色粘土と基盤の白色粘土層が採掘されていた。さらに下層では50列北側から51列にかけて127m～

17mの幅で調査区を横断するように基盤の白色粘土が採掘されていた。埋土中の遺物より古墳時代前期

と推定される。同種のものは水上1区でも検出されている。D50グリッドでは埋土の暗茶褐色粘土にも

小穴が掘り込まれていた。

2．遺構各説

SD68　B50グリッドからC51グリッドで検出された。幅0．607札で弧状に存在し、延長18．50m、深さ

0．21mを測る。内側には小穴も検出され、居住域を区画した溝とも考えられる。覆土中より山茶碗が出

土している。

SE62　D50グリッドで検出された。長径1．347札、短径1．217札の長円形プランをもち、深さ1．717札を測

る素掘りの井戸状遺構である。掘り込み面は黄灰白色粘土で、底面の青灰色シルト層が滞水層と考えら

れる。
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遺構番号 グリッド 長　径
i

捷 径 巨 き 橿 幾

遺構而標高 持　記　事　項

SP229 I　A48
i l

」二二「壷「
5．61 ［

SP330 Z49 ‖損融 仕5の　 餌5　日日射
5．40 礎板

SP333 Z48 上44 0095　　 掴3 i o瀾
5．62 礎板

SP334 Z48 0．33 0の28　 日用＋「摘
5．60

SP335 Z48 0．39 0833　「臓 0．85 5．65

SP336 Z48 仕51 鍼7 ！0・24　「臓
5．60 SH378

SP337 I　Z48
I

0．62 「臓 …「玩
0．94 5．60

SP338 Z48 0．39 「臓
－ 5．71 SH378

SP339 Z48 0．54 0ぜ3中　 Oは　 恒 0m
5．70

SP340 A48 十74 ；
上00 0．52 0．57 5．63 礎板

SP341 Z48 0．95 0．65 紺＋ 「臓
5．63

SP343 A47 0．26 0．22
腑3 i c憫

5．65

SP344 A47 仕30
湖　 中 の摘　 恒 の錮

5．67

SP345 A47 0．18
鋸5　日 抽象 i o瀾

5．66

SP346 A46 0．43 00那　 恒 朋　 中 腰
5ナ45

SP347 jA46 什45 0．35 Op蓬8 i c澗 50機中

SP349

陸　　　　　　　　　　　　！

Z48

！

上15

i

0．85 臓5 ！0職

［　　　　　　　　　　　　；

5．69

1

礎板

障汎m i＋ 鋼9 ！ 且瀾 0．83 ［　0．22
1

0．59 5．62

SP3別　 恒 舶　 恒 腰
0．30 0．13 0．32

5の4中

SP35日　 Z購　 い 働
（0．30） 0．22 （0．75） 566日

SP353
Z嶺9 i 且の護6

0．77 0．18 0．66 ゆ腔　　 礎板

i sP35中　 Z購
（0．58） 0．58 0．12 （0．85） 600中

SP355
Z49 i 且ゆ52

仕60 0．28 0．39
5瀾 i

障抽m Z49 0．39 0．22
巨 臓

0．56
507中

SP357 Z48
－ － 0．21 － 5．63

SP358 Z48 1つ5 0．92 0．16 0．80 5，61

SP360 A48 上08 0．89 0．21 0．82 5．32 礎仮

SP361 Z48 上22 0．57 0．11 0．47 5．61

5㌘3腔　 恒 姻
仕50 0．44 0．23 0．88 5．57 SH378

SP36日 ・摘
0．75 0．33 0．20 0．44 5．59

SP36畑　 Z媚
0．28 0．27 0．05 0．96 5．58

SP365 i z48
上05 0．85 0．07 0．81 5．63

SP369 Z49 0．87 0．65 0．13 0．75 5．62

SP370 Z48 （0．30） （0．25）
－ （0．83） 5．42

SP371 Z48 0．70 0．33 0．16 0．47 5．63

SP372 Z48 0．55 0．43 0．20 0．78 5．52 礎板（SH378）

SP373 Z48 0．45 （0．35）
－ （0．78） 5．46

SP3鍼　　　　 A朋 0．24 0．20 0．15 0．83 5．65

SP37中　 Z磯8
0．47 0．43 0．26 0．91 5．64 礎板（SH378）

駆 37日　 Z舶　 （ユ鵠）
（0．85） 0．16 0．63 5．34 礎板

－　舶－
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遺構番号　 グリッド 長　 径
短 径　 深 さ ！。豊 ；）遺構薗標高　 特 記 事 項

甘　SP63　－　D50 i o・58 趨 棟 霊 宕 霊 鳥 頸［
sp 64　　　　 り醐 0．48

SP 69　　　　 D 50 仕54 の。39　　 の05護 i のが72　　 5を58 ！

iS P 70　　　　 D 50 1 0・32 0湖　 中 や瞞　 恒 湖　　 の醐

S P 71　　　 D 50 0．30 のす23 i 軋m i の澗 i l料

S P 72 ！ D 50 0．42 攣 」 ＋ 紺　 「 高 「 ∵ 露 「

S閥 つ　 ‥醐 ！ 0。28 「 臓 日　 … ∴ 「 諭 つ 「 議

SP 74 D 50 0．24 de23 ！ 0調 i oの96 i 摘 つ

S P 75 i り50 仕32 003中　 潮　 恒 ゆ鍼　 恒 の鵬

S P 76 D 50 0．32 攣 」 」 単 つ　 鋸臓 ！ ほ ‖

S P 77 D 50 0．24 0823　 －　 … ・ i 相 i 狛通　 日

S P 78 D 50 0．33 0．28　　　　 0つl　　　 什85　　　　 5．58

S P 79 D 50 0．28 椚 蓬 ！ （鉦 盈 ！ 〔蛸 壷 ！ 5瀾

SP 80 D 50 0．31 0の28　　 e摘　 恒 お粥　 … 。椚

S P 82 D 51 0．24 巨 撃 つ　 私瀾 i 附は i 撒 ‖

i 撃 5 ！ 鋸拍 子 完 五 つ　 高 1SP 83 i ‡糊 0．32

S P 84 D 51 0．26 0．2日　 も摘　 中 腰　 目 測

S P 85 l D 52 ； 0．20 ！　　　　　　　　　 】　　　　　　　　　 i
輿 「 つ ■撒 3 ！ 〔腰 壷 i 5瀾 ！　 第一薗

S P 86 D 52 0．28
相 i 鋸招 「㌦ 五 つ … 高 「 廿 「 彿 彿 料 遠

S P 88 C 51 0．77
鍼 7　 日 路 毯 i 〔潮 目　 5瀾

i sp 91
C 50 0．37

椚 壇　 j　 藍鉦 凰 i 相 ！ 5瀾

SP 92 C 50 0．44
0の29　　 錮 9 ！ （服 毒 ！ 5瀾

S P 93 i
C 50 0．25

のe23　　 ぁ潤　 い 潤　 い 湖 i

S P 94
C 5中 0038 i 0せ26 i oe蓬2 ！ 0668 i ほ ‖

S P 95 C 50 0．28 Oe2壌　　 臓 つ ！ 臓 つ …　 ほ

S P 96 i c 50 0．34 仕31　　　　 仕09　　　　 五男　　　　 5．33

SP 97 C 50 0・38 i 0．32　　　　 0．06 私8穏　　　 5湖 i
t

SP 98 C 50 0．25 0。24　　 0潤 i o。96　　 5。33

l
SP 99 C 50 0．25 0湖　 中 朋　 恒 の補　 い の錆 i

SP lOO C 50 0．23 椚「 」 （撒∋ i 〔湖 5。3護 ！

SP lOl C 59 0．26 022　 恒 満　 恒 。鮎 摘う　‖＋ ＋ ‾＋ ＋＋ i

SP lO2 C 51 0．50 墜 」 ∴ 墜　 「 臓 紺5　日

SP lO3 B 51 0．44 墜「 「 鋸鍼 「㍉諭 ‡朋　 日

SP iO中　 B52 0．51 鍼6 i （用達 i o瀾 紺3　日

・SP用5 i c 50 0．32 0瀾 i 鋸膵 i 相 月 描3　日
iSP 15中　 り50 0．24 。2日 ．蟻　 恒 。粥 5。45 i

SP 152 i m 50 0．27 0。25 ； 0。20　日 。椚 5蘭　 ＝＋ ＋ ’… ＋ i

SP 153　「 臓
l 0．32 墜 つ　 0調 ！ 鉄鍋 i 鍼2　 情　 義二面

SP 154 I り50 0．32 0潤　 い 。用　 い 。鋸 ！ 。般　　 窯茶色粘丑層

sp路5 ！ り50 0．41 椚7 「 （膵デ i 〔欄） i 5瀾
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 短 ＝ l ）
遺 構面 標 高 特　 記　 事　 項

S P 15 6 D 5 0 0．2 6 0．2 2 0．12 0．8 5 5．4 8

S P 1 5 7 D 5 0 0．6 2 0．5 4 0．2 0 0．8 7 5．4 4

S P 1 5 8 D 5 0 0．2 4 0．2 2 0．1 5 0．9 2 5．4 7

S P 1 5 9 D 5 0 0．2 9 0．2 8 0．1 0 0．9 7 5．4 7

S P 16 0 D 5 0 0．5 0 0．2 2 0．14 0．4 4 5．4 6

S P 16 1 D 5 0 0．2 0 0．18 0」2 0．9 0 5．4 8

S P 16 2 D 5 0 0．16 0．14 0．0 8 0．8 8 5．4 7 寛 二 面

S P 16 3 D 5 1 0．2 8 0．2 4 0．0 6 0．8 6 5．5 5 黒 茶 色 粘 土 層

S P 16 4 D 5 1 0．3 1 0．2 7 0．10 0．8 7 5．5 5

S P 1 6 5 D 5 1 0．2 5 0．2 0 0．0 7 0．8 0 5．5 2

S P 1 6 6 D 5 1 0．3 8 0．3 7 0．18 0．9 7 5．5 4

S P 16 7 D 5 1 0．3 1 0．2 2 0．1 3 0．7 1 5．5 2

S P 16 8 D 5 1 0．2 3 0．2 1 0．13 0．9 1 5．49

S P 16 9 D 5 1 0．16 0．16 0．12 1．0 0 5．4ユ
」

第8表　西大谷3区溝状遺備…覧表

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 延　 長 幅 深　 さ 遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S D 28 D 5 0 3 7．9 0 2．70 0．5 5 5．5 2 昭 和 58 年 度

西 大 谷 2 区 S n 2 8 に

連 続 （中 世 初 頭 ）

S D 6 8 B 5 0 18．5 0 0．6 0 0．2 1 5．1 3
平 安 時 代 末 ～

鎌 倉 時 代

S D 8 1 D 5 1 2．7 0 0．7 4 0．13 5．6 3
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第2節　水　漉　地　区

〆、－＼ミ＿＿．亘‾　昔藷：貞一）

且。概　　　要

水上l区は鴇河口起点より855m上流に位置し、寛大谷川左岸部にあたる。地形的には、微高地であ

る。ここでの遺物包含層は、次の3面が確認された。第且面では、近世の粘土採掘跡が4個所検出され

調査区全面におよんでいた。第2面は、平安時代後期から中世にかけての面である。9層の黄褐色粘土

を掘り込んでいる溝状遺構SD8且と大型水路SR且50が主要な遺構である。（第2面検出の中世遺構につ

いては、水上3区であわせて述べる。）第3面は、古墳時代前期から平安時代中期にかけての面である。

古墳時代前期の遺構としてほ言5層の白色粘土から掘り込まれた井戸状遺構SE26且、粘土採掘跡SX26

2ほか4個所。古墳時代中期の遺構としては、手捏土器等が十括出土したSX322。平安時代の遺構として

ほも井戸状遺構SE且92が検出された。SE26且とSE且92は、ともに祭祀的性格をうかがわせる遺物が出

土している。なお、L59グリッド鴇　L58グリッドの現代水路より東側で戦　皇0層の紫茶粘土直上から古墳

時代中期の土器が検出されている。（第35図　図版23－且）

霊の　遺構各説

近健粘豊採掘跡（図版19－2）　近世粘土採掘跡は鴇　SX且51◎且56◎且57◎蟻8の4個所が確認された。

いずれも淘　4層の黄灰褐色粘土と9層の黄茶褐色粘土を30～40cmほど採掘しているもので、寛大谷川

に並行して約45吼幅で南北約82mにわたって検出された。覆土中から、近世陶磁器が出土している。

＄濫霊感盈（第3ユ図鴇　第32図淘　図版20）L59グリッドで検出された井戸状遺構である。確認面で長径2．8

6m、短径2．83軋言深さ五購肌を測る円形プランをもっ素掘りの井戸である。

諷構造と機能　掘り方は4段階からなる。第且段階は、円形プランをもち、堅固な白色粘土層を深さ鴨

0。45ァ花掘削し海　幅0．35乱前後のテラス状の平坦面をっくりだしている。第2段階は、長径2。69m、短径

且。657花淘　深さ0。45mの長円形の掘り込みである。白色粘土と黒色粘土の互層と、シルト層への漸移層へ

の掘削であり、約45度の傾斜をもたせている。第3段階は、伏流水の湧出するシルト層を深さ0。55

mにわたり垂直に掘削している。堪水による井壁の一部崩落が確認されたものもこの層である。第

4段階は井底中央部にみられる直径0。397花、深さ0丑Omの円形の掘り込みである。この掘り込み

に、はめ込まれた状態で検出されたのが、リング状に巻かれた植物遺存体であるの　この第4段階は、22

層の暗青灰色砂質粘土層に掘り込まれている。第3段階鴇　第4段階あわせて湧水を溜める「水溜」と考

えられる。

鮎出土遺物藍井炉祭祀　主要遺物は、下層と中層から出土している。

下層では、井底のリング状植物遺存体の直上5cmの位置で木製広鍬の身が検出された。この広鍬の上

には、30‰40cmの厚さで砂質粘土が堆積していることから、井戸使用前か井戸換え直後に井底に置かれ

たものと考えられる。井底には井神に対する豊水祈願を目的として鴇生活用異などを納置し、井戸凌え

のときそれらを取り上げも終了後再び井底へ納置する民俗事例もあり、本遺跡出土の広鍬も時代はへだ

たるが、今後検討を加えていきたい。

中層からは鴇一木作りの腰掛状木製品（762）と古式土師器の壷形土器（758）が発見された。前者は、

下層のシルト層に脚の部分が埋められるような状態で検出され、後者の壷は鴇腰掛状木製品の直上3cm

の位置で出土した。また壷の周辺からは木片、小礫、土師器の台付整形土器、高棒形土器、壷形土器の

破片などが井戸側の法面に沿うようにして検出された。これらの遺物を含む中層はも　シルトの混じった

粘土からなる。
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リング状植物遺存体

∂　茶褐色粘土層

b　茶褐色粘土混り暗灰色シルト層

C　曙灰色シルト層

H

l

第31図　水上1区SE261実測図
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れた可能性が強い。これは淘第　段階◎第　段階の埋積　素拓　の井壁からの砂質粘土の剥落などによ

る自然埋積）が完了した後悔井戸機能終了時の増井の祭料とも考えられる。上層での移しい土器片の検

出は鴇　増井祭祀が行なわれも井戸としての機能淘神性がともに消滅した後鴇土器捨て場となったと推定

している。なお穿井と増井祭祀の執行された時期は鴇　出土遺物およびSD相に切られていることから惚

古墳時代前期とする。
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もち鴇　ここから古式土師器の壷形土器が出土している。さらにもⅢ層の土質は撹拝された状態で堆積し

ら′ノミニ、く）ミミノ　　ノ、＼㍗∴八・㌧、′・ノ．．、　ニ〆　　　．了∴′　ノ　、）
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Ⅹ霊　は出土遺物から苗場時代中期のものと考えられる。

－　∴；。守J／′二三？ィ′l卜　′：／∴∫・くノ　′′∵　∵言∴∴∴　ノ告、左上∴‥の′言．′．、ノ∴言　イ：言′′、パ言ん　㍗1．．
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が　例摘捕…　の中に駈　◎杭　の車に捕紙器形の異なる手捏土器　点が組み合わせられたよ　な状

態で出漉した個所も　例検出された摘班砂礪　昏礪齢。北側漉器群の分布は　群の車で最も密集してい

る。

南西側丑器群では整形丑器　点淘壷形丑器　点海高蹄形土器　点を含む丑器総数飢意が見られた。

南東側丑器群では海高蹄形土器用意淘広田の壷形土器杉か型）点海相形土器　意淘壷形丑器勘屯を含

む丑器総数28意であった。

SX323の土器群は海　中央の窪地を囲むように分布している。さらに祭祀的性格が強いといわれる手

捏土器や高杯形土器がそれぞれも北側と南側に分かれて出土している。また壷形土器（小型）の中に手

捏土器を入れたり海手捏土器3個が重なった状態での出土状況もみられる。

－　53　－－
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第32図　水上1区SE261中層出土遺物実測図
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第　義　妹羞　匡＄Ⅹ鍼　主要遺物…覧義

種　　 類　 翌

等

北 側 の土 器 群 南 西 側土 器群 南東 側 土 器 群 合　　　　 計

個 ％ 個 ％ 個 ％
儲 i ％

l …■・－ ・・・・・　　　　　　 ；l高 杯 形 土 器 巨
且 3．2

！ 4
19．0 10 35．7

逢5 ！ 且8．8

土

師

杯 形 土 器 極 0 0 0 日 蓬）！ 3・6 中　 02

塘 形 土 器 恒 0 0 蓬 4．8 5 （2 ） 17．9
中　 。5

壷　 形　 土　 器 △ 3 9．7 5 23．8
4 ！ 路 3

12 15．0

器 童形土器 レJ＼型） 慮 13 （3 ） 4 1．9 0
6 （2 日　 2服

19 23．8

整　 形　 土　 器 ◎ 0 0 9 42．9
i

O　 i o 9 1上2

台付 整 形 土 器 ＠ 0 0 2 9．5
2 ！ m

4 5．0

手 童　 形　 土　 器 ◎ 12 （9 ） 38．1 0
O i o

12 15．0

捏 i 台 村 壷 形 土 器 車 2 （2 ） 6．5 0
0 ！ 0

2 2．5

合　　　　　 計 3 1 100 21 100 28　　　　 10 0
80 i

100

※（）内は完形
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649　　　　9　　　669
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彿！

693　　　　　28
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第34図　水上1区SX323出土土器実測図
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第35図　水上1区紫茶粘土層直上出土土器実測図
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＄濫盈響慧（第36図　図版2且）L59グリッド北西部で検出された井戸状遺構である。確認面で長径2。66軌淘

‘▲∴ご）：・・一・、′へ、　′＼・／∴i・一′ノ　．．ノ　ノ′ノ′∴・′、工－一宮J∴．∴／、くノ

諷構造藍機能　振り方は淘　2段階からなる。第且段階は確認面から深さ0。55靴ほど塊状に掘り下げられ

ており淘「井戸側」と考えられる。第2段階は一辺約は粉乳の正方形プランで海溝氷層部分が深さlゆ2乱戦

ほぼ真下に掘り下げられており鴇「水溜」と考えられる。

出立遺物藍井炉祭祀　主要遺物は鴇上中下　層で出土している。

下層「軋　f）のf層からは淘残存品数鵬閥の櫨櫛が検出されている。

中層（C淘d）からほ語族鞄陶器の碗牒感受いずれも墨書丑器）も緑軸陶器の皿且点淘残存長42。5。杓の側

板に摺釘が残存する曲物状木製品思慮鴇Å東大の礫2個が下層のシルト直薬に置かれたような状態で検

出された。

患層（勘∴勘からは人頭大の礫96個が密集した状態で出漉した。礫の間の丑からは丑器片がほとん

ど検出されなかった。

下層の　層から淘出丑　た構櫛摘鵬　は　水溜」内部での単独出土であり淘穿井疇または井戸汝え

の際の祭祀的性格をもっ投資であると考えられる。

上層出丑の太東太の礫粥個と中層出丑の礫　個とは海出土状況から一体のものと考えられる。また水

上　区の井戸状遺構SE崇　平安時代　でも井戸枠内にÅ盛大の礫を大量に投棄していることから淘井

戸廃棄に伴って礫を投Åすることがあることは確実であ　淘　SE臓の礫も井戸廃棄を意図して投入し

、∵、ノ　し、、′　こ　㌧′了J、．

’∵言ニ　　｝′、：二　‾′、、　　　′　こ．ふく∴　　∴．ノ′ノ／＼二ふ、．・′、　′′′、′・ノノ．・一∴′ノー′ノ　　ー・．‥！．＼l′ノ

められ鴇礫による井戸廃棄（増井）の前段階の投棄である。また出土層位は帯水層がほぼ埋まって井戸

としての機能を終了する段階である。

灰粕陶器の墨書を見ると淘「威」（6の9…且）は風の異体字言鞋」（609…2）は海生と米の合わせ等鴇

「蟹」（624－2）は駕の異体字とも考えられる。これらの墨書字句はそれぞれ菩祥句を表わしている可

能性も考えられる。

以上の上砂中層出土遺物の出土状況から海埋井にかかわると恩われる祭祀の祭料として吉祥句を墨書

した碗鴇緑粕皿、曲物状木製品が有機的に関連して用いられ鴇それらが投棄された直後に大量の礫が投声

愛されたといえよう。また惚　この祭祀が行なわれたのは灰粕碗鴇緑粕皿の年代（猿投窯編年での折戸53

号窯式併行期）から摘世紀後半と考えられる。

本遺跡において井戸にかかわる祭祀に墨書土器◎縁粕陶器などを用いた例は淘　このSE摘2が唯一の

例である。また井戸の規模も同時代のものと比較　て大きい。このことからSE漫92が数ある井戸の中

∵‘、∴′∴∴′、′ノン、一、．‾′　′一√　′′′：∴㍉－．。一、：・、十・㌧、ノ．上′∴′・＿

、　　　　　　　ン

本調査区では時代を異にした3個所の祭祀遺構が検出された。要点を以下に略記する。

①井戸状遺構SE2鋸では使用前または使用時の祭祀に木製平鍬が用いられ滝また増井時の祭祀に腰掛

状木製品と壷形土器がセットで納置された可能性がある。

②SX323は窪地部分の斜面に手捏土器を主体とした土師器群が器種こ、とに一括投棄された跡でありも

滑石製模造品は温点も検出できなかった。

③SE192の埋井時の祭祀として中層の同一面から検出された3点の墨書土器と緑粕皿1点さらに箱と

も考えられる曲物且点はそのセット関係が認識できた。
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第36図　水上1区SE192実測図
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第摘義＋水濃盈匡小飛竿覧儀

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径

短 径 ！ 深 さ
長 短 比

（長 径 ＝ 1 ）
遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

員　 S P 15 9 i M 5 4 i 上狛
い き訪　 中 ‘鍼 ！　 （（一

！　　 11ノ4
i

5．7 5
i

S P 1 6 7 M 59 0．7 8
0・4 9 ［ C憫

0．6 3 5．96

S P 1 68 M 56 0．4 4 仕3 1 0」 7 0．7 0 5．9 6

S P 16 9 M 5 6 i O・6 3
。 0・3 6　 中 ・姻

0．5 7 5．9 2

S P 17 0 M 5 6 0．4 2 0．2 9 0．19 0．6 9 5．9 2

S P 17 1 L 5 6 0．3 7
0の3 2 i 5 p7 1

0．8 6 6．0 1

S P 1 7 2 L 5 8 0．4 7 0．3 3 0．1 0 0．7 0 6．0 0

S P 1 7 3 M 58 0．5 8 0．4 9 0．1 9 0．84 5．9 7

S P 1 74 M 5 8 0．5 8 0．46 0．14 仕 79 6．0 1
F［】
E［

S P 17 5 M 5 8 0．5 6 0．4 5 0．1 3 0．8 0 6．0 1

S P 17 6 M 5 8 0．5 1
0謝 ！ 0．16

［
0．8 0 5．9 8

S P 17 7 M 5 8 0．4 5
0 03 8 i 鋸 5

0．8 4 6．0 2 平 安 時 代

S P 1 7 9 M 5 6 0．44 0．3 2 0．1 4 0．7 3 5．9 1

S P 1 8 0 M 5 4 0．4 6 0．3 4 0．16 0．7 4 5．7 7

S P 18 1 M 54 0．7 7
摘 つ

0．2 9 0．4 9 5．74

S P 18 2

陛　　　　　　　　　　　　　　　！

M 5 4

1

0．4 4

［

0．3 3

！

0．38

1

0．7 5

I

5．7 6

】
S P 1 8 3 M 5 4 0 ．8 5 0 ．3 8 0 ．3 3 0 ．4 5 5 ．7 6

S P 1 8 4 M 5 4 0 ．6 7 0 ．3 2 0 ．2 4 0 ．4 8 5 ．7 4

S P 1 8 5 M 5 4 0．9 5 0 ．6 7 0 ．4 3 0 ．7 1 5 ．6 8

障 p 1 8 6
M 5 4 0．1 1 0 ．4 6 0 ．4 4 0 ．4 1 5 ．6 8

障 P l 8 7
M 5 4 0 ．6 8 0．4 6 0 ．2 0 0．6 8 5．8 0

S P 1 8 8 M 5 4 0 ．6 7 0 ．4 2 0 」 7 0 ．6 3 5 ．8 1

障 削 8 9
M 5 4 0 ．7 5 0 ．3 1 0 ．2 4 0 ．4 1 5 ．7 6

S P 1 9 0 M 5 4 1．6 3 0 ．5 9 0 ．1 8 0 ．3 6 5 ．7 8

S P 1 9 1 M 5 3 0 ．9 6 0．4 5 0 ．4 5 0 ．4 7 5．7 0

S P 3 2 2 M 5 7 0 ．8 2 0 ．4 7 0 ．0 2 0．5 7 5．9 8

S P 3 2 3 M 5 7 0 ．5 1 0 ．3 8 0 ．0 5 0 ．7 6 5．9 8

S P 3 2 4 M 5 7 0 ．4 7 0 ．3 5 0 ．0 5 0 ．7 4 5 ．9 8

S P 1 9 3 M 5 7 0．4 3 0 ．3 7 0 ．0 3 0 ．8 6 5 ．7 7

S P 2 5 1 M 5 4 0 ．4 7 0 ．4 3 0 ．0 7 0．9 1 5 ．7 2

S P 2 5 2 M 5 4 0 ．6 6 0 ．4 9 0．0 6 0．7 4 5．7 0

S P 2 5 4 M 5 6 0 ．6 5 0 ．3 1 0 ．4 6 0 ．4 8 5 ．7 4 古 墳 時 代 前 期 、礎 板 検 出

S P 2 5 5 M 5 6 0 ．6 5 0 ．3 3 0 ．1 6 0 ．5 1 5 ．7 6

S P 2 5 6 M 5 6 0．3 2 0 ．2 3 0 ．0 6 0 ．7 1 5 ．7 5

S P 2 5 7 M 5 6 0．2 9 0．2 5 0 ．1 1 0．8 6 5 ．7 6

S P 2 5 8 M 5 6 0 ．1 9 0 ．1 6 0 ．0 9 0 ．8 4 5 ．7 9

S P 2 5 9 M 5 6 0 ．3 7 0 ．2 8 0．1 1 0 ．7 5 5．7 5
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遺 構 番 号
！グ リ ッ ド

長　 径 短　 径
j 深 さ 長 短 比

（長 径 ＝ l）

】遺 構 面 標 高
特　 記　 事　 項

S P 26 3 N 52
i o・6 4 i o・5 4 ！ 0・1 3

0．8 4
！ 5・5 4

S P 2 6 4 ー　 M 5 2

】

i n 7 R

i　　 U・lU
i

i o．5 9 ！ 0．1 3

l
－　 0．79
i

！ 5溺

l
S P 2 6 5

l N 5 2 i o・3 7
0．2 7

！ 0・0 3
0．7 3 5．5 0

S P 2 6 6 N 5 2 0．2 4 0．1 7 0．0 5 0．7 1 4．9 3

S P 2 6 7 N 5 2 0．3 1 0．2 9 0．0 2 0．9 4 5．3 6

S P 26 8 N 5 2 0．27 0．2 1 0．0 3 0．7 8 5．3 5

S P 2 6 9 M 5 2 0．2 7 0．24 0．2 3 0．8 9 5．7 2

S P 2 7 0 M 5 3 0．4 7 0．3 8 0．1 6 0．8 1 5．4 7

S P 2 7 1 M 5 3 0．7 7 0．2 5 0．1 2 0．3 2 5．5 0

S P 2 7 2 M 5 3 1．0 6 0．6 5 0．0 6 0．6 1 5．4 9

S P 2 7 3 M 5 9 1．1 3 0．6 5 0．ユ2 0．5 8 5．7 3

S P 2 74 M 5 3 0．4 7 0．3 4 0．0 4 0．7 2 5．5（1

S P 2 7 5 M 54 0．42 0．2 9 0．2 5 0．6 9 5．4 8

S P 2 7 6 M 55 0．3 1 0．28 0．1 9 0．9 0 5．5 5

障 p 2 7 7
M 5 5 0．2 9 0．2 7 0．0 4 0．93 5．58

障 p 2 7 8
M 5 5 0．3 6 0．3 1 － 0．8 6 －

障 p 2 7 9
L 5 9 0．6 6 0．6 5 0．2 1 0．9 8 5．8 9

i s p 28 1 l M 5 6 1 0．購 1 0．3 3 1 0．4 ユ ！
0．7 5

】 5剖 l｝‥．一‥ ．
礎 枚 裸 出

S P 2 8 2 M 5 5 0．2 5 0．2 4 0．0 8 0．9 6 5．7 1

S P 2 8 3 M 55 0．22 0．19 0．15 0．8 6 5．5 5

S P 2 8 4 L 5 2 0．56 0．4 9 0．5ユ 0．8 8 5．2 9

S P 2 8 5 L 5 2 0．3 8 0．2 9 0．0 8 0．7 6 5．2 7

S P 28 6 L 5 3 0．3 1 0．2 5 0．1 4 0．8ユ 5．4 2

S P 2 8 7 L 5 3 0．5 2 0．3 6 0．2 0 0．6 9 5．5 1

S P 2 8 8 M 5 3 0．3 1 0．2 0 0．2 2 0．6 5 5．5 8

S P 2 8 9 M 5 3 0．5 1 0．3 8 0．1 1 0．7 5 5．5 6

S P 2 9 0 L 5 9 0．4 8 0．2 7 0．2 1 0．5 6 5．8 9

S P 2 9 1 K 5 8 0．3 2 0．2 5 0．1 4 0．7 8 5．2 4

S P 2 9 2 L 5 3 0．4 9 0．3 5 0．10 0．7 ユ 5．3 9

S P 2 9 3 L 5 3 0．3 5 0．2 8 0．15 0．8 0 5．4 5

S P 2 9 5 M 5 4 0．38 0．3 6 0．17 0．9 5 5．4 8

S P 2 96 L 5 6 0．9 2 0．78 0．4 8 0．8 5 5．2 5 古 墳 時代 前 期

S P 3 03 M 5 4 0．8 2 0．5 2 0．3 0 0．6 3 5．5 6

S P 3 0 7 M 5 4 0．5 1 0．4 8 0．13 0．9 4 ・5．53

S P 3 0 8 L 5 5 3．6 4 1．2 1 0．18 0．3 3 5．5 0

i

i

i

l

S P 3 0 9 L 5 4 2．4 8 1．4 9 0．11 0．6 0 5．4 4

S P 3 1 0 L 5 4 1．0 9 0．2 6 0．0 3 0．2 4 5．5 1

S P 3 1日
L 5 3

1・2 7 ！ 0．6 1 ！
0．2 9 0．48 5。5ユ

S P 3 12 j M 5 3 1 0．3 4　 j 0．3 1 j
0．0 8

0．鋸　 j
5．6 1
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ＝ 1）
遺 構而 標 高 特　 記　 事　 項

S P 3 1 3 M 54 1．3 1 0．8 9 0．0 5 0．68 5．4 8

S P 3 1 5 M 5 3 0．4 4 0．2 8 0．08 0．64 5．5 3

S P 3 16 L 5 2 0．6 6 0．6 5 0．日 0．9 8 5．2 6

S P 3 17 M 5 4 0．7 1 0．6 8 0．2 0 0．9 6 5．5 4

S P 3 18 M 5 6 0．3 7 0．3 2 0．2 0 i O・8 6 5．5 9

S P 3 19 L 5 7 0．5 6 0．4 3 0．0 6 0．7 6 5．5 6

S P 3 2 0 M 5 6 0．6 5 0．5 4 0．4 1 0．8 3 5．5 9

S P 3 2 1 L 5 7　 i 1．2 0 0．6 5 0．0 7 0．5 4 5．3 8

第凰畳表　水止盈区溝状遺構一覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅 深　 さ 遺 構 面 標 高

特 記 事 項 司

S D 6 8 L 6 2 一一L 5 8 5 4．7 5 0．8 8 0 ．7 2 6 ．1 1 古 墳 時 代 前期

S D 8 1 K 6 6 ～／L 5 2 1 3 3．1 0 上 6 0 0 ．4 6 6．0 5 平 安 時 代 後 期

S D 1 5 2 L 5 4 2．1 5 0．7 3 0．2 2 5 ．1 6

S D 1 5 3 L 5 4 3 ．46 0．5 7 0 ．5 0 5 ．7 5

S D 1 5 4 L 5 4 6 ．10 0 ．7 4 0．4 2 5 ．6 4

S D 1 5 5 L 54 5．0 6
1 1．38

0．9 1 5 ．4 9 平 安 時 代

S D 16 0 L 5 3 1 7．2 5 1．5 5 1．日） 5 ．7 3 平 安 時 代 後 期

S D 16 1 M 5 3 3 ．0 2 0 ．8 0 0 ．7 1 5．7 2

S D 16 3 L 5 6 1．6 0 0 ．9 5 － 5 ．7 5

S D 16 4 L 5 6 5 」 8 0 ．9 1 0 ．5 1 5 ．9 0

S D 16 5 L 5 7 1．8 6 0 ．3 6 0 ．2 7 5 ．5 8 平 安 時 代 後 期

S D 16 6 M 5 2 3 7 ．2 0 3 ．3 5 2 ．3 5 5 ．9 0 平 安 時 代 後 期

S D 17 8 L 5 8 2 ．9 8 1．4 7 0 ．4 6 6 ．0 4 鎌 倉 時 代

S D 19 4 L 5 9 5 ．7 9 0 ．9 6 0 ．6 8 5．7 5

S D 19 5 M 5 7 上 7 2 0 ．7 3 0 ．5 2 5．6 3

S D 2 5 3 M 5 4 1．9 8 0．3 1 0 ．2 7 5 ．7 0

S D 2 8 0 K 5 9 4 ．3 0 0．4 6 0 ．3 7 5 ．7 0

S D 2 9 4 L 5 7 1 9．14 0 ．6 1 0 ．7 3 5．4 3

S D 3 0 1 L 5 5 4 ．5 3 1．5 3 0 ．7 7 5 ．4 8

S D 3 2 5 L 5 4 1 0．4 0 0．7 5 0 ．5 1 5 ．6 5

一　62－



水羞　匿　第錮鼠）

及。概　　　要

水上　区は河口起点より粥　瓢上流に位置　現太谷川左岸部にあたる。地形的には微高地にあたる。

ここでの遺物包含層は且層のみ検出された。盛土と近世以降の耕作丑の直下に基盤層である叢灰白色砂

質粘土（水上温区の15層に整合する）が霧出し鴇　この上面に古墳時代前期から近樫までの遺構が混在し

て検出された。この　ち調査区西側では近樫粘土採掘跡　Ⅹ鍼5　品さ都や　訊淘最大幅　の　鶴　深さ。摘

m）が南北に掘り込まれ海水上且区の近世粘土採掘跡　Ⅹ路　に連続している。また平安後期の水路§班

別が調査区中央を南北に貫き鴇　南東部では古墳前期の溝状遺構SD68（水薬思区であわせて述べる）が

南流している。調査区北部中央には古墳時代前期の丑坑SP臓　が検出された。このほか多　のプ遽穴海士

坑が検出された。とりわけK餌ダリッ　を中心とする北部では柱穴とみられる小穴が多数確認できた。

しかし確認面が後世の開発による撹乱を受けているために海遺構底面がわずかに残るのみで淘　かも出

土遺物も限られてお　淘年代推定の困難なものが多　淘小宍砂土坑群の性格は不明なものが多齢。

霊。遺構各説

3才　と二営（．ズ血2：う、！星　＼（∴1ノ　ノ　ノ、∴ご′・l　′・　隅、ノ　′′ノ′′　／′ノ　ノ′　　、・I′：　′′　く

上037礼、深さ0。54軌を測る丑坑状遺構である。遺構中央部は南北に平安時代後期の水路Sm8畳によって

破壊されかっ近世の耕作で削平されており海義士を除去すると遺構覆土がただちに確認され淘　その中央

から古式土師器の壷形丑器が検出された。SP臓　の底部は基盤層のシル　層にまで達　てお　鴇井戸状

遺構になる可能性もある。

′ノノ　ノ主、．　く二　′・．‥　、　∴・

遺構番号 グ リ　ッド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長径＝l）
遺構面標高 特　 記　 事　 項

S P 50 K 65 0．40 0．25 仕08 仕63 6．08

S P 5 1 J 65 0．31 0．21
中 潮

0．68 五00
i

S P 5 J 66 0．24 0．22 0．08 0．92 6．11

SP 5 J 65 上32 0．58 0．27 0．44 6．07

－
SP 5 K 65 0．42 0．26 0．02 0．62 五18

－
0．08 0．79

［
6．23SP 5 K 64 0．42 0．33

SP 5 K 64 0．30 0．29 0．03 仕97 6．19

S P 57 K 64 上08 0．48 0．05 0．44 6．08

S P 58 K 64 0．51 0．41 0．16 0．80 6．02 平安時代

S P 59 K 65 0．55 0．43 0．21 0．78 6つ3

S P 60 K 64 0．61 0．49 0．09 0．80 6つ7 平安時代

SP 61 K 64 0．96 0．60 0．18 仕63 6．18

SP 62 K 64 0．66 0．51 0．21 0．77 丘21

0．62 0．59 0．37 0．95 6．12 棒 壇時代前期SP 63 K 64

S P 64 K 64 1．08 0．93 0．38 0．86 6．21

0．62 0．56 0．19 0．90 6．15SP 65 K 64

0．77 0．72

0．80

0．22 0．94 6．20SP 66 K 64

0．28 0．96 6．16S P 67 K 64 0．83
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径　　 短　 径 深　 さ
庚 是 ㌢ ）l遺 構 面 標 高 ！ 特 記 事 項

S P 6 9 K 6 2 1．0 1 0．3 4 0．2 9
！ 0・3 4

6．2 2
！

S P 7 0 K 6 2 1．1ユ 0．7 9 0．1 9
i o・7 1

6．10
序 墳 時 代 前期

S P 7 1 K 6 2 0．6 1 0．4 9 0．1 5 0．8 0 6．18
i

S P 72 K 6 4 0．6 0 0．4 1 0．2 8 0．68 6．1 5
！

S P 7 3 K 6 4 0．9 3 0．5 8
！ 0・2 2

0．6 2 6．1 5

S P 7 6 J 6 5 0．6 5 0．5 6
！ 0・3 5

0．8 6 6．0 9

S P 7 7 J 6 5 0．7 9 0．7 5 0．4 2 0．9 5 6．0 7

S P 7 8 K 6 6 0．5 8 0．4 7 0．1 7 0．8 1 6．13

S P 7 9 K 6 6 0．5 7 0．4 7 0．12 0．8 2 6．1 4

S P 8 0 K 6 6 1．0 7 0．6 8 0．2 7 0．64 6．1 3 古 墳 時 代 前 期

！ s p 8 3
K 6 5 0．3 9 0．3 4 0．0 3 0．8 7 6．1 1

S P 8 4 K 6 5 0．3 1 0．2 7 0．0 1 0．8 7 6．ユ4

S P 8 5 K 6 5 0．4 4 0．3 7 0．0 2 0．8 4 6．17

障 p 8 6
K 6 5 0．6 6 0．44 0．0 4 0．6 7 6．0 2

S P 8 9 K 6 4 1．1 0 0．4 8 0．0 2 0．4 4 6．1 7

S P 9 0 K 6 4 0．5 6 0．4 1 0．13 0．7 3 6．0 9

S P 9 1 K 6 4 0．5 0 0．4 6 0．0 4 0．9 2 6．0 8
！

S P 9 2 K 6 3 0．7 9 0．4 6 0．14 0．5 8 6．15

i s p 9 3
K 6 4 0．7 0 0．4 3 0．0 9 0．6 1 6．19

i s p 掴
K 64 0．6 7 0．4 9 0．0 5 0．7 3 6．0 3

！

； s p 9 5
K 64 0．6 2 0．5 4 0．0 7 0．8 7 6．0 6

S P 96 K 6 3 0．6 7 0．4 9 0．0 4 0．7 3 6．1 5 古 墳 時 代 前期

S P 9 7 K 6 4 0．5 1 0」7 0．0 4 0．3 3 6 ．2 2

S P 9 8 K 6 4 0．19 0．1 7 0．0 6 0．8 9 6．19

S P 9 9 K 6 4 0．19 0．1 8 0．1 0 0．9 5 6．2 3
i

S P l O O K 6 4 1．3 2 0．8 1 0．1 2 0．6 1 6．2 0
！

S P l O 2 K 6 2 1．1 4 0．8 6 0．1 2 0．7 5 6．1 9
！

S P l O 3 K 6 2 1．4 6 0．6 1 0．2 7 0．4 2 6．2 0

S P l O 4 K 6 2 1．3 2 0．5 1 0．2 0 0．3 9 6．1 6

S P lO 5 l K 6 2 0．5 2 0．4 3 l0．2 1 0．8 3 6．16

S P lO 6 K 6 1 0．4 6 0．2 9 0．2ユ 0．6 3 5．8 8 古 墳 時代 前 期

S P lO 8 L 6 2 0．6 7 0．6 4 0．1 4 0．9 6 6．2 0

S P l O 9 L 6 2 0．8 2 0．4 4 0．0 5 0．5 4 6．18

S P l l l L 6 1 0．8 2 0．5 1 0．ユ0 0．6 2 6．04

S P l 12 L 6 0 0．9 5 0．8 4 0．2 8 0．8 8 6．0 0 古 墳 時代 前 期

S P l 13 L 6 0 0．6 6 0．6 6 0．2 7 1．0 0 6．0 5 古 墳 時 代 前期

S P l1 4 L 6 0 0．8 6 0．74 0．2 4 0．8 6 6．0 9

S P l 1 5 L 6 1 0．9 2 0．8 4 0・ユ8 ！ 0・9 1 l
6．08

S P l 16 K 6 1 0．64 0．6 2 0．1 1 0．9 7 6．0 9
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ

l

長 短 比

（長 径 ＝ D
l

遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S P l 1 8 K 6 5 0．2 7 0．2 6 0．0 2 0．9 6 6．1 9

S P 1 2 4 L 6 0 1．2 4 0．5 1 0．3 0 0．4 1 6．08

S P 1 2 5 K 6 1 0．74 0．4 2 0．0 8 0．5 7 6．10

S P 1 26 K 6 1 0．69 0．50 0．3 5 0．7 2 6．15

S P 12 7 L 6 1 0．8 4 0．55 0．2 1 0．6 5 6．15 古 墳 時代 前 期

S P 12 8 K 6 1 0．6 9 0．3 6 0．0 3 0．52 6．12

S P 12 9 K 6 1 0．7 3 0．4 1 0．13 0．5 6 6．12

S P 1 3 0 L 6 1 1．2 9 0．5 9 0．15 0．4 6 6．1 5

S P 1 3 2 K 6 1 0．6 4 0．2 5 0．0 8 0．3 9 6．1 5 古 墳 時 代 前期

S P 1 3 3 L 6 0 1．2 6 0．9 0 0．′呈9 0．7 1 6．0 1

S P 1 37 L 6 4 0．54 0．3 1 0．1 2 0．5 7 6．2 0

S P 1 39 L 6 4 0．38 0．32 0．0 6 0．8 4 6．1 5

i s p 刷 K 6 2 0．9 3 0．5 7 0．：38 0．6 1 6．18

S P 14 1 K 6 5 上2 3 1．14 O J 5 0．9 3 6．2 0 古 墳 時 代 前期

S P 14 2 K 6 4 2．2 4 1．0 3 0．5 4 0．4 6 6．15 古 墳 時 代 前 期

S P 14 3 K 6 5 1．15 1．0 0 0．2 0 0．8 7 6．0 9
！

S P 1 4 4 L 6 1 0．4 4 0．2 9 0．14 0．6 6 6．ユ2
i

S P 1 4 5 K 6 4 1 0．3 4 1 0・2 7 0．0 2 0．7 9 6．0 7

S P 1 4 6 K 6 4 1．0 0 0．9 3 0．日 0．9 3 6．1 8

S P 14 7 K 64 0．6 1 0．5 9 0．0 2 0．9 7 6．1 5

S P 14 8 K 6 4 0．6 4 0．4 8 0．0 6 0．7 5 6．18

S P 14 9 K 6 3 0．3 1 0．3 1 0．0 9 上0 0 6．ユ6

S P 3 2 6 K 6 3 0．4 9 0．4 1 0．14 0．8 4 6．17

S P 3 2 7 L 6 3 0．3 9 0．3 2 0．2 0 0．8 2 6．2 0

S P 3 2 8 L 6 3 0．3 1 0．2 8 0．0 7 0．9 0 6．14

S P 3 2 9 L 6 3 0．2 8 0．2 6 0．0 8 0．9 3 6．14
i

S P 3 3 0 L 6 3 0．3 2 0．2 4 0．0 9 0．7 5 6．1 8
i

S P 3 3 3 L 6 2

l

0．2 3 0．2 0

‡

0．ユ5 0．8 7 6．2 4
l

S P 3 3 4 L 6 1 0．5 4 0．4 1 0．1 1 0．7 6 6．17
！

S P 3 3 6 L 6 1 0．3 2 0．2 9 0．1 1 0．9 1 6．17
！

S P 3 3 7 L 6 1 0．6 6 0．4 9 0．0 8 0．7 4 6．日

S P 3 38 L 6 1 0．5 8 0．3 8 0．1 ユ 0．6 6 6．0 1

S P 3 39 K 6 1 0．7 0 0．2 1 0．0 9 0．3 0 6．0 5

S P 3 4 1 L 6 0 0．2 2 0．17 0．0 9 0．7 7 5．9 8

S P 3 4 2 K 6 4 0．3 5
0・2 7 ！ 0・0 7

0．7 7 6．2 0

S P 3 4 3 L 6 3 （0．9 2 ）
（0・7 8 ） ！ 0・0 4

0．8 5 6．0 8

－
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．い　　　　　　X　∴．‡．、言l訂∴寿

遺構番号上 ㌍ 「読 斗 完
深　さ

i遺構面標高
特　記　事　項

弧 74　　　 監63　　　 5の3竣 i　 拓礪
仕60 6．19

S D 82　　　　　 K 66　　　　　 3．08　　　　　 仕58 0．2 7 五12
S Ⅲ88 i K 6 5 ！ 4．56　　 護。03

仕54 6．11 古墳時代 前期

開 蓬07 i 監62 i 撒 言 「 議
0．22 6．22

紺 m i＋ 那 5 ！＋ 摘 3 「言 論
0．40 6。09

S D l蓬9 i 摘 4　　 2。38 ！ 0の51
仕39 6」

開 漫20　　　 K 64　 ；　 3も31　　　 0・68 0．34 6．09
§鋸 2蓬　　 K 64 i 鼠。04　　 0の8 5

0．3 2
i

6．08
ま

§捌 22　　 K 64 i 4396　　 2．09
上10 6．22

s D 逐23 i K 63 i m 磯 i 風音 「
上04 6．18

S D 一漫34　　 監62 i 且。99 i O。68　 －
仕13 6．22

攣 隼 「 紺 ） 「 ほ 葺 ！ 紺
0つ8 五08

開 3朋　　 監63　 主 監髄 ＋ i＋ Ⅲ 8 1
什41 6．07

′　　も、′、　ノ　ー、＼

′‘　　．

水上　区は河沼起点より鱒猟上流に位置し現太谷川左岸部にあたる。地形的には微高地である。こ

こでの遺物包含層は次の　面であった。第　面では、　層の暗灰褐色砂貿粘土を覆丑とする中世溝状遺

構が検出された。これらの溝状遺構は周辺地籍図からの考察を含めて鴇中世居館跡の一部と推定してい

る。第2面は複層の紫茶色粘土を覆土とする古墳時代中期の遺構群淘第3面は鴇　5層の茶褐色粘土を覆

丑とする古墳時代前期の遺構群がそれぞれ検出された。第2鼠第3面ともに海溝状遺構と井戸状遺構

丑坑状遺構）と′わ穴群が確認された。

f　、ご、ご　′・一

＄Ⅹ惑星腎　監67グリッドを中心に鴇　基盤層である6層の黄白色粘土を掘り込んだもので確認面での標高

6ゼ且隊言深さ汲持‰つ翫郵動別室は諸肌も　南北全品私針粗を測る長方形の遺構である。SX617の中に

は4個所の小穴があり淘　小穴の覆土中から古式土師器片が検出された。

ご一工　、U㍉′主　ノ　1：三　言ノつ・ノ＼男十年J湖、う＼こ樟′ノノー、′誹に叛L j柑細注宣ろ銅中）

黄白色粘土と　層の白色粘土を掘削　ている。延長脇机鴇幅。摘肌、深さ。鍋肌を測る東西方向の溝

状遺構である。覆土車から苗代土師準片が検出された。

＄渉舶5　踊　◎K猶にありSD49且の南側に約30甜隔てて並行して検出された東西方向の溝状遺構であ

る。延屈技用針臥鴇幅細浦狛勘言深さ0月鋸かを測る。覆土中から古式土師器片が検出されている。

随感の暫　しのグリッドにある東西方向の溝状遺構である。延最9。90m、幅0。927孔淘深さ0．49m′を測る

覆土中からほ古式土師器が検出されている。

＄鋤鍋　の＄馳舶⑳　ともに踊8グリッドにある南北方向の溝状遺構である。前者は延長2．9且机、幅0。59

猟淘深さ0846軌を測る。後者は延長3ゆ25仇、幅0・6且机、深さ0．且3乱を測る。ともに覆土中から遺物は検

出されなかった。覆土は5層の茶褐色粘土であった。

以上の古墳時代前期の5本の溝状遺構のうち淘　Sm49且◎Sm購5⑳Sm60　は　Ⅹ鋸　の南辺および北

一一1－16611－－－1



．′ノ′　－∴二、㌦、．′　㌧！ン∵ノ　二二一′工．。∴、、、、　言′．、′・′、一′、′、、、

L∵ノ’！t．右′、ユくニノ′　言　、′こ、′、／′　ノ　、、′二「・、一言　：言ノ、・、・、　′、ノ　、rt　′言、＼ノ・　ハF、．′ノく∴、、、、′　　′／、、、ノ

74mを測る。西半分は海　相墟　昭和膵　年の太谷川改修時に破壊されていた。掘　方は海　関形プラン

∴∴∴一　声高一1′。、し・／）．、′　工・ノ了－　・′′、ノ　ー、、∴＼・′、・。∴　　しノ・∴・ノ′！‘、′　∴、、‾

約。駈靴を測る　段階目の掘　方が検出されている。この据　方の内面全体からは鴇炭化物が一面に付

着して検出された。底部には廃土鴇灰が確認できた。覆土中からは海礫が数点検出されたが鴇火をうけ

た痕跡は見られない。また土鐘　点海手捏土器　点が古式土師器と伴出している。SP崩　は形状から

見て海掘削当初は井戸として使用された可能性をもつものの鴇　2段階目の掘り方が蓬段階目の掘り方と

ほぼ同じ規模であり海炭化物◎焼圭の検出状況から見て鴇炉または廃棄物を焼却するための土坑として

使用された可能性もある。

なお　Ⅹ鋸　の方格軸と周辺の溝状遺構の方格軸がおおむね一致している。

∴′工、l文高ノ‘　　十　言∴ソー′　ノ　∴吊、ノブ∴＼三一、′′／．ノ、十二′：‘、′ど　ノ　1㌦＿く、ミ、′1・＿くへlH．

′′ノ．1，－こ、く、：：－．二一′＼．工∴‥、．、　ご′読　∴　ノ∴！I′∴了：張　．∴、ノ　二　六ノ了ノニ　′∴′′・′一∴　′′

捏土器が検出された。

：二　′了、工、′　－′．、シー　．、く：し：′とく　／′　、′、宮　′　′、・こ＿、′　　　　　二　二．主ノ「工′　′’　∫、、∴∵ノ！＼、．′・∴　ノ，、ノ、

遺構である。掘　方の東側　分の　が現代水路によ　破壊されていたため鴇　遺構として確認できたのは

言．∫・信正言∴点J′・＿　八′－（　ごノ売．‾こ：′つ・ン∴ノ．′′・ソ：ノー／ノ十∫′．！′ノ∴　ノ∴・つIl÷、どこ言　ノ　十、。ここ二二．′、．

の閏形の掘　込みがある。円形の掘　込みは　層の砂層に達してお　海　水潜の機能をもつと考えら

′　ノー．ノ，・L一．′：ノノ′、∴　－′、∴く　　　′八、1－、ノ′、・：－′．′l∴、、′　′ノ、、　′、　′′　′∴二、、J．′　．t′　7、ノ．

酋壇時代中期とした。

、．ニ）′／′　べそ、当′　∴′、の十・‘・∴′十ノ、1・・ノ守二兎）、　ノ∴；．一　一　′さ　て：　′．言上ノ　∴ト、：二t．こ‾一㍉′　ノご′予’

ソ　ノ　ノト工∵′｝つ′ノ＼（∴∴了ノ物！＼、．ノ′ご∴　′二　二′ら順：：′、′、寅　∴・．′・一　　j′　′＿＼二だ′　ノ八′∴　′∫・一　／二　′川　一、

．　㌦ソ∴　‾了：り：　　　‥、′、．3、′　一・．′∴ノ

、ニ／黒　′：、．：′，又．右ノユくコ′　！ノ　．さ十ン　′．＼二：∴、′ノ′　予言　′′二のノ　′　ニノ、．十主l∵∴′一′1、、くし㍉工万上、

′ご一正㌢∴三ノノ、／′今∴′　′ノ′t√！工く一一、∴圭㍉∴′一∴′1。∴‥　ノ、冥′∴ノト′王′。．、言∴十二∴ノこり、／、）′、占′′∴ノ：＼、

容を明らかにすることは困難であった。下段部は砂層に掘り込まれ淘「水漕」の機能を巣したと考えら

れる。下段部の覆土中から土師器片が検出きれたが淘　年代の推定はできなかった。

＄鼠畳屋⑳（図版25…　鴇器　水上　区の踊グ　ッドの西部と水上　区の西部全域で検出された大型水

J′工、’圭′樺である′　生．ノ上、昌（㍉∵ノゝ、＿＼二′　冥つ．し一・二日r　深さ三：、一二7㌧‾：ら′，ノ・、ご　・ユ亘ン∴今．㌧ノ当ぞ∵

ると洩標高5の9　酌の中世遺構面から壷鞠甜度の傾斜で左岸部が掘削されている。水路底面は誹的。9

mの平坦面となっており惚右岸部も左岸部と同様の傾斜での。3mの立ち上がりが確認された（別個体）。

また淘礫群の間から銭貨超枚が検出された。初鋳年代62豊年または845年の「開元通宝」蓬枚海　鼠023年

の「天聖元宝」　枚も　摘弼隼の　永楽通宝」　枚の計　枚の輸入銭と表意南面ともに摩滅した銅銭温

枚である。これらの銭貨は鴇一括投棄と考えられる。また淘覆土最下層から由磁鴇青磁片も検出されて

いる。S罠路　の年代は銭貨の鋳造年代から且5世紀初頭をさかのぼらないと考えられる。

二う・：ら三　r叫最∠二　ノ　バ、3）くノCE K鵠クノ、ノー、て、ンU、リ′中（′、畑・、ゝゝ7／六　六からゾ王－／、＼樟′‾Jる′再天

遺構である。確認面での延最は。購訊、幅　や欝侃鴇深さ。射酌を測る。Sm張の覆土は　層の暗灰色

粘土層である。

＄勘舶　◎＄勘鵬　◎＄渉舶　いずれも水薬　区北部の踊　◎掴9グリッドで東西方向に検出され鴇東か

ら西に流れる溝状遺構である。§肋砥　◎SD舶郡豊海基盤層である　層の白色粘土層に振　込まれ淘前

者は延最澄4。の5軌淘幅2。20仇鴇深さ0。86仇を測る。後者は延最4。88仇鴇幅0．72猟鴇深さ。別軌を測る。S
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第37図　水上3区土層図・実測図
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D452はSn458の覆土を掘削して作られたもので、延長且4．05m′、幅1。且0肌、深さ0．20mを測る。SD45

8◎SD457の覆土は、2層の暗灰褐色粘土層である。

＄勘舶5（図版24－3）水上3区のJ67⑳K67グリッドで東西方向に検出され、東から西へ流れる溝状

遺構である。確認面での延長は∴組90m、幅は且J且肌、深さは0．47mを測る。覆土は2層の暗灰色粘土

層である。

＄恥舶3（図版24－2）水上3区のJ68グリッドからJ66グリッドまで南北方向に検出された溝状遺構

である。確認面での全長は24。且87花、幅は2。26m、深さ0．52mを測る。覆土は2層の暗灰色粘土層である。

＄恥6盈趨◎＄⑳6盈5（図版24－4）いずれも水上3区北西拡張部分のK69グリッドで南北方向に検出され

た。前者の延長は4月5乱、幅は2．路肌、深さは0。39m．。後者の延長は4．10m、幅は2。057礼、深さは0．36

乱を測る。覆土はともに2層の暗灰褐色砂質粘土である。

話は表　水上3区小穴－L覧表

i 遺 構 番 号

グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ＝ 1 ）
遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S P 46 4 J 66 2 ．69 1．98 0 ．9 5 0 ．7 4 6 ．3 7 古 墳 時 代 前 期

S P 4 6 6 J 6 6 0．6 3 0．54 0．4 8 0．8 6 6．ユ2

S P 4 6 9 J 6 6 0 ．5 6 0 ．4 8 0．2 4 0 ．8 6 6．1 5

S P 4 7 0 K 6 6 0 ．2 5 0 ．2 0 0 ．14 0 ．8 0 6．15

S P 4 7 2 J 6 7 0 ．11 0 ．日 0」2 1．0 0 6 ．13

S P 4 7 3 i J 6 7 0 ．4 2
i

0 ．4 1
】

0．1 1
！

0．9 8
［

6．10

S P 4 74 J 6 7 0 ．3 2 0 ．2 2 0 ．18 0 ．6 9 6 ．12

S P 4 7 5 J 6 7 0 ．2 7 0 ．2 1 0 ．1 2 0 ．7 8 6 ．0 5

S P 4 7 6 J 6 7 0 ．1 3 0 ．1 2 0 ．1 0 0 ．9 2 6 ．1 0

S P 4 7 7 J 6 7 0．20 0．1 7 0．1 9 0．8 5 6 ．1 0

S P 4 7 9 J 6 7 0．26 0 ．19 0．2 8 0．7 3 6 ．08

S P 4 8 0 J 6 7 0 ．3 2 0 ．24 0．ヱ3 0 ．7 5 6．0 8

S P 4 8 1 J 6 7 0 ．18 0 ．17 0 ．0 7 0 ．9 4 6．0 8

S P 4 8 2 J 6 7 0 ．14 0 ．14 0 ．0 8 1．0 0 6．0 7

S P 4 8 3 J 6 7 0 ．2 0 0 ．14 0 ．0 8 0 ．7 0 6．10

S P 4 8 4 K 6 7 0 ．2 4 0 ．18 0 ．15 0 ．7 5 6 ．0 2

S P 4 8 5 K 6 7 0 ．3 8 0 ．19 0 ．0 5 0 ．5 0 6 ．0 3

S P 4 8 6 K 6 7 0 ．3 5 0 ．1 9 0 ．1 1 0 ．5 4 6 ．0 3

S P 4 9 2 K 6 7 0 ．4 4 0 ．3 8 0 ．0 9 0 ．8 6 6 ．0 3

S P 4 9 3 J 6 6 0 ．2 1 0 ．18 0 ．0 8 0 ．8 6 6 ．0 2

S P 4 9 4 K 6 6 0．4 1 0．38 0 ．3 5 0 ．9 3 6 ．1 9 古 墳 時 代 前 期

第摘表　水上　区溝状遺構…覧表

遺構番号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅 深　 さ 遺構面標高 特　 記　 事　 項

S D 451 K 66 9．46 上57 0．4 1 6．18 中近世

S D 45 2 J 68 14．05 1．10

．

0．20 5．8 5 中近世
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅 深　 さ

！遺 構 面 標 高
特　 記　 事　 項

S D 4 5 3 J 6 7 2 4．18 2．2 6 仕5 2 6．15 中 近 世

S D 4 5 5 K 6 7 10．9 0 1．7 1 仕4 7 6．18 中 近 世

S D 4 5 6 K 6 7 1 3．1 3 3．7 2 0．i5 6．19 古 墳 時代 中期

S D 4 5 7 i J 68 4．8 8 0．7 2 0．2 4 6．0 8

S D 4 5 8 J 68 14．0 5 2．2 0 0．8 6 5．8 5

S D 4 5 9 J 6 8 2．9 1 0．5 9 仕2 0 6．0 7

S D 4 6 0 J 6 8 3．2 5 0．6 1 0．i3 6．0 9

S D 4 6 5 J 6 6 e K 6 6 9．0 6 0．6 5 0．1 0 6．1 7

S D 4 9 1 J 6 6 。K 6 6 1 0．2 0 3．0 4 0．3 9 6．0 5

S D 6 0 9 L 6 9 9．9 0 0．9 2 0．4 9 5．8 4 古 墳 時 代 前期

S D 6 10 L 6 9 4．2 6 上2 2 0．4 6 5．8 6

S D 6 1 4 K 6 9 4．6 5 2．1 0．3 9 5．6 5

S D 6 1 5 K 6 9 4．1 0 2．0 5 0．3 6 5．6 5

S D 6 1 6 K 6 9 2．16 0．74 0．1 2 5．6 1 古 墳 時 代 前期

2．小　　　結

申轡大型水路状遺構＄配蟻　藍中轡居館（第38図）

水上且◎2◎3区はいずれも且876（明治9）年作製の太谷村地籍図によれば旧小字「構井ノ坪」北西辺

に位置している。この「横井ノ坪」は地元では「横井のおしろ」とも呼ばれ鴇かってここに「武士の居

館」があったという伝承がある。今回、同地籍図による旧小字◎地割と且880（明治13）隼筆写の『有度

郡太谷村地租改正反別帳』による一筆ごとの土地利用状況を同一図面に表わし、あわせて発掘調査用グ

リッド座標系を記入した合成図（第38図）を作成し鴇　旧地籍図により推定できることがらと、発掘調

査によって確認できたことがらを総合して鴇水上且　◎3区の中世大型水路状遺構SR蟻0の性格を考え

ていきたい。

中世居館との関連を推定できる地名として、まず屋敷の構を意味する「横井ノ坪」。「横井ノ坪」を北

東、南西から囲むようにして「新堀ノ坪」「堀ノ坪」がある。これらは堀割を想定させる。さらに「横井

ノ坪」の北西の「竹之内坪工西側の「西大内坪」は、それぞれ武士の屋敷（館）を示唆している。「西大

内」という表現からは居館の西側部分を示していると考えられる。また周辺にある「太弓ノ坪」「馬場坪」

「出口ノ坪」も弓場⑳馬場⑳居館の出口の存在を推定させる。「大弓ノ坪」の東に隣接する「下景政坪」「上

景政坪」は景政という中世武士的人名との関連も考えてよいかも知れない。

また旧小字の検討資料とした1672（寛文且2）隼『駿州久能御神領宮川村大谷村片山村御検地帳』を見

ると、「上半坪」の「上半」は、「上半堀」。「横井ノ坪」の「横井」は「構ノうしろ」と記されている。「上

半坪」には堀が存在した可能性が考えられ、さらに「構ノうしろ」は現在伝承されている「横井のおし

ろ」とも関連があると考えられる。

地割と土地利用から考えると、まず「堀ノ坪」にある逆L字形の水田が、現大谷川まで続いているこ

とがわかる。これが堀の一部であると安本博は『静岡県の中世城館跡』（1981）で推定している。さら

にこの堀は北にのび、「新堀ノ坪」の南東部（72列付近）まで達していることが、水田分布から推定で

きる。また水上系N72グリッド付近で、現太谷川から北東側に湾曲して東側の水田部分に連続する地割

境は、蛇行を伴う旧河道の存在を示唆しており、これが「構井ノ坪」の北側の堀として転用され、「新
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堀ノ坪」の小字名に関連したとも考えられる。発掘調査からわかったことは、この「横井ノ坪」の南側

と北側の掘推定地がそれぞれ西大谷且　◎2区と水上7区で検出された旧太谷川流路とほぼ一致すること

である。このことは、地籍図上で堀と推定できるものが言日大谷川流路そのものの一部の区間である可

能性が高いことを意味している。

コの字形の堀（A）に囲まれた内側に、さらに2垂にB◎Cの堀が地籍図から推定できる。このB、C

の堀については、沼館愛三が『静岡県郷土研究』第5韓の「有度山塊を中心とせる古城館址之研究」（且

935）の中で「構といふ地名」に言及され、「遺構一部の所有者神谷氏の言に依れば、土園と濠を以て固

まれたる方形の屋敷城であった」としている。またも「現在は開墾せられて其遺構として認むべきもの

がない」と述べているものの一部がその範囲に含まれることは明らかである。前記の『地租改正反別

蓑』によればB⑳Cを含む道路敷で囲まれた方形区画内は神谷清吉氏の所有とあり、それが昭和初期以

前に作成されたと推定できる地籍図（大谷農協所有）では地割線が変更され、畑地はほとんど水田に変え

られてしまっている。よって破壊は明治9年以降昭和初期以前ということになる。

大型水路状遺構として検出されたSR且50は淘コの字形の堀（A）と連結して「横井ノ坪」の周濠となっ

ていたと考えられる。「横井ノ坪」関連居館姐ま第38図に示したように東西を南北に走る根方街道（大谷街

道）と久能街道に囲まれ、北辺を「大弓ノ坪」の北側を東西に通る宮川遺、南辺を大正寺沢川に囲まれ

た逆台形の縄張りの中に旧大谷川流路の蛇行を防御用の堀として巧みに利用し、「横井ノ坪」を中核部分

とした平城と推定しうる。

中世は、平安期と同様水位の高い時代であり、水上7区土層図の第射図を見てもわかるように川幅が

広がり、それまでの川岸の居住域が浸水し淘比較的高操な微高地部分である「横井ノ坪」部分が島状に

点在することとなり、中世の居住域となったものと考えられる。SRは0は前述したような防御的役割の

周濠をつくるためばかりでなく、水はけをよくするためのバイパスの機能も兼ねていたと推定している。

その後、中世の終末をむかえると、防御的周濠の機能は不要となり、かっ湾曲部の水はけは直流部と

比べると悪く、粘土がしだいに厚く埋積していき、新田開発の対象地となっていったと考えられる。同

時に直流部分のSR路0はバイパスから本流へと機能を変えていったと思われる。

なお、1820（文政3）隼に書かれた『駿河記』にある「高松、構之森」「古此処に城ありて…・・0」の「構

之森」と大谷の「構井ノ坪」との異同は不明である。

第歳表「構井ノ坪」関連小字一覧表

大　谷「横　井　ノ　坪」　関　連

1876（明治9）舶齢町1672（寛文12）検地帳

Mm…P一一…WW一一一一“………一一一一…十一W……－M…u一ル…－F′一志
j

i

橋井ノ坪　　i構ノうしろ

堀ノ坪　　　　極
新堀ノ坪　　i新堀

E

竹之内坪　　　i竹之内
j

西大内坪　　　施大内

大弓ノ坪

上景政坪

下景政坪

馬場坪

上半坪

弓
　
　
政

大
　
　
景

場々

上半坪

※「坪字操出シ

之［凋！（1805）冊］
卵誓＋＋　＝

高　松　「構　之　森」　関　連
▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　‾　　、　l　　‾‾　　‾　‾‾　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　‾

1809（文化6）駿河中830（文政13）禁慧恕1843（大保14）駿舶誌

［

1861（文久元）駿河志料；1912（大正元）大里村誌
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

［　　　　j＋＋＋＋i
構之森　　　　［カマへの森　　［桟へノ森　　　［横の森

大屋敷　　　　　［大屋敷

占1此処に城ありて四：普この所に城ありて

隅に荒神を祭る。；城のF欄に荒神あり

後舎てm一社とすと云。「レを合せ祭りたりと

；いふ。

－73－

社

堀

鑓場

大屋敷

古此所に城廓ありて

四隅に祭れる社存り

Lを後に一一社に遷し

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

鎗畑

奥屋敷

神明原豊1等建

矢塚（所々こアリ、
小ナル森ナリ）

久保田・森はt輪塔あり）

祭ると云ふ。　　l高松



水退5◎　6匿（第望霊園）

1．概　　　要

水上5◎6区は河口起点より860m上流に位置し、現大谷川右岸にあたる。微高地であるため遺構検

出面が高く表土下20cm30C職で基盤層になる。したがって包含層はl面しか認められず同一面に古墳時代

初頭の小穴から近世の粘土採掘跡までが検出された。

望。遺構各説

＄濫綱島（第22図）H58グリッドで検出された素掘りの井戸状遺構である。直径1．4肌の円形プランを

もっ。掘り方底面の標高は5．7mを測り検出面との比高差は0。5乱と浅い。断面形はすり鉢を呈する。

出土した土器より古墳時代後期の井戸状遺構と考える。

＄濫3盈嘗（第22図）H55グリッドで検出された素掘りの井戸状遺構である。長径1．65m、短径且．46mの

長円形プランをもっ。掘り方底面の標高は4．8mを測り、検出面との比高差は1．24mである。出土した

土器から平安時代の井戸状遺構と考える。

＄既望2凰（第22図）J54グリッドとJ54グリッド境界部分で検出された木組の井戸状遺構である。長軸

摘2乱、短軸且。38mの不整円形プランを肯する。井戸枠は四隅に角柱をもっ縦板組である。横磯の存在

は崩壊が著しく明らかでない。中央よりやや東寄りに掘り込まれた水留めは井戸枠底面より35C鶏深く、

標高4．8且肌を測る。検出面との比高差は私87礼である。出土遺物から平安時代の井戸状遺構と考える。

＄既望凰登（第22図）H56グリッドで検出された素掘りの井戸状遺構である。長軸1。6且肌、短軸上34mの

不整形掘り方プランをもっ。掘り方底面の標高は5．且8仇で検出面との比高差が0月乱である。出土した

山茶碗から平安時代末期の井戸状遺構とした。

＄既望慧霊（第22図）H59グリッドで検出された井桁の井戸枠をもつ井戸状遺構である。直径1。35mの円

形プランを呈する。掘り方底面の標高は5．587孔で、検出面との比高差は0．43机と浅い。井桁は且段で幅

20cm、良さ80C諏程度の板材4枚を柄によって組んでいる。廃棄時に20cm大の磯を井戸枠内に投棄してい

る。出土遺物は土器の破片のみで年代は明らかではないが、平安時代と推定した。

Sの2霊鳥（第39図）I53⑳J53グリッドで検出された東西方向の溝状遺構である。幅2m、深さ1。2m，、

延長12mを測る。出土遺物から平安時代末から鎌倉時代の溝状遺構としておく。Sn228は遺物に特徴

があるため以下詳述する。

完形遺物はすべて覆土9⑳10層より出土した。商層とも砂⑳砂礫を主体とし年代的差違は認められな

い。大平鉢と馬骨は10層からの出土で2mほどの間隔をおいている。木製品は両層ともに出土しており、

平面的な範囲は網かけ部によって示した。遺物の種類は、馬骨10点（下顎骨l点を含む）、箸状木製品43

点、棒状木製品7点、木製羽根（竹とんぼ状木製品）温点、紡輪且点、下駄且点、加工木製品（片）42

点、焼痕のある木片多数、大平鉢且点、青磁且点である。このうち箸状斎串としたものは本遺跡におい

ては、呪符木簡、卒塔婆状の木簡、人形木製品も墨書土器などと其伴して溝、河道、井戸といった限定さ

れた地点でのみ検出されも　年代も平安時代末から鎌倉◎中世に限られている。Sn228は宮川3区のSR

486の48且点についで多い。

Sn228の機能はその規模から給排水にあると思われるが、一括性をもっ遺物群から祭把の場として

も重要な地点であった。

粘土採掘跡　粘土採掘跡はSX215◎216◎217◎218◎219◎220◎227の7個所が確認された。す

べて水上6区である。これは水上5区の基盤層が砂層となってしまうためである。採掘は30cmほどの浅

いものと80cmにおよぶ深いものとがみられる。SX215◎216は浅く1－b層の砂をさけて1－a層の

みを採掘対象土としているのに対し、SX217は1－C層の白色粘土をも対象としているため深くまで
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掘られている。また深い採掘跡（SX217・SX220・SX227）はすべて2層（黒色粘土層）の上面

で採掘を中止している。覆土中からは国産陶磁器片が出土することから近世段階の採掘跡と考える。

また、安永年間に駿府在勤の幕更の手に成るとされる『駿府風土記』（『静岡市史』中世・近世史料＝19

81）によれば、「大屋村　此村ニテ御城内御用瓦ヲ焼ナリ」とされることから駿府城の瓦を焼くための

粘土採掘であったと思われる。

257

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第39図　水上6区SD228実測図
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遺構番中りッ中 経序径序言頂嘉

）遺構面標高特　記　事　項

騨m ij欄Fi鮮柑i壱遠「「五㌻T「遠 5．99

SP202　　158　　　上05　　　仕93　　　0．33　　　0．89 6．03

SP203　　I58　　　　上00　　　　0．96　　　　0．21　　　0．96 5．94 平安時代末

SP204　　　H57　　　　0．28　　　　0．25　　　　0．21　　　0．89「露i
SP205　　　H58　　　0．52　　　　0．46　　　0．23　　　0．88！5995 古墳時代（後期）

SP206　　157　　　仕73　　　　仕58　　　0．95　　　0．79 6．00 古墳時代（前期）

墜攣⊥」攣」」互亘二三率「「五㌻丁『遠
6．15！

蛸朋im8　「崩『「壷「「壷「「議
6．05 古墳時代（前期）

鵬朋im7　「議了「議√「議了「露
6．02

細則i狛開i料料丁議諒「「彿「「議
5．99

SP213　　‡56　　　　0．89　　　　0．63　　　　0．50　　　　0．71

墜塑J」轡をi鋸料寸言遠「「五㌃丁『遠

5．97
i5。97

蛸朋i鋸8　「壷「「議了「議了「議
5．80

墜攣」」轡彗iは勝日　射摘　十1遠「「諒料
6．00

墾墾つ］醐ヨi旺勝目㍉領舶「う議「「諒彿
6．00

SP226　　H58　　（0．80）　　0．58　　　0．15　　（0．73）5．99

SP233 攣と⊥」攣と⊥■ほ違iCⅢ）io瀦 5．92

SP234　　‡56　　　0．28　　　0．25　　　0．06　　　0．89 5．95

SP235　　‡56　　　鉦53　　　　0．42　　　0．08　　　0．79 5．90
塑堅上里冒i描言！臓「「議了「露 5．90

SP237　　　喜57　　　　上44　　　　上13　　　0．36　　　0．78 5．92
塑堅」堂〔」攣」三重「㌦五丁議84

5．94
堅聖」墜」」些J道軒千石√「諒

5．99
墜轡ij冊．i鋸正丁『義　一　腑2ic潮

6．03
塑生」攣」」旦⊥三重r五√「諒

6．02
墜響⊥」攣」「ザほi高「「五㌻Tl議

5．98
些聖」塑〔」攣つ　藍澗！0五丁議83

5．98礎板
墜塑⊥」旦」」墜㌧「椚腐i私料「「遠

5．98
S㌘245　摘6　　0融　　の－鍼imの　「壷

5．99

SP246　　I56　　　0．62　　　　0．50　　　0．15　　　0．81 5．96
墜堅⊥ユ生⊥遵聖⊥」単つ　壷「「議5．98
墜塑⊥」旦」二重＝「奉㌃丁電話「「遠

5．97
墜攣⊥」墜」」適重工「議「「二二千「議

6．00
些堅」塑〔」衰亡「議了「議「「蒜

6．01
堕璧」曇と」聖と上は空iほっ「露5．88
堕堅」塑〔」墜」」墜！0瀾i私81 5．86
墜塑⊥」墜⊥」適薮工手遠「「五㌃千二議5．52
塑生」墜」j亙二三軒下壷√「議

5．51
墜墜」塑』」壷亡「示「「議「「蒜5．58！
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ＝ l）
遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S P 3 2 0 ‡5 5 0．3 3 0．2 7 0．0 8 0．8 2 5．9 3

S P 3 2 1 I 5 5 0．3 2

】

（0．1 9 ） 0．0 7 （0．59 ） 5．9 4
［

S P 3 2 2 I 5 5 0．2 0 0．1 8 0．1 3 0．9 0 5．9 9

S P 3 23 I 5 5 0．7 5 0．5 2 0．1 1 0．6 9 5．9 3

S P 3 2 4 ‡5 5 0．56 0．4 2 0．0 9 0．7 5 5．9 2

S P 3 2 5 I 5 4 1．2 5 L i 8 0．4 9 0．94 5．65

S P 3 2 6 I 5 5 0．5 2 0．2 6 0．1 6 0．5 0 5．9 3

S P 3 2 7 I 5 5 0．2 1 （0．2 0） 0．1 7 （0．9 5 ） 5．9 4

S P 3 2 8 I 54 0．4 1 0．39 0．2 0 0．9 5 5．8 7

氷盗　匿⑳摘髄匿　第鯛◎舶寓）

1．概　　　要

水上7区は河口起点より且025m上流に位置し現太谷川左岸部にあたる。水上10b区は河口起点より10

75軌上流に位置し現大谷川右岸部にあたる。本調査区において、流路としては①帯状低地内の溝状地形

且個所②古墳時代後期から近世までの旧河遺跡8本が検出できた。旧河遺跡はいずれも旧太谷川の蛇行

部分がしだいに外湾し順次河道が外側または南側に移動した状況を示していた。㊥◎⑧の中で覆土車に

遺存する遺物の伴出関係を明らかにすることができたのはS段807淘　S罠808鴇　SR鋸　の招3グリッド部

分、SR8mのI72グリッド部分、SR8且　のmlグリッド部分も　SR8且3の招0グリッド部分の6個所で

あった。それ以外はいくっかの時期の河道が同一地点で重複して検出されたためも遺物の伴出関係につ

いての詳細な検討は今後の課題としたい。

また本調査区では旧太谷川の河道変遷の跡とともに水辺の祭祀に関連すると考えられる遺構が6個所

検出された。

なお水上7区の73列以南の上層部分からは近世の水田状遺構SX467と連続土坑SX46且◎SX462（図

版46－3⑳4）の合計3面の遺構を検出した。

霊。遺構各説

＄脱島の管（第45図　図版47）水上7区‡72グリッドから招5グリッドにかけて、調査区を南西から北

東へ横切る幅13m前後の帯状の低地地形があり海　この南東側に幅4軌ほどの溝状地形が形成されていた。

これをSR807とした。SR807の延長は24．7仇、溝底最深部の標高は4．20mである。溝底の傾斜から、

北東方向への流れが推定できる。SR807の覆土は黒灰色粘土層である。内部から杭列と多量ゐ棒状木

片および刀形木製品且点と土師器の棒形土器◎壷形土器◎増形土器◎高棒形土器（第46図）などが検出

された。土器の特徴から古墳時代中期から後期初め境と考えられる。

なおSR807は水上10a区のSR673と連続すると考えられる。

＄Ⅹ亀の6（第42図一且、第47図　図版48－且◎2）水上　区m5グリッドで検出された、土師器の高蹄

形土器3点（1654◎1653◎1651）、棒形土器温点（1652）の計4点の一括出土部分である。この一括土器

は低地地形の斜面上におかれていた。高塀形土器は完形で使用や投棄後の二次的原因による摩滅がみら

れない。また周辺からはほとんど遺物が出土していないことを考慮すれば、意図的に置いた状態で遺存

していたと考えてよいであろう。年代は古墳時代中期から後期初頭と考えられる。

＄配轟の亀　水上7区の‡78グリッドからI75グリッドまで西側に湾曲して商流する旧河遺跡である。確

認面で、延長は35．6乱を測る。河道は攻撃斜面側の深く浸食された部分とその外側の微高地を浅く挟り
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とった部分からなり階段状の断面形を呈する。SR808の年代は古墳時代後期と考えられる。この旧河

道は低地地形の縁辺を大量の砂礫の押し出しを伴う浸食によって形成されたものであり、大谷川旧河遺

形成の初期のものと考えられる。

＄Ⅹ轟の5（第48図　図版48－3◎4）水上7区のSR808内で検出された、土師器の整形土器2点（H35

ほか1点）が出土した遺構である。これはSR808内の、標高3．23～3．257花の平坦面（河床）におか

れていた。2個の整形土器の間には全長且。2乱、直径6cmほどの棒状木製品も検出されている。2個体の

整形土器はいずれも完形品で、流れ込みとは考えにくく、砂礫層内に並遺された可能性もみておきたい。

年代は古墳時代後期と推定した。

音墳時代後期旧洞遺跡摘配錮　◎＄配錮　⑳　配鋸　⑳＄配鋸慧）（第42図－2◎3）

ここではSR808を除いた古墳時代後期の旧河遺跡4本について述べる。

＄配丞⑳昏　水上7区I77グリッドから南流しI74グリッド付近から東にむかって蛇行する旧河遺跡であ

る。確認面での幅は4．2m、延長は舷7m、河床は平坦で標高4．277花を測る。覆土は褐灰白色砂礫層

（33層）である。覆土車からの遺物により6世紀代と考えられる。

＄盈轟畳の（図版47－3、50－且◎2）水上　区は7グリッドから招2グリッドまで、SR809の外側に蛇

行して流れる旧河遺跡である。確認面での幅は且3．6m、延長は66。7m、河床は平坦で標高掴2mを測る。

覆土は灰茶褐色砂礫層（32層）である。覆土中から大童の土師器◎須恵器が検出された。これにより7

世紀前半代と考えられる。

＄聡爵盈凰（図版50－3、51－且）水上7区I77グリッドからJ71グリッドまで、SR8且0の外側に蛇行し

て流れる旧河遺跡である。確認面での幅姐0乱、延長は撹乱をうけた中間部を含めると69。6m匂河床は

平坦で標高は4．47mを測る。覆土は茶褐色砂礫層（31層）である。覆土中から馬形土製品4点他と大

量の土師器⑳須恵器が検出された。これにより7世紀後半代と考えられる。

＄脱島盈霊　水上7区沼7グリッドから招7グリッドまで、SR8且2の外側を蛇行して流れる旧河遺跡であ

る。確認面での幅は38．4仇、延長は撹乱をうけた中間部を含めると78。且仇、河床は平坦で標高は4．507花

を測る。覆土は暗茶褐色砂礫層（30層）である。覆土中から大量の土師器◎須恵器と馬形土製品2点他

が出土した。これにより7世紀後半代と考えられる。

音墳時代後期蛇行洲漉遺構摘Ⅹ錮　◎＄Ⅹ錮　⑳　Ⅹ錮　◎＄Ⅹ錮　⑳　勘錮亀）

これらの遺構はいずれもS沢809⑳SR8且0◎SR8m◎S叔812の4本の旧河遺跡が順次、砂礫の堆積に

よって埋められて形成された蛇行洲上に立地している。

＄Ⅹ轟の3（第50◎53図　図版52－2）水上7区J73グリッドで検出された遺物集中部である。検出面は

赤灰褐色粘土層（19層）で、標高5．02乱を測る平坦面である。基準杭招4より南東2．且3乱の地点に土師

器整形土器且点が出土し、その北側に隣接して土師器棒形土器且点（622）、北東15cmに土師器棒形土器

且点（62且）が検出された。整形土器と棒形土器（62且）はいずれも底部が正位で接地した状況で～　その

うち棒形土器は破損もほとんどなく完形、整形土器はロ綾部◎胴部が底部の周囲に原形のまま土庄で押

しつぶされた状態で検出された。また周辺の同一面からは遺物が出土していないことを考慮すれば、意

図的に置いた状態で遺存していたと考えてよいであろう。年代は、赤灰褐色粘土層がSR809の覆土の

上に堆積していることから6世紀と考えられる。

＄Ⅹ轟の壇（第51◎53図　図版52－3）水上7区J73グリッドで検出された遺物集中部である。検出面は

赤灰褐色粘土層（19層）で、標高5．29乱を測る平坦面である。基準杭J74より南東4．65乱の地点に土師

器整形土器且点が出土し、その周囲の且乱×0．7乱ほどの範囲に土師器棒形土器18点（第53図3～18ほ

か2点）が検出された。整形土器は底部が正位で接地し、整形土器の中に棒形土器6点が正位で積み重

なった状態で、整形土器もろともに土庄で真上から押しっぶされた様相で検出された。またこの整形土

－　78－



≠

㌔ノ・・、・、一　．。　′　言、＿‾　∴）了∴　－∴′．㌔七

一79◎801－－

＋



第41図　水上7区土層図
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5．0m－

4．0m－

28　時灰色粘土層

29．時灰青色粘土層

30．時茶褐色砂礫層（SR812）

31　茶褐色砂礫層（SR811）

32　灰茶褐色砂礫層（SR810）

33．褐灰白色砂礫層（SR809）

古墳後期流路

34　灰青色砂礫層

34㌧　暗茶灰色粘土層

35　黒灰色粘土層（SR807）

36　赤褐色砂礫層

37．灰青色粘土層（下層は砂礫層）

38．灰色粘土層（中世の堆積層）

第43図　水上7区・水上10h区土層断面図
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第46図　水上7区SR807出土土器実測図

0　　　　　興m

第47図　水上7区SX806実測図

一一85　－－

第48図　水上7区SX805実測図



第49図　水上7区SR808出土土器実測図

器に隣接した3個所で棒形土器が底を下にして2個が重なった状態で検出された。また周辺の同一面か

らは遺物が出土していないことを考慮すれば、意図的に置いた状態で遺存していたと考えてよいであろ

う0年代は、赤灰褐色粘土層がSR809の覆土の上に堆積していることから、6世紀代と考えられる。

なお、SX803とSX804は同一層での検出であり、相互の間隔は2mたらずであったものの比高差は

0・27mと大きい。河道の埋積過程での時間差を認めるべきかもしれないが現段階では同時期の投棄として

おく。

SX801（第52・54図　図版53）水上7区H76グリッドで検出された遺物集中部である。検出面は小

礫混りの褐灰色粘土層（17層）で、標高5・21m・を測る平坦面である。基準杭I76より北西2．40m′地点付

近を中心とした1・67几×1・17札はどの範囲から土師器の棒形土器31点（第54図1～30はか3点）、整形土

器1点、手捏土器1点（第54図31）、馬形土製品4点（第54図32～34はか1点）が検出された。出土土

器の大部分は底部が正位で接地し、完形のまま検出されている○棒形土器は半径40cmはどの円弧状に配

－86－



列されたものの11点とその内側に置かれているもの8点（整形土器1点を含め合計9点）、さらに円弧の

外側に位置するもの6点が認められた。土馬は蹄形土器の北側に隣接して3点、南東側に1点が出土し、

北側の土馬には手捏土器1点も伴出した。

出土した蹄形土器33点のうち28点は口径・器高ともに均一で、他の5点はやや大型であった。

このように杯形土器を円弧を基調として配列し、その周囲に土馬と手捏土器を置くSX801の形態は

土馬を用いる祭祀跡と考えてよいであろう。なお年代は遺物の特徴と覆土から7世紀後半代と推定した。

＋

622濠
50cm

ヤi
形土器

第50図　水上7区SX803実測図

第52図　水上7区SX801実測図
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二二l：＿

627－1　　　10

SX803　1－2

SX804　3－18
？　　　　　　　　　　　lCcm

第53図　水上7区SX803・SX804出土土器実測図
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第54図　水上7区SX801出土遺物実測図
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＄Ⅹ轟の望（図版5巨つ無3）プ軋厳封区亙撒グリッドで検出された遺物集中部である。検出面は褐灰色粘

土層0層　で淘標高は。掴鶴を測る平坦面である。基準杭招よ　北。胡m地点付近を中心とした。

且鵜×0。6mほどの範囲に人形土製品3点海馬形士製品5点が検出された。人形土製品はほぼ完形で出

土したものが温点（図版5…の鴇　下半身を欠損したものが　点であった。馬形士製品は頭部片が3点惚

胴部片が且点鴇尾部が温点であった。このほかに馬形土製品の胴部か人形土製品の胴部か判別の難しい

ものがⅢ点出土した。以上の土製形代は散乱した状態で検出され配置性は認められなかった。また周辺

の同一面からほ土製形代類やSX鋤　のよ　な一括性をもつ土器は検出されなかった。このことからS

X802は人形土製品◎馬形土製品のみが一括して投棄されたものと考えられる。年代は覆土の状況から鴇

7世紀後半代と考えられる。

∴　＿　‘／∴′′∵メ・・　竹上′ノ／：バ　r！）く．′「∴．′′′⊥ン、！ノ㌧、こ、∴与．十十告上早言・、ソノ＼ら一・′

へ流れる溝状遺構である。確認面での延長は漫8。8ァ恥目指は0強新鶴∴綴さば雄成釦かを測る。Sm鋸　の検

出面は標高5833mの平坦面であり鴇赤灰褐色粘丑層（19層）の上面にあたる。覆土は褐灰色粘土（膵層）

であり淘覆土中から土製形代と考えられる破片温点と土師器片が検出された。年代はSⅢ6漫8がSR8Ⅲ

内に堆積した砂礫層をも掘り込んで開削されているため淘　7世紀後半代と考えられる。

、こ、。、‥・ハ・．、．∴∴・∴′らく、′　ノ

配鋸　水上　区招　⑳招グ竜　ッ　を中心に検出された旧村道である。確認面での幅はほ。汎淘河床

は平坦で標高は。醐酌である。覆土は暗灰音色粘土層（最下層は粘土混り砂礫層）（29層）である。覆土

中から墨書土器「澗」点　第舶図－2朝地人形丑製品　意海馬形土製品　点他と灰粕陶器◎須恵器

l巨　－′、言／∴　　　　ノノ　′　′、、昌、年言・′∴い′ノ、ノノ　′完　、、二。＿！、

なお水上柑　区では関列鞠閥列にかげて調査区東端に蛇行の屈曲部と思われる淵（最深部榎高説㌘

訊）が検出　れ海底薗よ　出土した土器よ　奈良時代触平安時代の河遠と推定された。あるいは水上7

区S段別3と連続するのかもしれない。

中轡洞道路（第42図－4）

＄既鋸　水上　区踊グ　ッドを中心に検出された旧河遺跡である。確認面での幅は路強断言河床は

平坦で標高は3820軌である。覆土は褐灰色粘土層（最下層は粘土混り砂礫層◎28層）である。覆土車か

ら鴇　しがらみ状遺構SX8盈6（図版髭上欄立言杭列が検出され地漆器椀温点鴇　キセル雁首盈点が出土した。

SR8射平安時代河遺SR鋸　がさらに外側に蛇行した河道であり鴇　しかもSR8腿の上層には近世水

田跡SX崩がある。また出立遺物からも中世から近世にかけての旧河遺跡と考えられる。水上3区で

も検討したように悔　この牒罠別掲は「横井ノ坪」関連の中樫居館の堀としての機能を果していた可能性も

ある。

水上且Ob区ではF75グリッド北半部からF開グリッド繭半部にかけて幅2．5mほどの淵が検出され、

最深部は標高。軌に達していた。底面からは山茶碗が出土し淘平安時代末飽鎌倉時代の河遠の攻撃斜

面側の屈曲部と判断された。

なお水上7区北端部の旧河遺部分は淘昭和50年の大谷土地改良区の工事の一環として異龍沢川の付替

工事に伴い鴇大規模な撹乱を受けたこともあり奈良触近樫の遺物が混在して検出された。

一一一　90－



S。小　　　結

本調査区の最大の成果は、古墳時代中期から後期にかけての水辺の祭祀に関連する遺構を検出できた

ことである。以下にそれらの特徴を指摘したい。

①古墳時代中期から後期にかけての低湿地内溝状遺構SR807での刀形木製品の単独出土は本遺跡から

の出土例としては最も古い刀形である。またこの時代の低地斜面上での土師器の高棒形土器3点と蹄形

土器温点が検出されたSX806は同時代と推定される水上8区SX775とともに古墳時代中期から後期初

頭にかけての水辺の祭祀を考える上ぞ重要な遺構である。

④SR808は、水上8区のSR778とともに旧大谷川河遺形成の初源を考える上で重要な位置を占めてい

る。またSR808に堆積した大量の砂礫中から検出されたSX805の土師器整形土器2個は古墳時代後期

の特異な河道内祭祀と考えられる。

③古墳時代後期の蛇行洲上での祭祀関連遺構は6世紀代の土師器の整形土器と棒形土器のセットから7

世紀後半代の土師器の整形土器と棒形土器および馬形土製品が加わるセット関係の変化が注目されよう。

とりわけSX80且では棒形土器の円弧状の配置などは祭祀の執行状況の一端をうかがわせるものといえよ

う。またSX802は馬形土製品と人形丑製品のみで土器類を伴わない検出例として重要である。

舞摘表　水上？区小穴。溝状遠慮－Yl一覧表

（小　穴）

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ＝ 1 ）
遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S P 6 0 1
l

I 7 5
1

0 ．2 9
】

0 ．2 7
l

0 ．2 ユ
I

0 ．9 3
】

4 ．9 9
】

S P 6 0 2 I 7 5 0 ．3 2 0 ．2 5 0 ．3 5 0 ．7 8 5 ．2 6

S P 6 0 3 I 7 5 0 ．7 9 0 ．5 7 0 ．4 1 0 ．7 2 5 ．2 9

S P 6 0 4 ‡ 7 5 0 ．5 7 0 ．4 2 0 ．2 5 0 ．7 1 5 ．1 8

S P 6 0 5 I 7 5 0 ．5 1 0 ．4 3 0 ．2 2 0 ．8 4 5 ．1 8

（溝状遺構）

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅 深　 さ 遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S D 6 1 8 J 7 3 ・ J 7 4 1 8 ．8 0 ．6 1 0 ．2 9 5 ．3 3 古 墳 時 代 後 期

S D 6 1 9 J 7 3 5 ．7 2 0 ．9 6 0 ．3 7 4 ．9 7

－　91－



水豊　区◎水羞捕逸匿低湿地　第鍼国）

1．概　　　要

現大谷川の右岸にあり、河口起点より933m′上流に位置する。旧太谷川右岸の微高地にあたるこの調

査区は、砂層または砂混りの黄灰色粘土層が基盤をなしている。しかし64列～67列にかけては南西から

北東に調査区を斜めに横切る幅25乱ほどの低地が存在し、低地全体が北東方向に傾斜している（第56図）。

この低地内には上層に黄灰白色粘土（第57図6◎7層）、下層に黒色粘土（10～13層）が堆積していた。

このうち上層の黄灰白色粘土層は平安時代末から鎌倉時代初頭の遺構面であり溝状遺構◎小穴が検出さ

れた。下層の黒色粘土は古墳時代の遺構面であり、G66◎G67グリッドでは微高地から低地へ向かう緩

斜面上に石製模造品を含む大量の土師器群が出土した（第56図）。一方63列以南は表土および客土直下が

基盤層となり、古墳時代前期の井戸状遺構SE8、同じく古墳時代前期の清拭遺構SE温2、古墳時代後期

の土坑SP軋平安時代後期の土坑SP且7などが検出され、年代推定困難な他の遺構も含めて古墳時代

前期から鎌倉時代までの遺構が同一面で混在している。このうち溝状遺構は東西方向のものと南北方向

のものが直交するように存在し、ほぼ同一の方向性を有するが、確認面が後世の撹乱を受けているため

遺構底面のみが確認されたものが多くほとんどの年代推定が困難でその性格は不明である。このほか小

穴が多数検出されたが、住居跡◎建物跡と認められるものは存在しない。

霊。遺構各説

溝状遺構

＄勘趨　G63グリッドからH64グリッドにかけて、調査区内を東西に横切る。確認された延長は且2．4方、

幅は0。86～1。28m、深さは最大で私21mである。覆土中より祭祀用の小型高球形土器の脚部が出土し

ている（第60図ユ0）。伴出遺物より古墳時代後期と推定される。

＄泌錮　H59グリッドからI59グリッドにかけて、調査区内を東西に横切る。確認された延長は8．07花、

幅はユ・30～ユe41m、深さは最大で0」4mである。覆土中より土師器の祭祀用小型獲形土器（第60図は）

が出土している。小型婆形土器の形状から古墳時代後期と推定される。S王）4◎Sり29ともほぼ同方向

であること、底面の標高が6。Om前後とほぼ同一であること鴇幅が1。28m、呈。41mと近似しているこ

ともわずかな出土遺物の中に祭祀用小型土器1点が含まれていることなど共通点を有している。

＄⑳凰望　H60◎H61⑳H62グリッドの東端に延長犯70m、幅l。00mで円弧をえがくように存在する溝

状遺構で、南側⑳北側ともに屈曲部より先を現大谷川により破壊されている。出土遺物より古墳時代前

期であると推定される。

土　　坑

＄野望　確認面で長径且。88m、短径且。58肌鴇深さ0．43乱の長円形の掘り方を持っ丑坑である。盃形の手

軽土器且点が検出され、伴出した土師器埠から古墳時代後期と推定される。

＄㌘盈嘗　確認面で長径上32m、短径且。05乱の長円形プランをもち、深さ0．4且肌を測る。出土した灰粕陶

器より平安時代後期と推定される。

＄㌘趨凰　確認面で長径1．20m、短径思。06仇のほぼ円形のプランをもち、深さ0．59mを測る。底面で土師

器杯と曲物の一部が検出され、古墳時代後期と確認された。
●

井炉状遺構

＄濫轟（第m8図）調査区の東端で検出されたため5分の2程度を現大谷川により破壊されていた。確認

できる範囲で径2。72乱の半円形で、深さ且。277花を測る。3段階の掘り方をもち素掘りである。出土した

土師器より古墳時代前期と推定される。

＄濫盈3（第119図）調査区の西端で検出されたため東西方向が長軸となる円形プランの東側5分の3のみ
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が確認された。推定長径3。30m海短径2。42臥言深さ私那乱である。品さ。鵬軌の方形と推定される井戸

枠の東辺のみが残存していた。且0．甜X。αの　本の角材を隅に置き淘　その間に幅。撒‰摘。撒ほど

の縦板4枚をならべて井戸側としている。繭辺では長0。42酌の横磯のみが検出された。井戸側内部は径

0．62乱の曲物をはめ込み水潜としている。また水潜の中央部からほ径。卸鶴の手桶状の曲物が検出され

ている。上層より出土した須恵器杯より埋没年代は奈良時代と推定される。

＄Ⅹ錮凌（第56図⑳第58図）64列‰67列にかけての低地内には地　66列‰67列に南西から北東方向に調査

区を横切る幅2。8‰4。0乱ほどの溝状地形SR673があり淘　グライ化した粘土が20C帯ほど堆積していた（第

57図8◎9層）。この層の下部からは土師器片と古墳時代車期末‰後期初頭に比定される須恵器線　点と

木片が出土した。この溝状地形SR673は南西から北東方向に緩やかな傾斜があり淘増水時には排水路的

な役割をしていたと考えられる。溝状地形　罠酢　に向か　南東向の緩斜面から石製模造品を含む多量

の土師器群が検出され、SX624と呼称した。

出土遺物と状況　遺物群のうち標高6識汎ほどまでにあるものは上に童灰白色粘土が堆積しているが、G

67グリッドの。猟以上のものは表土あるいは客丑直下に存在するため若干の撹乱を受けていた。コン

テナ30箱以上におよぶ土師器は鴇破片がほとんどで淘集中部では折　重なるよ　に出土している。復元

は困難なものが多く土器全体の形状が確認されたものは墟点のみであったが淘器種が判別できるものを

一個体として扱うと且68点を数える。

出土状況から土師器群をa触dの4群に分割した（第58図）。このうちa群とd群は集中が著しい所で

ある。a群は微高地末端部に位置し淘土器群の内で最も標高の高い部分にあたる。丑器は破損が激しく

各器種器型の破片が混在していた。a群の特徴は有孔閏板　点鴇剣形模造品　点を含むことである。丑

器はa～d群で最も多数の57個体を確認したが鴇一個体として認識できないものが多　実際にはより多

数であると考えられる。器種構成をみると高棒形丑器38。6％海相形土器33。鼠％と二器種でその大半を占

めも壷形土器別。％と続き、台村整形土器　点と手捏ね丑器虹色も含まれている。他群にくらペ増形土

器が高い比率を示している。

b群はa群に隣接して南に位置する。a群が小破片の混在であるのにくらべ完形品が多い。特に中心

部仕且乱×且。27礼の範囲）では高棒形土器3点海相形土器3点、壷形土器3点鴇整形土器4意地　台村護

形土器温点、台村怨形土器且点の計且5点が置かれ鴇　このうち高棒形土器温点海相形土器温点、壷形土器

温点、整形土器温点鴇台付怨形土器温点はほぼ完形で出土している。器種構成では壷形土器◎整形土器

◎台村整形土器で総個体数の半数を占めている。個体数が少ないので一概には言えないが戦地群にくら

べ際立った特徴である。中心部を除く周辺は破片の散乱と考えられ淘中心部のみは原位置をほとんど動

いていないと考えてもよいだろう。

C群は土器の分布が他の群にくらべ希薄で破片が多く復元された個体も少数である。他の群の土器が

散乱したものと想定してよいだろう。

d群はa群とともに土器の集中が著しいが、位置的にはa群が微高地末端部であるのに対し、微高地

から溝状地形SR673にいたる緩斜面上にあ　溝状地形に沿　よ　に存在している。溝状地形および低

地全体を意識した分布とみてよいだろ。a群同様小破片が混在している。器種構成では高棒形丑器が

42甘％と高いが、これは高棒形土器が比較的個体として認識しやすいとい　条件によるところが大きく

実際には多量の破片の大半を整形土器◎台付整形土器が占めている。特に台村整形土器が他群にくらべ

て多い。滑石製模造品では勾玉且点も管玉温点が出漉している。なお臼玉はa群とb群で72点、C群と

d群で212点出土している。

ともに集中出土したa群とd群では器種構成において大きな差異がみられる。a群は童形土器が多く

整形土器では台付のものが2点のみで平底のものはみられない。これに対しd群では壷形土器は温点の
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みで、整形土鼠台村整形土器が多い。b群は壷形土器、整形土器は同数である。a群の壷形土器には

古い要素をもっものが多く、①a群④b群③d群の推移が考えられる。

ま　と　め

侶　土師器群は祭祀の後廃棄した跡と考えられる。その根拠として次のことがあげられる。

①有孔円板6点◎剣形2点◎勾玉且点◎管玉且点の滑石製模造品が出土している。

㊤高舞◎柑形土器で全体の60％以上を占め、手捏ね土器も含め祭祀的性格の強い土器構成になっている。

③微高地の末端部と低地にいたる緩斜面に位置し、緩斜面の土器群は南東の溝状地形に沿うように分布し

ている。

④土師器群は破片が散乱しているが、ある程度のまとまりをもっている。また溝状地形内には微高地に

みられるような土器の集中はない。

（2）出土遺物はa～d4群に分けられ、C群を除きea群④b群④d群の推移がみられ、古墳時代前期

末葉～中期と考えられる。

3。小　　　紀

本調査区64列から67列にかけて検出された低湿地は現大谷川をはさんでさらに北東側へと続いている。

水上7区72列から75列にかけて訝査区を南西から北東方向に斜めに横切る幅20mほどの帯状の低湿地が

認められ、この低地の南東側の端には幅3乱ほどの溝状地形（SR807）が存在する。この状況は本調査

区の低湿地および溝状地形（S罠673）とほぼ同じであり、いずれも南西～北東方向の傾斜を有している

ことから2つの低湿地および溝状地形は連続するものと考える。出土遺物より古墳時代中期から後期初

頭まで機能していたものと推定され鴇旧大谷川未発達段階の低湿地に沿った流れの一つと考えられる。

斉川衰　水上　区選炭還億Ll一覧表

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 延　 長 幅 深　 さ 遺 構 面 標 高 特　 記　 事　 項

S D 4 G 6 3 12 ．4 0 上2 8 0 ．2 1 6 ．16 古 墳 時 代 （後 期 ）

S D 6 G 6 3 9 ．2 0 0 ．9 6 0 ．0 5 6 ．2 5

S D 7 H 6 3 1 1 ．9 0 1 ．1 4 0 ．1 5 6 ．1 6

S D l O H 6 3 3．5 0 0．5 4 0 ．0 8 6．2 3

S D l l H 6 ユ 8 ．3 0 1．2 7 0 ．1 4 6．2 3

S D 12 H 6 0 2 0 ．7 0 1．0 0 0 ．1 1 6 ．18 古 墳 時 代 （前 期 ）

S D 14 H 6 2 6 ．0 0 1．2 8 0 ．0 4 6 ．ユ9

S D 2 0 H 6 2 7 ．5 0 1．6 2 0 ．2 9 6 ．2 i

S D 2 5 G 6 4 1 0．1 0 0 ．3 2 0 ．0 3 6．2 9

S D 2 9
月

H 5 9 8 ．00 （1．4 1 ） 0．ユ4 6．0 5 古 墳 時 代 （後 期 ）

S D 2 1 H 60 4 ．3 0 2．0 2 0 ．14 6 ．0 6

1盛土
2　灰黄色粘土層（客土）

3　黄褐色粘土層（客土）
4　灰茶色粘土層（耕作土）

5　茶褐色粘土層（耕作土）

芸鵠鵠矧報時代末～中世祝頁遺構面

需富農震）sR673覆土

黒茶色粘土層
黄黒色粘土層
黒茶色砂質粘土層
黒色粘土層

第55図　水豊凰⑳亀匡低湿地丑層断面図
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：′．‥′、ご　　　　　′ノ　　ミ　　∴　一、‾　　三∴′、′

遺構番号 グリ　ッド 長　 径 短　 径 深　 さ
長　短比

（長径二1）
遺構而標高 特　 記　 事　 項

SP l G 63 上77 上70 0．24 0．91 6．26
i

SP2 G 63 上88
i

上58 0．43 0．84 ！ 6・2護 古墳時代（後期）

SP 3 H 64 0．51 0．46
「 …

0．90 6．25

SP 9 H 64 0．72 0．68 0．16 0．94 6．29

SP 15 G 61 0．68 仕56
i

0．07 0．82 6．23

SP 16 H 59 上00 0．83 0．55 0．83 6．10

！

SP 17 H 61 上32
i

L 05 0．41 0．80 6．18 平安時代

SP 19 H 63 0．99 仕67 仕09 0．68 6」7

SP21 H 60 上04 0．86 0．21 0．83 6．33

SP22 G 64 0．21 0．20 0．18 仕95 6．17

SP23 H 62 0．90 0．65 0．15 0．72 6．29

SP24 H 62 0．72 0．58 仕19 仕81 6．22

SP26 H 64 0．26 0．24 0つつ 0．92 6．16

SP 27 G 62 上10 仕80 0．27 0．73 6．16

丘17SP 28 G 61 1．10 0．82 0．68 仕75

0潮 ！ 五日〕
i 屠

SP lr1
繍　　　）　◆　））　　　I

H 鮒　 i のき7温　 ！ 0－6壕　 i 私22　 ［l　SP男1
‰㌦　Jh－　　　ヽ＿′　ヽ＿′

i H 60 j　　O．71 i O－鍼 i のぁ22 ！ 0潮 ！ 6調 i　　　　　　　　　　　　　　　　 j
i　　　　　　　　　　　　　　　　　 逐

SP 34 H 60 0．84 0．74 0．06 0．88 丘31

SP35 H 60 0．53 仕50 0つ2 0．94 6つ4

SP36 H 63 0．74 0．69 0．02 0．93 6．25

SP37 H 61 0．50 0．50 0．22 上00 6．17

SP38 G 63 0．58 0．50 0．11 0．86 6．17

SP39 G 62 0．74 0．66 0」1 0．89 6．16

SP41 H 62 1．20 1．06 0．70 0．88
！ 5・95

古墳時代（後期）

SP42 H 63 0．38 0．32 0．23 0．84
！ 6625

SP 43 H 61 0．76 0．68 0．36 0．89 6．20

SP 44 H 63 0．50 0．42 0．14 0．84 6．14I

SP 45 G 63 0．54 0．37 0つ4 0．69 6．18

SP 46 H 61 0．60 0．60 0．07 上00 5．48

SP 47 H 60 0．31 0．28 0．24 0．90 6．32

SP48 H 62 0．73 0．41 0．03 0．56 6，29

SP49 H 61 0．40 0．24 0．15 0．60 6．19

SP 151 H 61 0．34 0．30 0．06 0．88 6．26

SP 152 H 61 0．50 0．38 0．28 0．76 6．26

SP 153 H 61 0．32 0．28 0．04 0．88 6．28

SP 154 H 61 0．48 0．27 0．18 0．56 6．18

SP 155 H 61 0．38 0．38 0．13 上00
6018 ［
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第59図　水上10a区SX624a群出土土器実測図
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水上10区SX624a群出土土器（ト3）

13　　　　　　SP17　84

第60図　水上4区・水上10a区遺構出土土器実測図
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SX624b群出土土器実測図

＿　二十
4　　　　　　　306

∠二二：＝⊃
1　　　　701

∠＝：＞　　◎1〕＋㊥一目
2　　　611　　　6　　295－1　　7　295－2

SX624石製模造品実測図

第61図　水上10a区SX624出土遺物実測図
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第62図　水上10a区SX624d群出土土器実測図
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二言　′∴′　′′　　1つく、こ∴こ　ナ．‥　∴一二　号ノ　二？．

i a　 群 i b　 群　　 C　 群　　 d　 群　 その　　 合　 計

個体数　 ％　 個体数　 ％　 個体数　 ％ i個体数　 ％　 個体数庫鵬可　 ％

高 球 形 土 器 i 22　い さ5　 6　 2 。3 竪⊥里⊥」聖⊥車重⊂車T l ㌃持前

壷　 形　 キ　 羞つ　 上2 日服T 「「持前 6 i 2806　 1　 2．6
5 29　　17．3

整　 形　 土　 器 」 」 三 二 重 丁 ‾ 「 「 「 丁 五
14　　　8．3

台付整形土器 己 ま 正 三 工 車 「 「
5　　 12．8 日　 9 】 5．4

柑　 形　 土　 器 壁 上 墾 ‖　 尋つ 読手 「 手 下 議
8 20．5 1　　　 35　　20．8

台付盈形土器　　 1　 1．8　　 1　　 4．5 i 2 上2
手　捏　ね　土　器 1 日 8　　　　　 i i ！　 十 1 0．6
器　台　形　土　器 Ii 2　　　　 2 2
合　　　 計　 関　　　 目 2 21　　　 39　　　 29　日 68

有　 孔　 閏　 坂　　 4　　　　　 i l
1　　　　　 6

剣　形模　造　品 2 ！ 2
勾玉形模造品 i　 ユ

1
管玉形・模造品 l 1
目　　　　　　 玉　　 品群　群合わせて　　　 閃 C群d群合わせて　　 212 284

ノ：－．一　ュr　言‾．∴羊∴

且　概　　　要

一日＼ン＼1・ノノ′・、′：・　言晶・・・′、∴－・ノノ′・！＼く一、シ．ら　　ノ（穴　∴、′′墨や・′年、一言こ・て

れてお　淘北東から南西方向の流れが北西から南東方向へと大き　蛇行する攻撃斜面となっている。水

上摘a区はこの蛇行の外側の微高地にあたる。前述の闘列よ　続く砂層が基盤をなしているが鴇場所に

よっては上層に黄灰色粘土が堆積し基盤となっている。開列から開列にかけてはこの黄灰色粘土を採掘

した跡が見られ淘近怪以降のものと推定される。またこの粘土採掘跡底面の砂層では採掘により破壊さ

れた井戸状遺構海溝状遺構淘小穴が検出された。水上　区⑳水上摘a区椚列以南と同様に表土および客

土直下が基盤層であるため淘同一面で古墳時代前期から中樫初頭までの遺構が混在する。

慧　遺構番説

式ノ．ノ、：誉軽

＄勝感鍼　G69⑳G開グリッドで検出された南北方向の溝状遺構である。北端は近樫以降の粘土採掘に

∴′ノて十、ノ′・、・．、′！：㌃二′：予言′主∵らノ！・・十・∴1∴て　′′′′：∴｝・！一　つ？リ・、Jj信ら挟、て′言！1こ

を測る。出土した土師器より古墳時代前期と推定される。

＄⑳錮　G関グリッドで検出され鴇北端を旧大谷腕南端を近世以降の粘土採掘およびSE65日こよ

り切られている。確認面で延長3082m鴇幅且や且2吼鞠温057m鴇深さの。24仇を測る。覆土中より手捏ね土

器3点が出土した。出土した土師器より古墳時代中期と推定される。

豊既状遺構

＄㌘閲の　G69◎H69で検出された。確認面で長径2。且6m短径且。30mの長円形のプランを有する土坑で

深さは0・89mである。覆土中より石製紡錘車が　点出土している。伴出した須恵器より奈良時代と推定

される。

＄㌘鵬　Gmグリッドで検出され鴇確認面で最径2802鵜鴇短径　の約mの最円形のプランをもち鴇　深さ

0・33mを測る。底面には多数の小礫が置かれていた。上部は近樫以降の粘土採掘により破壊されていた。
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荒丹表　八11告、－フく工早、し∴∴崇‥覧衰

I i ！ ！ ＼⊥ノく．1エ　　　　⊥　ノ

S P 5 9 7 G 6 5 ！ 0 ・70 i o ．38 ！ 0 ．0 2
0 ．54

i 5 ．7 9

S P 5 9 8 H 6 5 0 ．9 0
i o ．90

0 ．6 2 上0 0 5 ．7 5

S P 6 2 0 G 6 6 0 ．14 0 ．1 3 0 ．12 0 ．9 3 5 ．9 4

S P 6 2 1 G 6 6 0．2 1 0 ．15 0．0 9 0 ．7 1 6 ．0 7

S P 6 2 2 G 6 6 （0 ．6 0 ） 0 ．4 4 0．1 4 （0 ．7 3 ） 5．6 4

S P 6 2 9 G 7 1 2 ．0 2 1．6 0 0 ．3 3
i o．7 9

5．8 7 古 墳 時 代 （後 期 ）

S P 6 30 G 6 7 0 ．8 5 0．7 2 0 ．10 0 ．8 5 6 ．0 9

S P 6 3 5 G 7 2 0 ．4 5 0 ．3 6 0 ．3 3 0 ．8 0 6 ．12

S P 6 3 6 G 7 2 0 ．8 4 0 ．7 2 0 ．1 6 0 ．8 6 6．13

S P 6 38 F 7 2 0 ．8 2 0 ．5 4 0．0 2 0 ．6 6 6 ．1 4

S P 6 39 F 7 2 0 ．6 6 0 ．4 0 0 ．2 1 0 ．6 1 6．1 3

S P 6 4 0 G 7 2 0．3 2 0．2 9 0．1 5 0．9 1 5．9 4

S P 6 4 1 G 7 2 0 ．30 0 ．28 0 」 8 0 ．9 3 5．9 2

障 p 6 4 2
G 7 2 2 ．16 2 ．0 3 0 ．5 5 0 ．9 4 5 ．9 6

障 p 6 4 3
G 7 2 0 ．4 8 0 ．4 6 0 ．1 3 0 ．9 6 5 ．9 0

i s p 6 4 5
G 7 2 0 ．3 8 0 ．2 8 0 ．1 6 0 ．7 4 5 ．9 1

S P 6 4 6 G 7 2 0 ．8 4 0 ．4 6 0．2 0 0 ．55 6 ．0 4

S P 64 9 G 7 2 0 ．28 0 ．2 6 0 ．2 1 0．9 3 5．9 7

S P 6 5 0 G 7 2 0 ．3 4 ［ 0 ・3 2 0 4 9 0 ．94 5 ．9 4

i s p 6 5 2
G 7 0 0 ．4 1 0 ．20 0 ．0 7 0 ．4 9 6 ．0 5

i s p 6 5 3
G 7 0 0 ．2 8 0 ．2 6 0 ．0 4 0 ．9 3 6 ．10

i s p 6 5 4
G 7 0 0 ．3 5 0 ．2 2 0 ．0 3 0 ．6 3 6 ．0 9

S P 6 5 5 G 7 0 0．7 4 0 ．4 7 0．0 4 0 ．6 4 6 ．1 2

S P 65 6 G 7 0 0 ．2 1 0 ．2 0 0．0 4 0 ．9 5 6」 2

S P 6 58 G 7 0 0 ．74 0．4 5 0 ．12 0．6 1 6．0 8

S P 6 5 9 G 7 0 0 ．7 2 0 ．6 2 0 ．0 4 0 ．8 6 6 ．10

S P 6 6 0 G 7 1 1．5 4 1．0 6 0 ．1 8 0 ．6 9 5 ．6 9

S P 6 6 1 G 7 1 上 7 4 1．0 6 0 ．4 0 0 ．6 1 5 ．6 5

S P 6 6 2 G 7 1 上 7 1 0 ．6 6 0 ．48 0 ．3 9 5 ．6 3

S P 6 64 G 7 1 0 ．6 4 0 ．6 2 0．1 5 0．9 7 5．6 3

S P 6 6 6 F 7 1 0 ．5 1
I

0．4 9 0 ．2 2 0 ．9 6 5．9 3

S P 6 6 7 F 7 1 1．0 2 0 ．7 6 0 ．0 9 0 ．7 5 5 ．8 2

S P 6 6 8 i F 7 1 0 ．2 2 0 ．2 1 0 ．0 7 0 ．9 5 5 ．9 3

S P 6 7 1 F 7 1 0 ．3 0 0 ．2 4 0 ．0 3 0 ．8 0 5 ．8 8

S P 6 7 5 G 6 9 1 ．4 1 0 ．8 8 0 ．3 6 0 ．6 2 6 ．0 4

S P 6 7 6 G 6 9 0 ．6 6 0 ．5 5 0．0 7 0 ．8 3 5．9 0

S P 6 7 7
G 6 9 i

0 ．74 0 ．6 5 0 ．14 0 ．8 8 5 ．9 9

S P 6 7 8 ！ G 7 1 i
0 ．3 8 （0 ．3 2 ） 0 ．2 5 （0 ．8 4 ） 6．0 5

S P 6 8 0 i G 6 9 ！
（0 ．7 2 ） 0 ．7 0 ！ 0 ．3 3 i

0 ．9 7 5．9 2
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ここ1 ）

遺　 構　 面

標　　 高
特　 記　 事　 項

S P 6 8 1 G 6 9 0．5 2 0．4 2 0．12 0．8 1 5．8 1

S P 68 2 G 6 9 0．5 8 0．4 2 0．2 1 0．7 2 5．76

S P 68 3 G 6 8 1．8 4 1．4 8 0．2 9 0．8 0 5．5 7

S P 6 8 4 G 6 8 0．8 0 0．6 1 0．1 9 0．7 6 5．5 5

S P 6 8 5 G 6 9 1．7 1 0．9 8 0．3 7 0．5 7 5．9 3 古 墳 時 代 （中期 ）

S P 6 8 7 G 7 1 0．9 0 0．7 8 0．0 6 0．8 6 6．0 7

S P 6 8 8 G 7 2 0．7 0 0．4 8 0．2 7 0．6 9 5．9 1

S P 6 8 9 G 69 0．9 6 （0．6 7 ） 0．15 （0．70 ） 5．9 1

S P 6 9 1 F 7 2 0．9 4 0．9 0 0．3 9 0．9 6 6．0 6

S P 6 9 2 F 7 2 0．8 2 0．5 5 0．1 5 0．6 7 6．0 7

S P 69 3 F 72 0．2 2 0．2 0 － 0．9 1 6．1 1

S P 6 9 4 F 7 3 0．4 8 0．4 5 0．2 4 0．9 4 6．0 5

S P 6 9 5 F 73 0．5 2 0．4 5 0．2 4 0．8 7 6．0 9

S P 69 6 F 7 2 0・？5 0．5 8 0．28 0．8 9 6．0 3

S P 6 9 7 F 7 2 0．6 0 0．4 2 0．2 1 0．70 5．9 1

S P 6 9 8 F 7 3 上5 6 1．4 2 0．4 4 0．9 1 5．6 7

S P 6 9 9 F 7 3 0．4 2 0．3 0 0．13 0．7 1 5．9 8

S P 7 0 0 G 6 9 2．1 6 上3 0 0。8 9 0．6 0 5．6 9 奈 良 時 代

S P 7 0 1 F 7 4 0．7 5 0．6 6 0．16 0．8 8 5．98

S P 7 0 3 G 7 1 （上0 7 ） 0．9 0 0．10 （0．8 4 ） 5．68

S P 7 0 4 G 7 1 0．6 8 0．5 9 0．12 0．8 7 5．58

S P 7 0 5 F 7 1 上0 4 0．34 0．4 3 0．3 3 5．8 8

S P 7 0 6 F 7 1 （0．6 4 ） 0．5 4 0．2 7 （0．8 4 ） 5．7 5

S P 70 7 G 7 1 （0．3 4 ） 0．3 2 0．1 7 （0．9 4 ） 5．7 8

S P 70 8 G 7 1 0．4 2 0．3 4 0．1 2 0．8 1 5．6 6

S P 70 9 G 7 1 0．7 2 0．6 2 0．1 5 0．8 6 5．7 2

S P 7 10 F 7 3 0．6 1 0．3 6 0．1 3 0．5 9 5．9 8

S P 7 1 1 F 7 3 0．5 9 0．3 2 0．0 9 0．5 4 5．5 0

S P 7 13 F 7 2 0．1 6 0．1 6 0．0 8 上0 0 6．0 7

S P 7 15 G 7 2 上0 6 0．4 0 0・2．0 0．3 8 6．0 9

S P 7 1 6 G 7 3 0．5 6 0．48 0．17 0．8 6 5．8 7

S P 7 1 7 F 7 3 1．0 6 0．9 0 0．1 1 0．8 5 6．1 1

S P 7 1 8 G 7 3 0．3 0 0．2 8 0．0 5 0．9 3 5．8 1

S P 7 1 9 G 7 3 1．3 6 0．6 2 0．1 4 0．4 6 6．0 9
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箪；二C再　試　こl、・Cうく‘日工）三当主J苦衷

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長径 ＝ 1 ）

遺　 構　 面

標　　 高
特　 記　 事　 項

S P 5 4 5 C 8 2 0 ．6 8 0 ．6 0 0 」 7 0 ．8 8 6 ．06

S P 5 5 6 C 8 3 0 ．7 6 0 ．2 6 0 ．12 0 ．3 4 6．0 3

S P 5 5 7 C 8 3 0 ．5 0 i　 私 4 2 0 ．2 0 0 ．8 4 6 ．1 5

S P 5 6 6 i C 8 3 i 用 6 i O や7 2 ！ 0・1 2 私 6 8 ！ 5せ9 6
j

S P 5 6 7 C 8 2 0 ．6 6 0 ．5 2 0．1 2
i o。79

6 ．0 7

S P 7 2 2 E 8 1
i 私 4 8

0．4 0 0．0 3
i o．8 3

5 ．5 8

S P 7 2 5 D 7 9 0 ．7 1 0．6 8 0 。2 3 私 96 5 ．9 9

S P 7 26 D 7 9 0 ．4 8 0．3 2
！

0 ．0 8 0 ．6 7 6 ．0 0

S P 7 2 7 l D 79 i 1・3 8 i 上 14 0 ．8 5 ！ 0 ・8 3 ［ 5 ・9 8 古 墳 時 代 （前 期 ）

S P 7 28
i

D 79 0 ．9 4 0 ．8 8 0 ．5 6 0 ．9 4 5 ．9 9

S P 7 29 D 79 L 14 上0 2 0 ．2 4 0 ．8 9 6 ．0 3

S P 7 30 D 8 1 0 ．2 2 0 ．18 O J 掲 i 0 ．8 2
i

5．8 2

S P 7 3 2 D 8 2 0 ．5 6 0 ．4 8 0 ．2 1 0 ．8 6 6．1 4

S P 7 3 3 D 8 2 仕 2 2 0 ．2 0 0 」 0 0 ．9 1 5．9 6

S P 7 3 4
F

D 8 2 0 ．2 0 0 ．2 0 0 」 3 上 0 0 6．1 4

S P 7 3 5 D 8 2 0．2 5 0 ．2 4 0．2 5 0．9 6 6．0 0

8　S P 7 3 6 i D 8 2　 i 0．40　 ［ 0 ．3 3　 i ′「l　　　－1　′一ヽU ．1 ∠　　 1 0．8 3　 i 6．0 6　 ［ 義ー　S P 7 3 6 ー　　 D 8 2 －　　 0．4 0 1　 0 ．3 3 i　　　　　　　　′「l　　■　′一ヽU ．1 ∠ －　　 0．8 3 －　　 6．0 6 ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯

S P 7 3 7 D 8 0 0 ．3 4 0．3 1 私 0 9 0．9 1 6 ．0 1

S P 7 3 8 D 8 0 0 つ 4 仕 1 2 0 ．1 3 0．8 6 5 ．9 4

S P 7 3 9 D 8 1 0 ．4 6 0 ．2 2 0 ．1 3 私 4 8 5 ．9 8

S P 7 4 0 D 8 1 0 ．2 5 0 ．2 3 0 」 2 0 ．9 2 5 ．8 5
［

S P 7 4 1 D 7 9 0 ．4 7 0 ．3 6 0 」 0 0 ．7 7 6 ．0 2

S P 7 4 2 ！ E 8 0 0 ．1 8 0 ．1 8 0 ．0 9 1．0 0

】

6 ．1 2

S P 7 4 3 E 8 0 上 2 5 0 ．9 6 0 ．2 0 0 ．7 7 5 ．9 2

S P 7 4 4 E 8 0 0 」 8 0 ．1 6 0 ．0 3 0 ．8 9 5 ．8 0

S P 7 4 5
i
＋　　 D 8 0 0 ．3 2 0 ．2 4 0 ．1 5 0 ．7 5 6 ．0 0

S P 7 4 6 D 8 1

巨

0 ．2 2 0 ．2 0 0 ．0 7 0 ．9 1

童

5 ．9 7

S P 7 4 7 D 8 0 0 誹 〕 i
1 0 ．1 0

0．1 2 上 0 0 5．8 6

S P 7 4 8 D 8 0 0．2 0 0 ．1 8 0 ．0 6 0 ．9 0 5 ．8 6

S P 7 4 9 D 8 0 0．2 2 0 ．2 2 0 ．0 6 上 0 0 5．9 0

S P 7 5 0 D 8 0 0 ．1 4 0 」 4 0．0 4 上 0 0 5．8 6

S P 7 5 1 D 8 0 0 ．1 1 0 ．1 1 0．0 5 上 0 0 5．8 5

S P 7 5 2 D 8 0 0 ．2 6 0．2 0 0 ．1 4 0．7 7 5．8 4

S P 7 5 3 D 8 0 0 」 8 0 ．1 1 0 ．0 6 0 ．6 1 5．8 3

S P 7 5 4 D 8 0 0 ．2 1 0 ．2 0 0 ．0 6 0 ．9 5 5．8 4

S P 7 5 5 D 8 0 0 ．1＿5 0 ．1 4 0 ．0 5 0 ．9 3
l

5 ．8 3

S P 7 5 6 D 8 0 0 ．2 3 0 ．1 9 0 ．0 6 0 ．8 3 5 ．9 4

S P 7 5 7 D 8 1 0 ．2 3 0 ．1 7 0 ．0 5 0 ．7 4 5 ．8 6

S P 7 5 8 D 8 1 （0 ．4 2 ） 0 ．3 7
l

0 ．0 6 （0 ．8 8 ） 6 ．1 1
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遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長　 短　 比

（長 径 ＝ 1 ）

遺　 構　 而

標　　 高
特　 記　 事　 項

S P 7 5 9 E 7 7 上5 2 上3 4 0．3 8 0．8 8 5．8 3

S P 76 0 E 7 7 0．7 6 0．7 4 0．2 0 0．97 5．8 7

S P 7 6 4 E 7 7 （上8 0 ） 上68 0．3 7 0。9 3 5 ．7 4 平 安 時代 末

S P 7 6 7 E 7 8 i 0．8 4 0．7 8 0．7 1 0．9 3 5．6 8

S P 7 6 8 E 8 0 0．8 0 0．6 4 0」5 0．8 0 5．6 8 古 墳 時 代 （後期 ）

S P 7 6 9 E 8 0 0．8 8 0．4 1 0．2 1 0．4 7 5．6 0

S P 7 72 D 8 2 0．3 5 私2 4 0．0 8 0．6 9 6．0 1

S P 7 7 3 D 8 2 0．2 3 0．2 0 0．0 9 0．8 7 6．1 5

笠亘童．言∴㍉－：L叉葺弓、∴喜，音一　覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 廷　 長 幅

［

深　 さ

！
遺　 構　 而

標　　 高
特　 記　 事　 項

S D 5 8 9 G 6 5 1 0 ．3 0 上 0 2 0 ．3 1 5 ．7 0 平 安 時 代 末

S D 5 9 0 G 6 5 4 ．9 0 0 ．4 5 0 ．0 3 5 ．7 8

S D 5 9 1 G 6 5 4 ．4 0 0 ．4 3 0 ．0 3 5．7 5

S D 5 9 3 G 6 5 0 ．7 3 0 ．6 6 0 ．0 5 5．7 3 平 安 時 代 末

S D 5 9 4 G 6 5 1 上 0 0 上0 6 0．0 4 5．5 9 平 安 時 代 未

S D 5 9 5 G 6 6 5 ．2 0 上 3 4 0．2 6 5 ．8 7

S D 5 9 6 G 6 5 3．7 1 0．7 8 0 ．3 0 5 ．5 8

S D 5 9 9 G 6 5 2．4 0 0 ．3 1 0 ．0 4 5 ．7 4

．S D 6 0 0 G 6 5 3 ．7 1 上0 8 0 ．1 6 5 ．8 5

S D 6 2 3 G 6 6 1．5 0 0 ．2 4 0 ．0 4
】

5．9 8

S D 6 2 8 G 6 7 3 ．6 0 上9 2 0 ．0 5 6．1 3

S D 6 3 4 G 7 0 1 7 ．7 0 2 ．3 4 0．2 4 5 ．9 9 古 墳 時 代 （前 期 ）

S D 6 3 7 G 7 2 上 3 0 0．3 5 0 ．0 4 6 ．1 9

S D 6 4 7 G 7 2 2．2 6 0 ．5 4 0 ．1 0 5 ．9 9

S D 6 4 8 F 7 2 6 ．0 0 2．3 0 0 ．2 2 6 ．0 0

S D 6 5 7 G 7 0 2 ．8 0 0 ．9 0 0 ．0 7 6 ．0 7

S D 6 6 5 ！
G 7 1 3 ．1 4 0 ・8 6　 】 0 」 6 5．6 2

S D 6 6 9 F 7 1 6 ．3 0 0 ．4 8 0 ．1 0 5．9 0

S D 6 7 0 F 7 1 2 ．8 0 0 ．9 4 0 ．0 8 5 ．9 1

S D 6 7 2 F 7 1 2．3 0 上 1 2 0 ．0 8 5 ，9 0

S D 6 7 4 G 6 9 4 ．3 0 上4 0 0 ．2 1 5 ．9 9

S D 6 7 9 G 7 1 1．7 0 0 ．6 1 0 ．1 0 6 ．0 1

S D 6 8 6 G 7 1 2 ．1 0 0 ．3 8 0 」 0 5．8 1

S D 6 9 0 G 7 3 3 ．8 2 上5 7 0 ．2 4 6．0 0 古 墳 時 代 （中 期 ）

S D 7 0 2 G 6 8 1 1 ．9 0 1 ．9 8 0 ．1 2 6．0 1

S D 7 1 4 F 7 2 3．4 0 0 ．2 8 0．0 5 6 ．0 3　 】

S D 7 2 1 F 7 3 4 ．8 0 0 ．2 4 0 ．0 7 5 ．7 3
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一　　　　　一　／　　　ノ、　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　ノ

ー　　　　　＼′　′．′　　′　　　、　・　　　　　　、　　　　　　ノ　　、　　　、、　　・　、＼　、　　　、

：・ハ・・・′ノ　　　　　　　′・　二　　　　　　′　　　．、　　、　．、・

小　　　穴

、’一　　　′　　′．　　　　　．′　　′　、′　　　　　　．　　ノ、、．・・　′　′　ノ　、ノ’′　．、：、工　；こ主‥

．．．′　　．　∴　　　′、′　　　二：　　ノ・′　・′、　ハ　　′　、．二　　、‘ノ　ご　、　．ニ′∴ノ　、．．‥

′、．・ノ、、．・、－ノ′　　　　ニ　　　　‘′・′、∴、　　　　′′、　　　　　一　、′　　：、、ノ∴　　∴－く

′　　　　∴　一八　一　　　　　　‥．　　　　　∴　　　！　′　　　‘　　　　　へ　　　　′・1．′　　　　　・・二　．ノ′　′．

井浄撰遺構

′　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　‥、．′　／一　二一．・　′

′　　′　　　　　　ノ　　　　　′　　　　　　　　　　　′　′ノ　′′ノ．′、・・′′′、、・′ご一′ノ′

面の　ち南側半分は隣接する粘土採掘跡によ　患部を　ゆ　訊ほど掘削されている。また底面の西側は隣

′　　　′　こノ　　　、一、　　‥．　一、、′　、　　　　　　・′　　　　　　、　、′′・－　　∴、、、・∴

ノ′　′・　′′、　1　、‘′　′　　∴／、′　′　　　　　　　　　’ノ　　　1′　一　　　′、　　′′、′′′・

′　∴・ノ　　／′　′、　′　・・　∴　′，　′＼　　、　ノ、′　　＼′　．ノ！一　！∴′′　′了‾ノ、・∵－′′ノ∴　′‥・‘、、こ’、

－′‘／・　バ　ー　ハ‾∴　′′　　　．′　‾．、了・．．′　．、、‾　　　　　ゝ∴・・ソ、。′一十一‘　、否．′＼！∴′，′

．、ノ′　　二．　′　ノ　′∴　　　　′′　　　　′ノ、　∴　ニ　‾　　ノ　ノ、　′．）′＼ノ、．ノ　′ノ・ノ／＼1つ∴－r∴′ノ、、、′つ

、・．ノ　′　　ノ　′ミ・．、、′　′J　ノノ　・′一、一　　　　′　　′′　　　．　　．　　　′　　1、．　　　′　　．．ノ′　ノ　．ノ　　　／：、リ′ミ′

、　ノ　ミ　　　　　　　　　　′　′　′　　　　　・・一　　′・′　　　　　　　′　．　　　　　　′　　　′　′　　′　′　　　　　ノ　′．

′・・一　、　．　バー．′　　　　　　　　　　　ノ　′′二　　　　　　　　　つ／′　‾′　了一．．∴＿こ　、

推定される。

′／　、、′　　　′′　′′　′．．　、、　　　一・　ノ　　　　．　　　′　　ノノ　、′ノノ　言ノ．′．．／予∴′ノ

∴．．、　ニ、　　′　く　、′‥　．、　　．∴　ノー′　′．・′　′′　　－　　ノ、′　′－　、′　　　・′＼　ノ・′）′

ノ　h一、ノノ　　′　二・．　　　　′′．　ノ．　．、′：′・′．　　ノ　′．一′　′二・一　工、∴’－　　ノ、ハ　′ノ言　′ノ‘一　、、　′

′′ノ　　ー一一　′．．…　　′′′　　　、　′′、‘ノ　　　′・．　′′　　　．．＼　　′　　　ノ　∴　　′ノ　′ノ　∴・　＿．　′

′二ノ　ノ　　′、　ノ、く　′（．、　ノ．、∴ノ　′・二　・、＿了）く　1′　　∴′′′　　　‥ノ．　ノバ′・’ノ′二二　。；・　　らごノ了ノノ㍉ノ′い、

‥、′、　′　二。ノ　′、′リ．一　′J′ノノ　′‥ノノ　・：　　　′′．、　′　　　　ノ・J　　　′　　　　′工′、・∴　∴　′．　′∴′

、∴ノ　＿、∴∵＼ノ　∴、・／′　．．、　∴′．｝　′、二．′・、

′一　　ノ　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　′

遺構番号 グリ　ッド 延　 長 幅 深　 さ
遺　構　面

標　　 高
特　 記　事　 項

SD 550 C 82 丘54 上16 0」7 6．03 古墳時代（前期）

SD 712 D 81 2．80 0．92 0．21 5．97

SD 72し） D 81 8．20 上36 0．32 6，02

SD 731 D 81 3．70 0．64 0．10 6．01

S D 761 D 81 7．40 1．52 0．18 5．93

S D 762 D 82 0．82 0．92 0．34 5．36

S D 763 H 66 2．90 0．68 0．08 5．91

SD 765 E 76 6．30 4．16 0．47 5．58 奈良時代～平安時代

SD 766 E 77 8．70 3．50 0．35 5．69

SD 770 E 81 4．70 0．52 0．19 5．55 奈良時代

SD 774 E 79 9．00 0．98 0．04 5．64
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水上10e区（第64図）

1　概　　　要

現大谷川の右岸で河口起点より約11007れ上流に位置する調査区である。旧大谷川が大きく蛇行する外

側の微高地であるが、現大谷川対岸の水上8区が低湿地である状況から微高地末端部と推定される。

76－77列は砂混りの黄灰色粘土が基盤層となり、78列以北は灰色の砂層が基盤層である。溝状遺構・土

坑・小穴が検出されているが、水上10a区同様遺構面は一面のみで古墳時代前期～中世初頭の遺構が混在

している。調査区東端に昭和17年まで使用されていた旧大谷川のバイパスである石橋川が検出された。

なお調査区全域で中央部分に落差があり、東側半分が傾斜して客土が見られたが、この石橋川の工事に

よる撹乱と考えられる。

2　遺構各説

溝状遺構

SD765　E76・F76グリッド北側からE77・F77グリッド南端にかけて検出された東西方向の溝で、

西から旧大谷川に流れ込む。確認面で幅3．18～4．167花、深さ0．471札を測る。延長6．307花が確認された

が西端は調査区外へと続いている。覆土中より馬形土製品1点と動物の形代と考えられる土製品2点が

出土した。いずれも欠損部分が多くかなり摩耗していた。伴出土器は須恵器、灰粕陶器、土師器であり

小破片が多く溝に流れ込んだものと考えられる○須恵器は奈良時代と推定されるものが大半でこの溝の

掘削年代は奈良時代であり、灰粕陶器の時期である平安時代中頃に埋没したものと考えられる。

SD550　C82・D82グリッドで検出された東西方向の溝状遺構で、西端は撹乱により東端はSD720

により切られている。確認面で延長6・547花、幅1．16～0．747托、深さ0．17m′を測る。出土した土師器か

ら古墳時代前期と考えられる。

土坑状遺構

SP727　（第63図）D79グリッドで検出された。掘り方の形状は上半部がすり鉢状で、下半部は垂直

の掘り込みである。上半部は長径1・417札、短径1・181札の長円形で深さは0．357札である。下半部は長径

0・88m、短径0・85mの円形で深さ0・50mである。上半部上層からは台付賓・壷などの土師器片が出土
－

1

し、上半部下層から下半部上層にかけては多数

の木片が折り重なるように出土した。これらの

木片からは舟形木製品も検出された。出土した

土師器片より埋没年代は古墳時代前期と考えら

れる。奈良県桜井市纏向遺跡辻地区の古墳時

代前期の土塊4から黒漆塗木製皿、舟形木製品、

水鳥形木製品、大型木製高塀などが出土してお

り、その祭祀性が指摘されている（『趣向』「奈

良県立橿原考古学研究所編1976）。本遺跡の

前　舟形木製品および土坑が同じ性格であるかどう

かは今後の検討課題としたい。

小　　　穴

0　　　　　　　　1爪

第63図　水上10C区SP727実測図

SP768　E80グリッドで検出され、長径0．80

m・短径0．641礼の長円形のプランで、深さ0．15

mを測る。径2－4cmはどの小礫が底部に敷き

つめられていた。出土した須恵器杯より古墳時

代後期と推定される。
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10m

第64図　水上10C区、水上11区全体図
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慧　遺構魯説

掘壷桂建物跡
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こ’∴－ノ＼′ノ′・′：‘く：工∴ふ　　　　　′＿ノノ′　　′　　　；　　　′　二二、ノ′、　一　言．

滑　　る、ご‾ノ′　′ノ′　′　′∴／、、′言語　　　　ノ．、・′ノ′　　一一／，′∴　　、′三、′・l＿い′ノ．・、

代後期末鞠奈良時代前期と考えられる。

一一一一112　－



箪：〔蔦　バf p－∵㍉ら予く　一王・‥一賢季

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径　　 短　 径

！ 深 さ

i

長　 短　 比

（長 径 ＝ 1 ）

遺　 構　 面

！標　 高
特　 記　 事　 項

S P 4 2 5 Z 8 8 0．48 仕4 6
恒 ．1 9

0．9 6 6．1 3

S P 4 3 2 Z 8 8 0．26 0．2 2
i o．12

0．8 5 6」 6

S P 4 33 Z 8 8 0．3 0 0．2 4 0．0 8 0．8 0 6．1 6

S P 4 3 4 Z 8 8 仕2 4 0．2 2 0．0 5 0．9 2 6」8

S P 4 3 5 Z 8 8 0．3 0 0．2 2 私0 9 0．7 3 6．18

S P 4 3 6 Z 8 8 0．3 8 0．3 6 0」3 0．9 5 6」2

S P 4 3 7 Z 8 8 0．7 4 0．2 2 0．1 2 0．3 0 6」 7

S P 4 3 9 Z 8 8 0．5 4 0．38 0．2 3 0．7 0 6．0 6

S P 4 4 0 Z 8 8 0．6 0 0．4 2 0．06 0．70 6．1 0

S P 4 4 1 Z 8 8 0．3 8 0．3 5 0．0 6 0．9 2 6．12

障 p 鋼 2
Z 8 8 私3 6 0．3 2 0．0 6 0。8 8 6」0

i s p 4 4 3
Z 8 8 仕4 6 仕4 2 0．0 7 0．9 1 6．10

i s p 4 4 4
Z 8 8 0．2 8 0．2 6 0．0 7 0．9 2 6つ 1

障 p 4 4 5
Z 8 8

0．4 0 ！ 0．3 0
0．0 9 0．7 5 6．1 0

S P 4 4 6 A 8 8
0．4 4 i o．4 0

0．0 9 0．9 1 6．0 4

S P 4 4 7 A 8 8
0．4 2　 日 ．36

0．3 8 0．8 6 6．0 5

i s p 4 4 9 i
Z 8 8

！
0．4 0

i
0．38

I
0．0 8

Ii　 0．9 5 l
6」8

I

陸 p 4 5 0
Z 8 8 0．2 4 0」8 0」2 0．7 5 6．19

i s p 5 0 1
Z 8 8 0．3 0 0．2 7 0。1 8 0．9 0 6」8

i s p 5 0 2
Y 8 8 0．4 2 0．3 8 0．1 3 0．9 0 6．1 3

j s p 5 0 3
Z 8 8 0．5 8 0．3 4 0．2 1 0．5 9 6．1 7

i s p 5掴
Y 8 8 0．4 2 0．3 6 0．10 0．8 6 6．1 2

s p 5 0 5 i Y 8 8 ［
0．4 6

0．4 4 ！
0．16 0．9 6

6．16 1

S P 5 0 6 Z 8 8 0．4 2 0．4 0 0。14 0．9 5 6．18

S P 5 0 7 Z 8 8 0．4 0 0．3 8 0．1 0 0．9 5 6．17

S P 5 0 8 Y 88 0．3 8 0．3 6 0．1 7 0．9 5 0．1 8

S P 5 0 9 Z 8 8 0．6 6 0．4 8 0．2 4 0．7 3 6．1 8 平 安 時 代

S P 5 1 1 Z 8 8 0．36 0．3 4 0」 2 0．9 4 6．1 8

S P 5 14 Z 8 8 0．3 2 0．3 0 0．0 6 0．9 4 6．1 9

S P 5 16 Z 8 8 0．2 4 0．2 2 0．0 5 0．9 2 6．16

S P 5 1 7 Z 8 8 0．5 2 0．2 4 0」5 0．4 6 6．16

S P 5 1 8 Z 8 8 0．2 6 0．18 0．13 0．6 9 6．13

s p 5 1 9 ［
Z 8 8 0．2 6 0．1 2 0．1 5 0．4 6 6．1 6

S P 5 2 0 Z 8 8 0．5 0 0．1 2 0．1 6 0．2 4 6．1 3

S P 5 2 2 Z 8 8 0．3 2 0．3 0 0．10 0．9 4 5．9 9

S P 5 2 3 Z 8 8 0．2 2 0．18 0．0 6 0．8 2 5．9 9

平 安 時 代

S P 5 2 4 Z 8 8 0．7 4 0．5 6
0．3 1 ！ 0．7 6 i

6．0 6

S P 5 2 5
Z 8 8 i

0．3 8 0．2 2
0．1 3 ！ 0．5 7 ！

6．0 3

S P 5 28 i A 8 6 i
0．4 0 0．3 8

0．2 1 i 0．9 5 i 5．9 9 】平 安 時 代
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遺 構 番 号　 グ リ　ッ ド 長　 径

［

短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 二 1 ）

遺　 構　 而

標　　 高

i

特　 記　 事　 項

S P 5 2 9　　　 A 8 6 0。4 2 私3 8 0．0 8 0の9 0 6．0 2

S P 5 3 0　　　 A 8 6 i　 o。3 4 0。2 8 仕1 3 ！ 私8 2
E

説9 8

S P 5 3 1　　 A 8 6 0．3 4 0．2 8 五日） 仕8 2 5．9 7

S P 5 3 2　　　 B 8 6 仕2 2 0．2 0 ！ 0・5 5 0。9 1 5。8 8

S P 5 3 3　　　 B 8（う 0．6 ∴1 0．2 6 仕0 5
l

0．4 1 5．9 6

S P 5 34　　　 B 8 6 仕3 6 0。3 4． 0．1 7 0．9 4 五0 0

S P 5 35　　　 B 拙 仕3 8 私3 4 仕3 1 0．酌 6．2 9

紺 紺 つ　 B 8 6
0．3 0 0。2 2 0．13

！ 0せ7 3
6．0 0

S P 53 9 日 用
0。8 4 鉦2 2 0．0 2

！ 0ギ2 6
丘 0 0

S P 5購 「 蟻
0。2 8 0」8 0。0 3 0．6 4 丘0 0

S P 5射 ‖ 臓
0。2 6 0．2 2 仕 17 0．8 5 5．8 8

S P 5 4 2 i B 8 6
0．5 4 0．2 8 0．1 2

私5 2 ！
5．9 1

S P 5 4 3 日 摘
0。4 8

I
0。4 6 0つ 1

！
仕9 6

j
6．0 2

S P 5初 日 臓
0の墾 仕3 6 0。0 3 仕7 8 5．9 8

S P 5 4 6 i B 8 5
私 4 0 0。2 6 0．1 4 0．6 5 5。9 8

S P 5 4 7 日 用
鉦 6 8 0．3 6 0．1 3

0。5 3 i
6．0 4

S P 5 4 8 l B 8 5
0．40 0。2 8 仕1 7 0．70

相 月

S P 5 5 8 日 蟻
0．78 0や6 6 040 8 仕8 5 5 。9 2 平 安 時 代

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
S P 5 6日　 A 8 5

［
仕3 6 0．2 6

i
0つ3 5．9 6仕7 2

S P 5 6 2 「 蟻
0．22 仕 2 0 0．0 8

0．9 1 i
5．9 6

S P 5 6 3 日 臓
0．3 6 仕 3 2 0」 1 0 08 9 i 5．9 2

i
S P 56 4 ［ B 8 6 ， 仕4 2 仕3 4 0．0 8 0．8 1 5．8 6

S P 56 5 日 蟻
0．2 4 0．2 0

！
私0 2 私8 3 5．8 9

㌻二十イミ　了・ノ丸茸′ふ享ノ漕一賢′や

遺構番号
i グリッド 延 中　 幅　 巨 さ 漂 横 雲 i 特 記 事 項

S D 420 Z　8 7 2の64 i lpO2 i oe14 600 1 ！

S D 4 28 i Z　88 ー　 ほ 98 i 路 上 ！ ］用 －　 6・18　 序 安時代

S D 431 i z 88 i 上9中 ・38 i o・08 ！ 6・13 ！

S D 4 48 Z 88 3・54 ！ 0・44 i o誹 6618　 序 安時代

S D 510 Z　88 ie30 i oe38 i oeo9 6・18 i

S D 5 15 C　83 8p24 i o・84 i o・15 6調 ！

S D 526 B 86 ！ 7048 ［ 0044 ［ oelO 6・00 ！

S D 527 B 8中 6e90 ！ 0・52 ！ 0609 5099 ！

S D 538 A　86 5・72 ！ 0・26 】 0・06 5e99 ！

S D 549 D 82 9・92 i 2・10 ［ 0サ06 5・92 i

S D 55 1 B 86 5e9日　 0せ55 i o・0 7 5・99 ！

S D 555 C 83
i

9調 ［ 2p22　　 0・15 5．93

S D 568 B 8 5 11014 i 2瀾　　 0・08 5．75
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水止＄区（第錮図）

盈　概　　　要

現大谷川の左岸で河口迫真より約は30m上流に位置する調査区である。北側の水上9区から8区にかけ

てはほば全域で底地地形が確認されている。水上9区の北端にあたる90列砂91列には微高地の堆積がみ

られ、本遺跡の基盤層である海成シルト層（第68図G層）と白色粘土⑳黒色粘土の互層（第68図Å鞠F

層）はほぼ水平に堆積している。これらの基盤層は89列ではやや傾斜しながら河口起点より1236m上流

地点（以下口仇地点と略す）付近で切れ、東方向に傾斜する低地地形を形成し水上8区および調査区外

へと続いている。この低地内には腐植を含んだ粘土層（第68図d鞠k）があり、ほぼ水平の堆積がみら

れる。これらの土層は低地内に微高地状の形状を呈している。この微高地状の堆積は水上8区H78徽地

点で切断され、旧大谷川河遺となり厚い砂の堆積がみられる（第68図B－Bつ。この砂の堆積は水上8区

南端まで続くが、11427花～H34m′地点では基盤層および低地内の堆積粘土が調査区西端で検出され

（第68図C－C′）、東向きに傾斜しながら砂により切断されていた。これは且招8m地点で蛇行した河壇の

右岸と考えられる。低地内には8層の堆積がみられたが鴇　このうち遺物が認められたのは灰白色粘土層

（d層）、黒茶色粘土層（e層）、緑茶色腐植土層（h層）である。灰白色粘土層上面ではF84⑳F85グリッ

ドで土師器の高球形土器⑳壷形土器◎球形土器が器種別に置かれた状況で検出され海古墳時代中期末鞠

後期初頭の遺構面となっている。この下の黒茶色粘土層（e層）からは古墳時代中期の土器片が出土し

た。またさらに下層の緑茶色腐植土層（h層）からは縄文時代晩期の土器片が出土し海商側に隣接する

水上7区の同じ層から縄文時代後期の土器片が出土している。この緑茶色粘土層直上の暗灰白色粘土層

（g層）には黄白色の微粒子が含まれ大沢スユリアであると思われた。旧河道の砂層からほ遺物は検出

されず℃わずかにF83⑳F84グリッドで岸の緩斜面の黄緑色混砂粘土層（0層）から土師器片と木片が

出土したにすぎない。これら低地の堆積土層および旧河遠に伴う堆積砂層の上に淡青灰色砂層あるいは

黄灰白色粘土層が水上8区⑳水上9区ともに全面に堆積し海平安時代鞠近世の遺構薗となっており溝状

遺構、小穴、土坑が検出されている。

慧　遺構各説

況開＄（第69図）F84グリッド中央部を北東から南西へ横切る旧大谷川右岸が検出された。岸に沿っ

たテラス状の緩斜面があり、標高4．37札～4．5mほどに黄緑色砂混り粘土層が堆積し古墳時代中期の土

師器片と木片が出土した。上層には厚い砂の堆積がみられ83列以南は無遺物の砂層が2m以上にもおよび

河床は確認できなかった。これらは氾濫による堆積と考えられ淘本流は調査区東側に推定される。旧太

谷川の初期の河道の一つと判断された。

Ⅹ開5（第69図◎第70図）E85⑳F85グリッドで検出された土師器群である。検出面は低地内堆積

層の最上層にあたる灰白色粘土層であり、低地内に形成された微高地状の地形の末端部に位置し鴇南側

はSR778となっている。基準杭F85より北2．0m地点に土師器高球形土器5点が出土した。これらは50

cmx70cmはどの範囲にあって、いずれも原形をとどめた状態であった。うち3点は底部が接地しており鴇

師部はその周囲に落下した状態で検出された。要するに人為的に置かれた状態がそのまま土庄で押しつ

ぶされたものと判断された。さらに東へ上5mほど離れて壷形土器2点が検出された。それらは0．5m

ほどの間隔で東西に存在するが、高塀形土器にくらべると破損がすすんでおりとくに東側のものは底部

と口辺部がやや離れて存在していた。西側のものは肩部から口辺部のみが復元できた。さらに東へ3。O

mほど離れて球形土器2点が出土した。高塔形土器◎壷形土器が東西方向に並んでいるのに対し、球形

土器は南北方向に並んだ状態にあった。

これらの土師器群はほぼ東西方向の直線上に存在し、それぞれの器種には他の器種は含まれていない。
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このことから土師器群は器種別に置かれ、原位置をあまり動いていない状況とみてよい。また土師器群

南側には2つの小穴と土坑1基が検出されている（第69図）。

＄㌘5鍼（第71図）F84グリッドの中央北端部のSX775の球形土器より0．4mほど南で検出された。

長径0．40m、短径0．37mのほぼ円形のプランをもち深さOJ自酢を測る。底面には径lc謂～7cmほどの

小礫が敷きっめられていた。

＄㌘5＄5（第71図）S P584から西へ2。87花の地点にある。確認面で長径0．28m⑳短径0．24mの円形プ

ランで、深さはわずか0．06mで底面のみの検出となった。SP584と同様に径1cm～5cmほどの小礫が

敷きっめられていた。

これら2つの小穴とも確認面は黒茶色粘土層であるが、覆土が黄灰色粘土層でありSX775の遺構面

である灰白色粘土層と酷似していることから掘り込み面は灰白色粘土層であったと推定される。また土

器の配置方向とSP584◎S P585の方向は東西でほぼ一致している。

＄評5番⑳（第71図）F84グリッド中央やや西よりで検出された。SP584⑳SP585との距離は約3．75

mとほぼ同じで南に位置している。直径0．807花の円形プランで深さ0．56mを測る。検出面はSX775

と同じ灰白色粘土層である。底面より0。15mほどより上は拳大から人頭大の割石がみられ、板状のもの

や二分割したものが目立った。またそのほとんどが燃焼を受けた石であったことにも注目しておきたい。

ま　　と　　め

（1）SX775土師器群は南に旧大谷川を臨む低湿地内に形成された微高状地形の末端部に位置し、器種別

に置かれた状態で検出された。

またS P584◎SP585の底面の小礫が柱を固定する目的で置かれたとすれば、SX775土器群の配

置方向と2つの小穴の方向がほぼ同じであり土器群に関連した柱穴と想定してもよいかもしれない。さ

らにこれらの南側の旧大谷川の岸近くで検出されたSP580も土師器群と同一面であり、この面での遺

構は他にないことから関連する遺構である可能性もあり完燃焼を受けた割石は土器群に伴う祭祀に関連

するとも考えられる。

（2）水上9区から水上8区にかけて確認された低地はさらに他調査区への広がりが考えられる。南側に隣

接する水上7区は古墳時代後期から現代にいたる旧河道が確認されたが、72列から75列にかけて調査区

を南西から北東方向に横切る幅147礼～17mほどの帯状の低湿地が検出され、調査区外に続き北東方向へ

広がっていた。これらは水上8区南端のG80グリッドで確認された低湿地が連続するものと思われる。

また北側の宮川3区SR485でも低湿地が検出され対岸の宮川4区SR56河床で検出された低地内堆積

粘土に連続している。この帯状の低湿地は水上8区⑳水上9区の東側に広がる低湿地へと続く可能性が

強い。水上8区83列◎84列で検出された旧河道はこの広大な低地内に形成され、厚い砂層はかなり大き

な氾濫による短期間の堆積を示している。出土した遺物より古墳時代中期後半と考えられ、旧大谷川の

初期の河道の一つと考えられる。

第飼養　水豊　区◎　区溝状遺構一覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 延　 長 幅 深　　 さ
遺　 構　 面

標　　　 高
特　 記　 事　 項

く水 上 8 区〉

S D 5 8 1 F 8 4 6．4 0 1．4 3 0．3 0 5．5 1

く水 上 9 区〉

S D 4 0 5 C 8 8 9．10 1．0 8 0．2 6 5．4 7

S D 4 0 6 D 8 8 9．8 0 0．7 2 0．1 5 5．5 3

S D 4 0 7 B 9 0 1 7．8 0 1．1 6 0 ．3 5 5．7 8

S D 5 5 2 D 88 9．5 0 0 ．5 1 0 ．0 7 5．5 4

S D 5 53 E 8 6 7．9 0 2．0 2 0 ．0 8 5．66

S D 5 7 7 B 90 1 4．8 0 0 ．9 4 0 ．3 4 5 ．7 8
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第67図　水上8区・水上9区全体図

ー守
一聖－一つを

1看灰色粘土層（耕作土）

2　時茶褐色粘土層（客土）

3　淡茶褐色粘土層（耕作土）

4　苗灰色粘土層（耕作土）

5　淡黄褐色粘土層（客土）

－119・120　－

：芸芸霊禁層唇時代遁世遺鯛
C　青灰色砂灰白色枯土互層

d　灰白色粘土層（古墳時代中期末、後期初頭遺構面）

e．黒茶色粘土層（古墳時代中期遺物包含）

時灰白色枯土居

暗灰白色枯土層（含黄白色徴粒子）

緑茶色射担土唐（縄文時代後期一一晩期遺物包含）声、K層
窯灰色粘土庖

暗灰色混砂粘土層

灰色枯土層

第68図　水上8区・水上9区低湿地土層断面図

低地内堆積土層

1黒灰色砂、青灰色砂の互八、J

m　茶褐色粘土層

n E－．11灰色砂、音灰色砂の互屑

0　黄緑色混砂粘土層（古墳時代中期の遣物包含）

p　古色砂層

A　白色粘土層　　　　F　灰黒色♯占土層

B　黒灰色粘土層　　G　海成シルト層

C　白灰色粘土層　　H　淡黒灰色粘土層

D　票灰色粘土層　　I　灰茶色粘土・灰色粘土の互層

E　白灰色粘土層　　」灰色枯土層

K　灰色砂礫層

1m
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第錮図　水上　区古墳時代遺構平面図
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水上9区（第開園）

盈　概　　　要

現大谷川の左岸で河口起点より約11937花上流に位置する調査区である。北端は旧大谷川に接し右岸を

形成している。90列以南では水上8区まで続く南東方向に傾斜する低湿地が検出された。本遺跡の基盤

層である白色粘土と黒色粘土の互層（第69図A～F）はB90◎B91グリッドで南東方向の緩傾斜が見られ、

C89グリッド以南ではこれら基盤粘土層と下層の海成シルト層を切断するように腐植を含んだ粘土層（第

69図C～k）が推積している。これらの上層には全域にわたって黄灰白色粘土層（第69図a層）が推積

している。この黄灰白色粘土層では溝状遺構⑳土坑◎小穴⑳井戸状遺構が検出され、平安時代から近世

の遺構面となっている。また下層の黒茶色粘土層（第69図C層）ではB9ユグリッドで掘立柱建物跡が1

棟検出されている。

望　遺構各説

掘立柱建物跡

＄Ⅲ閑の（第72図）B91グリッドにある。調査区東端で検出されたため鴇梁問2問、桁行3問以上と推

定される東西棟建物の一部のみの調査となった。梁問は2。68m′、柱間寸法は1．3mを測る。桁行は不明

であるが、柱穴3◎4、柱穴4◎5とも柱間寸法は1．2mである。柱穴4◎5では礎板が検出された。

確認面は低湿地内堆積土層であり南東に傾斜しているため、掘り込み面はより上層であると判断された。

井戸状遺構

＄濫趨盈⑳（第m9図）E85グリッドで検出された。長径上30m、短径は57花の長円形のプランをもち、

深さ0．90mを測る。素掘りである。

大且
区

i　　　　　　　　　　　　 外

悶

2

m
。 墜ゴ4　1 覇

0　　　　　　　　1m
！＿＿＿⊥」‥；・・・・I

第開区　水上9区＄Ⅲ5和実測区

－125　－



第増表　水」＿再区ぐ水上　区小六U七坑r一覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド 長　 径 短　 径 深　 さ
長 短 比

（長 径 ＝ 1 ）

遺　 構　 面

標　　 高
特　 記　 事　 項

く水 上 8 区 〉

S P 5 8 0 F 8 4 0 ．7 3 0 ．7 1 0 ．3 7 0 ．9 7 5 ．2 9

S P 5 8 3 F 8 4 上3 8 上2 0 0 ．3 0 0 ．8 7 5 ．5 5 古 墳 時 代 （後 期 ）

S P 5 8 4 F 8 4 0．4 0 0 ．3 7 0 ．17 0 ．9 3 5 ．2 2

S P 5 8 5 F 8 4 0．2 8 0．24 0 ．0 6 0 ．8 5 5．2 4

く水 上 9 区 〉

S P 4 1 1 E 8 5 0．6 9 0 ．63 0 ．10 0 ．9 1 5 ．78

S P 4 1 2 E 8 5 0 ．4 9 0 ．4 2 0 ．0 6 0 ．8 6 5 ．8 3

S P 4 14 F 8 5 0 ．6 3 0 ．4 4 0 ．0 4 0 ．7 0
l

5 ．8 1

S P 4 1 5 F 8 5 0 ．4 7 0 ．4 3 0 ．0 5 0 ．9 1 5 ．8 5

S P 4 16 F 8 5 0 ．6 2 0 ．6 0
0．2 3 i

0 ．9 7 5 ．7 4

S P 4 17 F 8 5 0 ．7 2 0 ．6 8 0 ．2 5 0．9 4 5 ．6 2

S P 4 1 8 F 8 5 0．3 6 0 ．3 1 0 ．0 7

l

0．8 6 5 ．6 7

S P 5 6 9 F 8 5 上 3 2 0．7 6 0 ．2 3 0 ．5 8 5 ．58

S P 5 7 1 B 9 0 0 ．4 2 0 ．3 3 0 ．10 0 ．7 9 5 ．6 5

S P ．5 7 2 B 9 0 0 ．4 9 0 ．4 2 0 ．0 4 0 ．8 6 5 ．6 6

S P 5 7 3 B 9 0 0 ．4 3 0 ．3 0 0 ．1 0 0 ．7 0 5 ．6 9

S P 5 7 4 B 9 0 0 ．3 4 0 ．2 1 0．1 1 0 ．6 2 5 ．5 8

S P 5 7 8 B 9 0 0 ．3 1 0 ．2 4 0 ．1 3 0．7 7 5．5 8
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第3節＋常用地膚

黄〕∵昌草（票∵／濱）

畳。概　　要

宮川3区は河口起点よりお250m上流に位置し鴇現太谷川の右岸にあたる。南北に133mと長い調査

区のうち95列以北には低湿地地形（SR485）が弧状に広がり淘中央部には明瞭な旧河遺（SR486⑳

SR487）が検出され、その他の部分は微高地になっていた。面積的には微高地部分が全体の約6割を

占める。微高地上の遺構の主体は溝状遺構と井戸状遺構で鴇遣存状態も良く居住域の中心が近いことを

予想させるに十分であった。出土遺物も古墳時代中期の一括土器（SX硯）から古墳時代後胤奈良

時代、平安時代、平安時代末から鎌倉時代の遺物が良好な状態で検出された。しかし一方で、近世以降

になると耕作の対象地として開懇され鴇各所で遺構が破壊されていた。浅い溝状遺構が寸断されている

のはこのためである。

霊。遺構各説

溝状遺構

＄肪畳8盈（第75図）　Y89グリッドを中心に南西から北東にむけて掘り込まれた溝状遺構である。確認

面で最大幅上95m、深さ0・9肌、延長12・3m′を測る。掘り方底面には4個所の土坑状部分を設けている。

中央の2個所の規模は、東側で良抽芝針振短軸上狛断言酪側で長軸2。4m鴇短軸上357花　を測る。

最深部標高は5。157花と5。10酌である。

SD181は砂層を基盤とする面に掘り込まれている。土坑状部分以外ではこの砂層下面で掘削を終了

しているのに対して海士坑状部分は砂層下位の不透水粘土層にまで掘り込みが進んでいる。このことか

ら4個所の土坑状部分は集水と貯水を目的としている施設と考えられる。

土器は東端の土坑状部分の底面に密着して須恵器線（2667）が出土し、中央東側の土坑状部分では、

土坑状部分が埋没した段階で土師器が一括投棄されていた。これらの土器は古墳時代中期後半から後期

初頭に比定されSD181の年代を示すものと考える。

須恵器と土師器に大きな年代差がみられないことと、須恵器が溝床への投棄、土師器が埋没した後の

投棄であることから土坑状部分は段階的に掘削されていった可能性がある。

線が単独で遺構中より出土した例は水上10区SR673で認められた。また宮川4区のSR56（古墳時

代後期）では形代類に伴出する土器の中で琢類以外では妹が多い。これらのことから、線は祭祀性が認

められ、・SD181での投棄は水にかかわる祭祀と関連があると思われる。

＄⑳盈舶（第76図）　ヱ95グリッドで検出された溝状遺構である。西から東にむかって傾斜をもち旧河

遺（SR486）に流入している。確認面での幅は最大1。9仇、最小0，9仇、深さは上Om、延長は16m

を測る。溝床標高は西端で4。83mも東端で4。2上靴であり比高差0。62mの傾斜をもっている。

検出地点は、低湿地（SR485）と微高地の境界線上にあたり鴇　S肛182とともに居住域を区画して

いる周溝的機能をもつ溝状遺構としてよいであろう。出土遺物としては2点の土器と3点の箸状木製品

がみられた。遺物の特徴から平安時代末の遺構と考える。

＄⑳盟約（第77図）　M90◎91グリッドに位置するL字形の溝状遺構である。確認面での幅は最大で

2．25m、最小で1．16m、深さは上08m、延長は21mを測る。溝床標高は西端部で5．087孔、北端部で

4。88mを測り0．2mの比高差をもって西から屈曲を経て北に流れる。延長線上には旧河遺（SR486）

があり、SD摘5と同様に河川に流入していた溝状遺構と考えられる。溝床の形状は4個所に土手状の

高まりを残している。
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出土遺物の特徴から平安時代末から鎌倉時代の溝状遺構とする。この年代はSn145と一致している。

Sn145が居住域の北辺に相当する周溝的溝状遺構でありSn182が南辺に掘削された溝となる。東辺

はSR486によって規定されることから、宮川3区における平安時代末から鎌倉時代の居住域の南北幅

は約657乱となる。

井戸状遺構

＄濫且の3（第120図）I98グリッドに位置する井戸状遺構である。確認面で東西2．58m、南北2．88　m

を測る長方形プランをもっ。掘り方底面は上面プランの中心よりやや南側にずらして0。86mほどの深さ

で方形に掘り込まれている。底面の標高は4．9面こおよび不透水の粘土層にまで達していることから、

側面の砂層から伏流水を得て取水する形式をとる。

井戸枠は四隅に角柱をもっ縦板組で二段の横桟をもっ。井戸枠の北半部は原状を完全にとどめるが、

南半部は破壊され主要な部材は抜かれていた。北辺では上下二段の柄穴を設けた角柱を両側に立て、柱

間に幅20C7n～25cmの縦板5枚を横日面を密着させてならべている。横桟は幅7cm、厚さ3C7n程度の角材

を上下二段に用いている。前面の縦板の外周には、さらに10枚の縦板が互いの一部を重ねて立てられ砂

泥の流入を防いでいた。北半部の内法寸法は角柱の外面問の距離により121cmとなるが、121cmは曲尺

の4尺となる点が注目される。

井戸廃棄は半分のみを取り壊すことによって行なわれていた。残存する北辺部から推測するとSEl03

には角柱4本、桟木8本、縦板材60枚程度が使用されていたはずであるが角柱2本と桟木6本および15

枚ほどの縦板は抜き取られたことになる。残った廃材は井戸枠内に放置されているが掘り方底面より数

センチメートル上位に折り重なっていた。廃材の上にはヒョウタンが主点置かれていた。廃棄後も埋め

もどすことはしなかったようで覆土は自然堆積の状況を示している。

出土遺物はヒョウタンのほか須恵器の捧片、土師器の杯片がほとんどであるが、その特徴は奈良時代

後半期を示している。また須恵器には藤枝市助宗古窯跡で生産されたと思われる削り出し高台をもっ捧

身が2点含まれている。

S艦盈官の（第120図）I94グリッドで検出された木組の井戸状遺構である。長径2。26m、短径2．05m

のほぼ円形を呈するプランをもっ。掘り方は南側を除く三方向に三日月状のテラスを残し、井戸枠の中

心が南側に片寄るように掘られている。底面の標高は5．41mを測り、検出面との比高差は0．94m′である。

井戸枠の遺存状態は良好で廃棄に伴う部材の抜き取りはみられない。井戸枠の構造は四隅の角柱と縦

板で内側を構成し、縦板の外周に井桁に組んだ横板をもっ複合構造をとっている。灘戸枠内の内法は0．6

m×0．6mの正方形である。四辺の縦板はそれぞれ2枚（合計8枚）で構成され角柱を支えとしている。

横桟は用いられず外周の井桁の横板によって土庄を分散させている。井戸枠は三日月状のテラス部分の

高さまでしかなく、取水はテラス部分に降りて行なっていたと考えられる。

遺物は須恵器、土師器の小片にまじって、手捏ねの皿状土器が覆土中層から2点出土した。SE170

の年代は奈良時代と推定される。

＄濫旦那（第120図）M91グリッドの北隅で検出された井戸状遺構である。長径1薫5m、短径上55mの

ほぼ円形プランからすり鉢状に掘り窪めている。中央には直径0．7m′の円形掘り方を設け二段掘とする。

深さは0．64mで底面の標高は5．18mを測る。水溜には直径54cmの曲物を使用している。振り込み面か

ら20C7花の深さまで砂層があり、この砂層からしみ出る水を曲物内にためる形式である。

年代は覆土中から出土した山茶碗から平安時代末頃の井戸状遺構と考えられる。

＄濫舶趨（第120図）K92グリッドで検出された木組の枠をもつ井戸状遺構である。調査区の西端であ

るため半分しか検出できなかった。掘り方は推定1．457乱を一辺とする不整形な方形と思われる。深さ上1

mまで垂直に近い角度で掘り込んで井戸枠を構築したと考えられる。現状では掘り方底面が検出面より
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2。08m（標高机m）の深さにまでおよんでいるが鴇　これは使用中に湧水が枯れ、再掘削した結果であ

ろう。再掘削の掘り方形状をみると標高4．5mの位置に肩をっくり出している。井戸枠をのせる部分で

あるが実際には井戸枠は設置されず素掘りの状態で使用されていた。

井戸枠は縦板と横桟で構成されている。東辺の縦板は幅33cm、長さ80cm、厚さ4C帯程の板材3枚を横

日面を合わせて用ている。外周にも幅のせまい縦板が用いられ板の隙間に当てている。桟桟は幅8

cm、厚さ4cm、長さ95cm程度の桟木を小口面と広口面を柄穴で組み合わせて上下2段に設置してい

る。

出土遺物は山茶碗◎青磁片のほか箸状木製品が6点検出された。このことから平安時代末頃から鎌倉

時代とする。

＄濫舶昏（第ユ2ユ図）L92基準杭の北側に位置する素掘りの井戸状遺構である。長軸上4肌、短軸圭38

鵜で隅丸方形の平面プランをもつ。掘り方はH mほど垂直に掘り下げたのち平担面をつくり、さらに

底面のほぼ中央に直径約0．6mの不整円形の深掘り部をっくりだして水潜としている。井底の標高は4．89

mである。

出土遺物は山茶碗のほか木製椀主点、箸状木製品2点が検出されている。年代は平安時代末から鎌倉

時代とする。

＄濫舶嘗（第121図）M鋸グリッドにある素掘りの井戸状遺構である。長軸上25m、短軸1．23mを測る

不整形の平面プランを有する。掘り方は45度～60度の角度で0．4mほど掘り下げて平担面をっくりだし鴇

底面のほぼ中央に直径30cmの円形深掘り部を設け水溜としている。出土した山茶碗の特徴から平安時代

末から鎌倉時代とする。

旧河道跡

＄既避爵5（第74図）　宮川3区の北部で95列から98列に弧状に広がる低湿地地形であるが中世に河遺と

なった。縄文時代にさかのぼるSR485は粘土層の静穏な堆積により埋没していくが古墳時代中期以降

の堆積粘土層には水辺に投棄された遺物が包含されていた。一括性が認められる遺物集中部が8個所確

認されSX484⑳SX483◎SX482◎SX481◎SX480◎SX479⑳SX478⑳SX477（第78図）

とした。以下でSR485内の土層および遺物集中部について詳述する。

丑層（第99図）1層から8層は低湿地の岸に堆積した土層であるが中世以降の撹乱を受けている。9

層は茶灰色粘土層、10層は灰褐色粘土層である。9層は平安時代、10層は奈良時代の包含層と考えて調

査したが9◎10層ともに両時代の遺物が混在していた。遺構は認められず、遺物の量も少ない。H層は

茶色粘土層で古墳時代後期の遺物を大量に包含しており、SX481◎SX480◎SX479◎SX478◎

SX477が検出された。12層は灰黄色粘土層で古墳時代後期の遺物が若干検出された。13層は灰白色粘

土層で古墳時代中期から後期初め頃の包含層である。14層◎15層は無遺物層である。16層は微高地の基

盤層を構成する黒色粘土層の末端部分である。

＄Ⅹ鯛趨（第79図）　H95グリッドで検出された遺物集中部である。低湿地の岸部近くの斜面上に集中

しそいた。且．5m×1肌ほどの狭い範囲に増形土器、高棒形土器、壷形土器とともに滑石製の勾玉と臼

玉がそれぞれ1点出土している。遺物の特徴から古墳時代中期とした。また土器集中部のうちでもっと

も古い段階の投棄と考えている。

＄Ⅹ趨83（第80図）　H96グリッドで検出された遺物集中部である。SX484と同様に低湿地の岸部近

くの斜面上に存在した。37乱×2′酌ほどの範囲に土師器高棒形土器を中心に投棄されていた。高棒形土

器は約50点にのぼる。他器種では壷形土器◎整形土器◎棒形土器が合計で10点ほど数えた。滑石製模造

品は含まれず、須恵器の壷形土器（第87図）が1点出土した。遺物の特徴から古墳時代中期と考えるが

SX483にみられた滑石製模造品と増形土器が含まれず高棒形土器が主体となることからSX483はS
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第73図　宮川地区グリッド配置図
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第74図　宮川3・4区全体図
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Ⅹ鯛　よりも新しい段階での投棄と考

えたい。なお淘　SX484と類似する遺

構は水上l区のSX寝射こみられ地　SX

483の類似例は水上8区SX帯　にあ

る。いずれも低湿地の縁辺である。

＄Ⅹ鯛慧（第81図）H96グリッドで検

出された遺物集中部である。圭5mX

l酌ほどの範囲に土師器の棒形土器が

集中している。須意器捧身0785）も

且点検出された。土器の特徴から古墳

時代後期の前半と考える。

＄Ⅹ磯開（第83図）‡95グリッドで検

出された土器集中部である。5mX3

mはどの範囲に土師器の棒形土器を主

体に投棄されている。須恵器も8点出

土しているが棒形土器が多く整形土器

と壷形土器の破片がわずかにみられる

にすぎない。20C招～40C帯太の礫が土器

とともに投棄されている。出土遺物は

破片が大半をしめる点が特徴的である。

土器の特徴から6世紀末壇から7世紀

初め頃と推定した。

＄濫感冒8（第84図）‡96グリッドで検

出された遺物集中部である。説5mX

2。5酌の範囲に土師器を主体に投棄さ

れている。中心部には9個所の土師器

撮端形土器と2個所の甑形土器が集中し、

『ノ／√

臣

、
簑′書三強　芸∴吊メ‾Sふ∵工も曇豆汗勇
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周辺部には礫および須恵器の土師器の

棒形土器が投棄されている。また海　馬

形土製品且点と手捏土器l点が其伴し

ている。遺物の特徴から6世紀未から

7世紀初め頃の投棄と推定した。

＄Ⅹ鯛の（第82図）H97グリッドで検

出された遺物集中部である。土師器の

棒形土器を主体に投棄されているが須

恵器では棒形土器のほか短頸壷も主点

出土した。手捏土器主点と石製丸玉1

点が其伴する。遺物は2m×2靴ほど

の範囲に広がり礫の伴出は少ない。遺

物の特徴から7世紀前半代の投棄と推

定する。
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第開国　　Ⅹ舶　～＄Ⅹ鯛　位置図

＄Ⅹ鯛盈（第85図）G97グリッドで検出された遺

物集中部である。遺物の出土範囲は南北67花ほど

に広がり低湿地埋没段階での岸線に沿って投棄さ

れた状況を示している。土師器の投棄が主体であ

るが器種によって投棄地点が異なる点に特徴をも

っている。北半部は大型の礫と並ぶように土師器

の葉形土器と甑形土器があり、須恵器の横食

とともに良好な遺存状態を示して検出された。

南半部は土師器の棒形土器が主体をなしている。

礫は小型のものがわずかにみられるにすぎない。

遺物の特徴から7世紀前半代の投棄と推定した。

Ⅹ都留（第86図）H96◎‡96グリッドで検出さ

れた遺物集中部である。4。5m×2．57花ほどの範

囲にわたるが中央部には顕著な集中部分がみられ

た。この中央部にみられた集中は土師器の棒形土

器が主体をなしていた。土器は完形品が多く口径

の異なるものを2点あるいは3点重ねて投棄され

ている。土器以外では動物形土製品（土馬）8点

と石製丸玉4点が其伴する点が注目される。土器

の特徴から7世紀後半代での投棄と考える。

＄既避86（第88図）J94◎J95◎K94グリッドを

中心に検出された旧河道である。蛇行の攻撃斜面

側の頂点にあたり、北東から流れ込む水流が屈曲

して南東に流れる。古墳時代後期から除々に浸食

が始まり、鎌倉時代まで河道として水を保ってい

たと考えられる。宮川4区のSR53◎SR54に連

続する旧河道である。

遺物は2層の灰黒色粘土層から平安時代末から

鎌倉時代の木簡、墨書土器、箸状木製品などが一

括して出土した。4層から6層までは古墳時代後

期から平安時代の遺物が混在するが平安時代が主

体をなす。層位にしたがって調査を進めたが旧河

道の変遷を正確に把握することは困難な状況であ

った。以下は2層から出土した平安時代末～鎌倉

時代の遺物を中心に詳述する。

木簡が5点出土している。卒塔婆を形どった薄

板には「南無大日」◎「仁王」といった仏教的文

字が記されている。出土地点は河遺跡の中心付近

に集中する。文字がうき出ている部分もみられあ

る期間地面に立てられていたことがうかがわれる。

墨書土器は灰粕陶器以前の段階の墨書文字とは内容が一変する。山茶碗にみられる墨書は、内容から
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「大」◎「抄」⑳「競」◎「みやいめ」または「み虫め」の4種に分けることができる（第89図）。「大」

は8点でもっとも多い。ついで「録」が7息「鼻」◎「みやいめ」はそれぞれ3点が検出された。墨

書位置はすべて底部外面である。出土地点は河道内全面にわたるが、層位は大半が2層におさまる。

箸状木製品は硯点を数える。岸部付近に2個所の集中部が検出された○完形品は少なく大半が先端

から3cmほどのところで折れている。また先端がつぶれている場合が多く刺して用いたのち投棄された

と思われる。呪符木臥獣骨などに伴出する傾向があり、井戸、軋河道など水にかかわる地点で、し

かも平安時代末から中世の遺構でのみ出土している。また、焼痕のある木片を伴う場合が多いことも注

目される。これらのことからこの箸状木製品を斎串と認定してよいと考える。

このほかミニチュアの膳と杵が出土している。

SR486はSI〕145、SD182とともに平安時代末から鎌倉時代の居住域を区画する役割も果してい

た。墨書土器と木簡は他の調査区でもみられるが鴨内容的に共通するものは宮川4区の墨書土器のみで

ある。宮川4区は宮川3区の連続部分であることから、SR486で検出された遺物は宮川3区を中心と

した居住域内で行われた仏教的儀礼で用いた料であったことは確かである。

＄盈鯛冒　し92◎93グリッドを中心に検出された旧河遺跡である。SR486が中世段階に南側に移動した

ことにより形成された蛇行の攻撃斜面側の頂点にあたる。最深部標高は2。4m′で深さは2．2両こもお

よぶ。暗青灰色の粘土によって被覆されている。SR487は宮川4区のSR52に連続する河遺跡である。

3．まとめ

蘭　留鵬区の北半部は奈良時代の遺構⑳遺物が比較的多く検出された。これは宮川2区および宮川5区

の遺構とともに奈良時代の居住域を想定する根拠となろう○これに対し南半部は平安時代末から鎌倉時

代の居住域と想定し得る。いずれも旧大谷川の右岸に相当する。低湿地と旧河道は祭祀遺物の可能性を

もっ遺物の投棄場所として古墳時代中期から鎌倉時代まで活用され続けている。特にSR胡5では①増

形土器と滑石製模造品の祭軋④高塀を用いる祭私③整形土器⑳甑形土器を主体とする祭私④馬形

土製品を用いる祭祀というような段階的変化を示していた○これは本遺跡での祭祀の変遷を明らかにす

る上で重要な資料となった。

（2）宮川3区SR486で大量に出土した箸状木製品は出土状況⑳伴出遺物から斎串と考えられ、同種の

ものは大谷1区◎西大谷4区◎水上6区Sか228◎宮川4区SR53⑳宮川6区SR3ユ6などでもみられ

る。また同種の機能を果たしていたと考えられる断面方形でやや太い棒状木製品も出土しており、それ

ぞれ箸状の斎串◎棒状の斎串と認定する。
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第鍼図　宮川　区＄Ⅹ鯛　遺物分布図
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車木簡

＠律令時代須恵器墨書土器

盆灰柚陶器墨書土器

息灰柚～山茶碗墨書土器

越山茶碗墨書土器

014号木簡「南口□

息

［壷1470

813号木簡「南⊂＝

…購蘭椅号本意1霊笠×豊嘉
仁王⊂］□

匿

濠

靭

［弓：崩453

［司517包558　遠　互1970j〕　　適1552

回

［＿ヨ593

582

［司：＿首584

：（433

2－C　暗灰色粘土層　　　　　　　　　　　　4－a　暗灰色粘土混砂層

2－d　灰黒色粘土層　　　3－a　暗灰色粘土層　4－b　暗灰色砂質粘土層

2－e　暗灰色砂質粘土層　3－b　暗灰色粘土層　4－C　暗灰色砂質粘土層　　　5　時灰色粘土層

2－f　灰黒色粘土層　　　3－C　灰青色粘土層　4－d　暗灰色砂質粘土層　　　6　粘土混砂礫層
4－e　暗灰色粘土混砂（礫）層

第錮園　宮川　匿＄況　鵬遺物分布模式図⑳丑層断面図
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第錮表　宮川　区＄配鯛　主要遺物一覧表

古墳時代　須恵器

律令時代　須恵器

刀　形　木　製　品

舟　形　木　製　品

木　　製　　鐙

曲　　　　　　物

ノ火　　 細　　 岡　　 森 ’　　 6 粛　　　 軍　し司況司天ノ 6 木　　　 製　　　 碗 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ul

縁　 粕　 陶　 器 1 棒状木製品（斎串） 4 下　　　　　　 駄 2

山　　 茶　　 碗 60 箸状木製品（斎串） 481 箆　 状　 木　 製　 品 2

青　 ◎　 白　 磁 9 卒塔姿状木製品 1 動物形土製品（土馬） 2

墨　 書　 土　 器 39 ミ　ニ　チ ュ　ア 膳 1 瓦 2

へ　 ラ　書　 土　 器 1
1

ミ　ニ チ　ュ　ア 杵 1 鉄　　　　　　 鉱 1

木　　　　　　 簡 5 糸　　　　　　 巻 1 砥　　　　　　 石 2

構　　　　　　 櫛 1 動　 物　 遣　 存　 体 25

舞凱義　一畠川3区小穴…畳表

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 長　　 径 短　　 径 深　　 さ
長 短 比

（長 径 二 1

遺 構 面

標　 高
特　 記　 事　 項

S P l O l＿ G 9 7 1 ．0 0 0 ．9 0 0 ．3 7 0 ．9 0 5 ．9 3

S P l O 2 G 9 7 0 ．6 5 0 ．6 5 0 ．0 9 1．0 0 5 ．9 3

S P l 04 。 G 9 7 0 ．8 4 （0．6 4 ） 0．17 （0．7 6 ） 5．9 3

S P lO 5 G 9 7 （0．2 3 ） （0．2 2） 0 ．12 （0。9 6） 5．9 3

i s p 10 6 j
G 9 7

l
（0．4 3 ）

！
（0．4 3 ）

1
0．0 2

l
（上0 0 ）

l
5．9 3

l

i s p lO 7
G 97

－ － － － 5．93

S P lO 8 G 9 8 0 ．7 5 0 ．6 5 0 ．4 0 0 ．8 7 5 ．7 4

S P l O 9 G 9 8 0 ．4 0 0 ．3 5 0 ．2 6 0 ．8 8 5 ．6 6

S P l l O G 9 8 0 ．34 0 ．3 2 0 ．3 0 0 ．9 4 5 ．4 0

S P l l l G 9 8 0 ．6 6 0 ．5 1 0 ．1 5 0 ．7 7 5 ．5 1

S P l 12
i I 9 4

0 ．2 8 0 ．2 7 0 ．18 0 。9 6 6 ．3 7
i 平 安 時 代

S P 1 13 I 94 0 ．2 3 0 ．2 2 0 ．17 0 ．9 6 6 ．40

S P l 14 I 9 4 0 ．4 0 0 ．2 9 0 ．3 9 0 ．7 3 6 ．4 2

S P l 15 I 9 4 0 ．4 7 0 ．4 6 0 ．15 0 ．9 8 6 ．4 1

S P l 1 6 I 9 4 0 ．28 0 ．2 5 0 ．1 6 0 ．8 9 6 ．3 7

S P l 1 7 I 9 4 0 ．3 6 0 ．3 2 0 ．4 4 0 ．8 9 6 ．4 0

S P l 18 J 9 4 0 ．2 8 0 ．2 5 0 」6 0 ．8 9 6 ．3 7

S P l 19 I 9 4 0 ．2 4 0 ．2 0 0 ．0 5 0 ．8 3 6 。38

S P 12 0 I ・94 0 ．5 0 0 ．4 0 0 。13 0 。8 0 6 ．4 1

S P 12 1 I 9 4 0 。18 0 ．18 － 1．0 0 6 ．4 1

S P 12 2 I 9 4 0 。2 8 0 ．2 5 0 ．2 4 0 ．8 9 6 ．4 2

S P 1 2 3 I 9 4 0 ．6 7 0 ．4 5 0 ．3 3 0 ．6 7 6 ．4 2

S P 1 2 4 I 9 4 0 ．5 3 0 ．4 9 0 ．2 5 0 ．9 2 6 ．4 0

S P 1 27 I 9 4 0 。3 6 0 ．2 6 0 ．0 9 0 ．7 2 6 。3 8

S P 12 8 I 94 0 ．5 2 0 ．4 5 0 ．12 0 ．8 7 6 ．3 8

S P 12 9 I 9 4 0 ．3 7 0 ．3 4 0 ．19 0 ．9 2 6 ．3 5

S P 13 0 I 9 4 0 ．4 9 0 ．4 5 0 ．2 1 0 ．9 2 6 ．3 1
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遺構番 号　 グ リッ ド
序　 径

短　　 径
深　 さ （漂 ㌔） 遺構面

標　 高
特　 記 事 項

S P 13 1　　 I 94 0．28 0．27
日 は ＋ 日 用

6．31
iS P 且32 ！ ‡94 （0．50） ！ 0せ43 臓 ・ ！ 臓 6．31

S P 且33 i I 94 0．30 0 ．29
0。24　 日 閥

6．34

S P 134 ［ ‡94 0．51 0 ．49
ほ ， 「 臓

6．34

l
S P 且35 ［ ‡94 0 ．35

－
！

6．38

S P 136　　 I 94 0 ．29 0．2 5
‖ … ； 日 用 I

6．3 1

［S P 13年　 摘 4 0．33 （0。30 ） 0。且6　 日 0。9温） 6．3 1

S P 且38 ！ I 94

ぎ
0．34 0．3 1 0せ23　 日 用

6．37

s p 且39 i I 94 0．52 （0。44 ）
－　 0。2互　 い は ）

6．36

S P 140 ［ J 94
l

0．34 0．32 0 。18　 目 測
6．33

S P 且射　　 J 94 0．28 0．26 0 ぁ24　 日 用
6．34 古墳時代

S P i42 i J 94 0．26 0．25 0。21 i o。96
6 ．32

S P 摘項　 摘 4 0．59 0 ．57 は ； 「 膵
6．33

S P 且4畑　 J 94 0肇 0．27
の。18　 日 用 ［

i 6030
S P 摘 8 i J 94

i
0．24 0．23

！

0も2 1 日 憫
6．30

S P 相可　 掴 0．18 i o。16
0．11　　　 0．89 6 ．28 i

S P 且50　　 Jt94 0．33 0．28 0．10　　　　 0．85 6．20 i

S P 且5且　　 J 94 0．33
l

0．．32 狛 5 ！ ¢澗
6．21

S P 152 ！ J 94 ！ の。38 0．22 0．20　　　　 0．58 6．20

IS P 蟻叫　 招 4 0．26 0．25 IO．15　　　　 0．9 6 6．21
i

S P 且54 i J 94 0．22 】
0．21

紺 ＋ 日 用
6．15

S P 鼠55　　 掴 4 0．30 I の。30
目 測 ＋ 「 臓

6．15

S P 蟻 6　　 掴 4 0．34 0 ．2 2
0 。18　 日 摘 I　　　　　　　　　　　　　　l

6．2 1

S P 蟻 7 －　 才94 0ま3 1
［

ー　のも30
0や25　 日 欄

6．17
膵 臓打 ．潤

し
0．48 0．45

0．30　 目 測
6．40 平安時代

S P 159 i J 94
0 ．19 0．15

0。07　 j　 o。79
6．13

S P 蟻両　 掴 4 0．42 0．4 1
0。膵　 恒 898

6．34

S P 且63 i J 94 0．24 0。2 1 i
0．10　　　　 0．88

6。31 i

s p 且6訂　 掴 4 0．27 0．26 0．15　　　　 0．96 6．11

S P 皇65 ！ J 94 0．31 0．26
I

の。36 i o。鋸 6．18

S P 且6打　 掴 4 ！0．27 0．20
0．05　 目 測

6．13
S P 蟻中　 洞 4

0．24 0 ．2 1
0爛 ＋ 「 私88　 …

6．14
S P 168 i J 94 0 ．27 0 ．24

鋸 7　 日 摘
6．09

S P ユ69 ！ J 94 0 ．26 0．24 6 ．350．12　　　　 0．92
iS P 17 1 i I 9畑 0 ．62 0 ．59

0。且9　 日 摘
6．33

S P 17 2 i J 94 0．28 0．25
0。11 日 用

6．02

S P 17 3 i J 94　 － 0．25 （0。24 ） 0．28　　 （0896 ） 6．28

S P 且78 i J 94 0．27 0．2 1
0。14　 日 。78

6．12

S P 179 ！ J 94 0．18 0．17 0．07　　　　 0．94 6．10

S P 18畑 」 94 0．39 0．30
0。26　 日 澗

6．35

S P 18畑　 J 94 0．71 0 ．4 5 0 ．19　　　　 0．63 6 ．27
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遺構番号 グ リッ ド 長　　 径 短　　 径
i深　 さ 長短比

（長径＝ 1 ）
遺構面
標　 高

！ 特 記 事 項

S P 18 5 I 94 0 ．28 0．2 7 0．09 0 ．96 6．38

S P 186 J 94 0．35 0 ．32 0 ．12 0．9 1 6．24

S P 19 0 J 9 4 0．4 5 0．3 0 0．3 0 0．6 7 6．18 古 墳 時 代 （後 期 ）

S P 19 1 J 94 0．2 5 0．2 4 0．0 8 0．9 6 6．2 6

S P 19 5 J 93 0．2 6 0．2 4 0．19 0．9 2 6．2 8

S P 19 6 J 9 3 0 ．20 0．1 9 0。10 0．9 5 6．2 7

S P 1 9 7 J 9 3 0 ．29 0．2 7 0．19 0．9 3 6．2 6

S P 19 8 J 9 3 0。33 0．28 0．14 0 ．8 5
】

6．2 1

S P 19 9 J 9 4 0．3 5 0 ．32 0。1 5 0 ．9 1 6．2 1

S P 2 0 0 J 9 4 0．3 0 0．2 7 0．7 0 0．9 0 6．4 7
l

S P 4 0 1 J 9 3 0．3 2 0．2 5 0．16 0．7 8 6．17

S P 4 0 2 J 9 3 0．38 0．3 0 0．17 0．7 9 6．2 1

S P 4 0 3 J 9 3 0．30 0．2 8 0．0 6 0．9 3 6．2 1

S P 4 0 4 J 9 3 0 ．2 8 0。2 6 0．2 3 0．9 3 6．20

S P 4 0 5 J 9 3 0．2 8 0 ．24 0 ．07 0 ．8 6 6．2 1

S P 4 0 6 J 9 3 0．2 3 0．2 1 0 ．10 0 。9 1 6 ．2 1

棒 p 4 0 7
J 9 3 0。17 0．16 0 ．05 0．9 4 6 。19

睦 p 4 0 8
J 9 3 0．2 0 0．17 0．08 0 ．8 5 6．19

i s p 捕 ！ 招 3 i o。2 4 l　 n nn
U．∠∠

i　 ハ 1∩
U．1∪

i　 ハn n　 i
U．U∠

6 ．15 ！

S P 4 10 J 9 3 0．2 0 0．19 0．0 4 0．9 5 6．2 1

S P 4 1 1 J 9 3 0．2 3 0．19 － 0．8 3 6．2 2

S P 4 1 2 J 9 3 0 ．30 0．2 5 0．0 8 0．8 3 6．17

S P 4 1 3 J 9 3 0。33 0．3 2 0．0 6 0．9 7 6．18

S P 4 1 4 J 9 3 － 0．8 0 0．2 1 － 6．2 1

S P 4 1 5 K 9 3 0．3 2 0．2 8 0 ．12 0 ．8 8 6 ．25

S P 4 16 K 9 3 0．3 4 0．2 4 － 0．7 1 6．17

S P 4 17 K 9 3 0．4 9 0．3 0 0 ．2 0 0．6 1 6．14

S P 4 18 K 9 3 0。8 2 0．4 8 0．6 2 0．5 9 5。9 2

S P 4 19 K 9 3 0．4 7 0．2 7 0．18 0．5 7 6．17

S P 4 2 0 K 9 3 0 ．50 0．28 0．11 0．5 6 6。2 0

S P 4 2 1 K 9 3 0 ．34
0 ．§0

0．13 0．8 8 6．2 2

S P 4 2 2 K 9 2 0 ．3 2 0 ．28 0．2 0 0．8 8 6．16

S P 4 2 3 K 9 2 0 。38 0 ．34 0．1 2 0 ．8 9 6．1 7

S P 4 2 5 K 9 2 0．3 3 0．2 9 0 ．0 6 0．8 8 6．37

S P 4 2 6 K 9 2 0．6 6 0 ．5 2 0．4 0 0．7 9 6．4 0

S P 4 2 7 K 9 2 0．7 8 0．5 9 0．2 6 0．7 6 6．39

S P 4 3 0 K 9 1 0 ．3 5 0．2 8 0．0 9 0．8 0 6．4 0

S P 4 3 1 L 9 1 0 ．6 3 0．4 8 0．2 6 0．7 6 6．3 7

S P 4 3 2 L 9 1 0 ．7 6 0．6 9 0．0 8 0。9 1 6．2 6

S P 4 3 3 L 9 1 0 ．24 0。18 0．0 4 0．7 5 6．3 5

S P 4 3 6 M 9 1 0．96 0．9 0 0 ．3 0 0．94 6．0 9

ー149　－



遺構番号 グ リッ ド 長　　 径 短　　 径 深　　 さ
長短比

（長径 ＝ 1）

遺構面

標　 高
特　 記 事　 項

S P 438 M 9 1 0．69 0．63 0．40 0．9 1 5．82

S P 439 L 90 i o。28

i
0．2 1

l
0．04 0．75 6。21

S P 440 M 90
i

0．52
l

0．38 0．08 0．73 6．20
li s P 伸 i M 91 i O・76 0．59

0。27 ！ 0 ．78

l
5．91

i s p 4 42 j　 M 90 恒 。32 i
0．25

0．19　 日 。78
6．18

l

S P 443 M 90 1．12 0．76 0．31 0 ．68 6．20 古墳時代

S P 444 M 90 上12 （0．78） 0 ．32 （0．70 ） 6．18

S P 44 5 M 89 0．62 0 ．54 0 ．26 0．87 5．87

S P 447 N 89 0．5 1 0 ．40 0．12 0．78 5．9 1

S P 448 N 89 0．44 0．36 0．06 0．82 5．90
】

S P 449 0 89 0．56 0．45 0．14 0．8 0 5．94

S P 45 1 N 89 0．43 0．38 0．06 0．88 5．93

S P 452 N 89 0．24 0．22
0．14 ！ 0．9 2

5．91

S P 453 0 89 0．8 2 0．69
i o．12 i o 。84

5．82

S P 454 0 89 1．34 0．92
！ 0．14 i o．69

5．82

S P 4 55 0 89 0．29 0 ．28
i o 。34　 日 。97

5．84

S P 4 56 0 89 0．4 1 0 ．32 0．11 0．78 5．82 古墳時代

S P 457 H 96 1．34 上12 0．23 0．84 5．65 古墳時代

S P 459 I 95 0．74 0．70 0．53 0．95 4．94

S P 46 1 I 94 0．20 － － － 5．93

S P 462 I 94 0．19 0．17 0．06 0 ．89 6．07

S P 464 I 94 0．22 0．2 1 0．12 0 ．9 5 ，6．15

S P 465 I 94 （0。18 ） （0．17） 】
0．05 0 ．94 6．15

S P 466 1 94 0．37 － 0 ．08 － 6 。15

S P 467 I 94 0 ．46 0 ．44 0 ．24 0．96 6 ．23

S P 4 68 J 94 0 ．44 0 ．42 0 ．12 0．95 6 ．14

S P 470 J 94 0．34 （0 ．32 ） 0．18 （0。94 ） 6 ．14

S P 47 1 J 94 0．35 （0 。34 ） 0．2 1 （0．97 ） 6．15

S P 472 J 94 0．23 0．18 侶 4　　　　 0・78 6．14

S P 473 J 94 0．37 0．2 1
0．18 ！ 0．57

6．19

S P 474 I

S P 475 i

J り4 I

H 97 ！

（旦 80 ） ！ 0．70 l

i

0．39 i （0．88 ） l

】　 ！

6．26 i

i
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宮川射茎（第鍼回）

1．概　　要

宮川4区は現大谷川の左岸で河口起点より1，250m上流に位置する。南半部では旧大谷川が自由蛇行

の過程で順次河道を南側に移動した痕跡が7本の明瞭な旧河遺跡（SR58◎56◎55◎64◎53◎52◎51）

となって検出された。その結果鴇覆土中や河床に遺存する遺物も年代こ’との区分が可能となった。これ

に対し北半部は各時代の河道が同一地点に重複していたため遺物の伴出関係については今後の検討を待

ちたい。

南半部で検出されたSR58は旧大谷川の成立時期について考えるにあたり重要な地点でもあった。大

谷川成立以前は各所に低湿地が広がっていたが、その痕跡がSR56⑳58の基盤となっている茶褐色の腐

植質粘土層によっても確認できる。SR56◎58周辺は宮川3区の低湿地SR485における岸線の延長上

にあたり、帯状の低湿地地形の存在が明らかとなる。つまり、SR485の岸が帯状低湿地の右岸を形成

し、宮川4区のM95⑳96グリッドの微高地が左岸となっているのである。初期の大谷川は水位の下降に

ともない、この低湿地が帯状の窪地となり、降雨時には水路となり、やがて1本の河川に成長した状況

がうかがえる。この初期の太谷川がSR58である。

霊。遺構各説

旧河道跡

＄監閑　L95◎M95◎N95グリッドをほぼ西から東に流れる旧河道である。確認面での幅は2m前後と

狭い。延長は15m淘河床最深部の標高は5。2mである。L95グリッドの北東部分で屈曲の痕跡がみられ

るがSR51と連続する近世から昭和17年の旧河道によって撹乱をうげ、屈曲の方向は不明である。M95

◎N95グリッド内ではSR56との交差もなく、左岸の一部に杭と横板による土止めも施されていた。河

道内からは須恵器の杯身のほか、土師器捧◎壷◎整形土器などが検出された。土器の特徴から古墳時代

中期から後期初め頃と推定する。

＄況56　M94◎N94グリッドを中心に西から東に流れる旧河道である。確認面での幅は5。3m、延長23

mを測る。河床は平担で標高は4．7mである。覆土は小豆大の小礫を主体とする粘土混りの砂礫層であ

る。出土した遺物は土器◎木製品◎石製品◎土製品など膨大な量であったが、以下主要な遺物について

簡単にふれる。

古墳時代土師器　第33表に示したとおり点数では圧倒的多数を占める。総数302点は現地作成の実測図

に記録され、しかも準完形品以上の点数である。またSR55に流出した25点も本来SR56に帰属すべきもの

と考えられる。総数302点のうち92％（278点）を捧◎塊類が占めている。出土地点は第94図に示した。

分布上の特色は、①捧◎墳形土器は広範に分布するがM94グリッドの北東部分に濃密傾向がある。④捧

◎墳形土器以外の器種はN94グリッドに多くみられる。④河遺中心軸より北側（左岸側）に集中して出

土するなどである。

古墳時代須恵器（第95図）　24点が出土しているが須恵器と土師器との数量比は1対12。6となり量的に

は少ない。器種は杯が主体であり約80％（19点）を占める。つぎに線が続く。聾は表では1点とな

っているが各所に破片が散乱しており個体数が増す可能性もある。須恵器の分布の中心はN94グ

リッドにある。須恵器は編年上、6世紀から7世紀第3四半期に位置づけられ、これをもってSR56の

年代とする。

Å形木製品（第96図）10点が出土した。このうち出土地点の確実な7点を分布図（第94図）に示した。

形態は短冊状の薄板の一端を削って圭頑に頭部をつくり、頸◎肩部は三角形に切り欠き撫で肩とする。

共通して手の表現はみられない。腰部は三角形に切り欠くものと表現されないものとがある。脚部は三
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角形に切り欠くがその深さは一様ではない。全長は30cm前後が主体をなすが10cm代後半のものも3点含

まれる。小型の人形は大型のそれと比較して形態がやや異なる01点は頭頂部を水平につくり、他1点

は脚を三角形に尖らせている。出土地点は、河道の中央付近と東側の2個所に分かれる。

馬形木製品（第96図）6点出土している。すべて鞍などの表現のない裸馬である。横長の薄板を菱形ま

たは等脚台形につくり、上辺は三角形または弧状に切り欠き背を表現する。下辺は1個所を三角形に切

り欠き頭部のみを表現する例と2個所を切り欠き頭と尾を表現するものがある。長さは13cm～18cmの範

囲におさまる。出土地点は河道の中央付近と西側に分かれる。

罰形木製品（第96図）4点出土している。このうち3点が完形品であり分布図に示した。柄頭の形状は

山形に削り出すものと長方形に削り出すものとがある○長さは22cm、29cm、57cmと不揃いである。出土

地点は西側部、中央乳東側部にそれぞれ主点がみられた。

斎串（第96図）10点が出土している。大きさも形態もバラエティーがあるが、共通して切り込みや切

り欠きをもたない。出土地点は河道の西側部分と中央部分にみられた。

そのほか木製品では桟櫛5息鎌の柄2息槙槌1点、曲物5息有頭棒2息編錘2点が出土して

いる。

動物形土製品　一般的に土馬と呼称されるものであるが、出土した土製品には特異な形態のものも含ま

れるためここでは動物形土製品とした。破片を含めて9点出土している。このうち8点は河道西側部分

に集中していた。

石製丸玉　8点が出土しておりM94グリッドで4息N94グリッドで4点と2個所に分かれている。

謹環　1点が東端部で出土した。

紡錘車　N94グリッドで4点出土している。

文字資料　木簡2点（5号木簡「柏屋五十戸」◎「口ロムは号木簡「［＝」）と墨書土器1点（「多麻

呂」が出土した。「相星五十戸」木簡は長さ13．5cm、幅2．2cm、厚さ0。35。mを測り、下部に1辺0．5。m

の方形の穴があげられている。出土地点は河道中央部であり、しかも河床に密着した状態であった。S

R56がSR55と交差するのは東端の基準杭Q94周辺だけであることから「相星五十戸」木簡が後代の混

入品とはしがたい。「多麻呂」墨書の土器は奈良時代の須恵器であること、出土地点が河道の東端部で

SR55と交錯する部分であることから本来はSR55に伴出すべきものであろう。

動物遠存体　獣骨および歯であるが馬が多い。獣骨◎歯は祭祀遺物として広く認められるところである。

植物適存体　桃の種が出土している。SR56は特に多く2，044点が出土した。

石材　こぶし大の礫398個と人頭大以上の礫153個が検出された○これらの礫は、①河道内の覆土を構

成する礫よりも著しく大きく自然流出の礫とは考えにくい、④大型の礫は割石がほとんどで人頭大程度

に割り揃えた状況がうかがえる。③大型の砥石が混入しているなどの点から何らかの目的で収集◎加工

し、使用後に河川内に投棄したことは確実とみてよい。

SR56内から出土した遺物は祭祀に用いた祭料と考えて大過はないが、遺物の出土位置を重ねてみる

と呪術性をもっ遺物が各種混在していることがわかる○これに対し水上7区のSX801では馬形土製品

と土師鼠宮川3区SX都9でも馬形土製品と土師鼠宮川6区SR313内にみられたSX335の土器

と木製形代類というように形式化された整然さをもっている○出土須恵器は編年上ユ00年余りの年代幅

をもつことから祭祀遺物の性格については他調査のあり方をもふまえて後述することにする。

＄配55　基準杭94列に沿って西から東に流れる旧河道である。確認面での幅は西側で9m、東側で3m

と先細りの形態をみせる。西側での河床最深部標高は3・6m、東側では4．47孔を測り、0．8mの比高差

が認められる。つまり、わずか15mほどの河道で上流側が下流側よりも0．8m低いということになる。

これは上流部の河床が安倍川の氾濫によって形成された砂礫層で、浸食しやすい地質条件であったこと
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による。SR55からは古墳時代後期の須恵器◎土師器のはか奈良時代の須恵器が出土している。古墳時

代の土器はSR56からの混入と考えられることからSR55は奈良時代の河遺跡とする。

SR55は遺物の量が少ない河道であったが東側の砂礫層より完全な形で鍬が主点検出された。重要な

遺物であるので報告しておきたい。鍬はナスビ糀業病掛声睦ばかアいス彬諸学永ス　鍍制TT与て形怨か患え
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装着するものである。柄と身は蔓状植物により2個所で結束されている。柄部は78cmで捉部分の直径は

3・5cmを測る。柄と着身部は一木で幹と枝を利用しており、身との合せ部分をやや削り窪めて装着を容

易にしている。身は長さ37・5cm、幅13．5cm（残存長）を測る。結束部は2個所であるが1本の蔓によっ

て結束している。

河道の年代から奈良時代の鍬とすべきかもしれないが、付近からは古墳時代後期の土師器も出土して

いる。また水上7区および宮川4◎5◎6区の古墳時代後期の河遺からは同形式の鍬を含めて多くの農

具が出土している点も考えれば年代がさかのぼる可能性もある。

＄配鍼　N93⑳Q93グリッドを西から東に流れる旧河道である。確認面での幅は5。5mで延長13mを測

る。河床最深部の標高は3・5mである。覆土は暗灰色の砂質粘土であるが最下層に厚さ10。mほどの砂礫

層をもち遺物の大半を包含している。出土遺物には灰粕陶器は息墨書土器10良縁粕陶器目蓋、馬形

土製品2息斎串7点などがある。斉串の形態はSR56と類似するもののほかも切り欠きや切り込みを

もっものがみられる。灰粕陶器は猿投窯で生産された製品が多く黒笹90号窯式から折戸53号窯式のもの

である。このことから10世紀代を中心とした時期の旧河遺跡であると考える。またSR54は宮川3区S

R486の下層と連続する。

＄配53　基準杭93列を中心に西から東に流れる旧河道である。確認面で幅8．日‰延尉3mを測る。河

床最深部の標高は3・5mである。暗灰色の砂質粘土を覆土にもっが最下層にわずかな砂礫層があり河床

の遺物を被覆している。河床からは49個体以上の山茶碗が出土した。この中には9点の墨書土器が含ま

れ、「大」◎「炒」⑳「鼻」といった宮川3区のSR486と同一文字が書かれたものも4点ある。木製

品では箸状木製品が17点出土している。これもSR亜6と共通する。このようにSR53は宮川3区のS

R486と連続する河道としてまちがいない。年代は平安時代末から鎌倉時代とした。

＄鼠閑　Q92◎P92グリッドを西から東に流れる旧河遺跡である。確認面で幅8。4m、延尉2mを測る。
ノ

河床最深部の標高は3・6mである。暗肯灰色の粘土によって厚く覆われている。動物遺存体が出土した

が遺物の総量はきわめて少ない。SR53とSR51との関連から中世の河道と推定した。

SR52は宮川3区のSR487と連続するが、SR487の河床最深部標高は2。4mでありSR52よりも

l・2mあまり低い。これはSR487が蛇行の攻撃斜面側の頂点で淵に相当し、SR52が瀬にあたるため

であり河川の一般的特徴にも合致する。

＄鼠5凰　調査区の南端部を西から東に流れる旧河遺跡である。確認面で幅H。5m、延長11m、深さ1。67孔

を測る。河床最深部標高は4・2mである。赤褐色の砂礫が覆土となっている。覆土中からは下駄樋材

などの木製品のはか近世陶磁器片も出土している。SR51は昭和59年の地籍図にあらわれる大谷川河道

と一致する。したがって近世から昭和17年の改修にいたるまでの河道である。

3．まとめ

宮川4区の最大の成果は古墳時代中期から昭和17年までの旧河道の変遷を確かめることができたこと

である。7本の旧河道はそれぞれ特徴に富む遺物を包含しているが、本遺跡を含めて一般に旧河道の調

査は新旧の遺物が混在することが多く編年観の確立されたもの以外は年代的位置づけが困難である場合

がほとんどである。河道内の遺物は祭祀と密接なかかわりをもっため、伴出関係がきわめて重要な課題

となるが喝この観点から宮川4区での遺物をみると以下のことを指摘することができる。

①　古墳時代中期において河川に投棄された遺物は土器のみであり、しかも器種の偏重は少ない。
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④　古墳時代後期における祭祀遺物は土製形代と木製形式および土器を主体とするが、獣骨◎玉類◎農

工貝◎容器◎紡織貝などが渾然一体となって投棄される。

④　7世紀末から8世紀前半代の遺物はきわめて少なく祭祀的色彩が消滅傾向を示す。

④　奈良時代後半になると須恵器の投棄が若干みられ人名が墨書される場合がある。

⑧　平安時代になると猿投窯の灰粕陶器が検出されると同時に墨書土器◎土製形代（馬形土製品）◎斎

串なども投棄され、形態的にみても古墳時代後期のものとは差異が認められる。

⑥　平安時代末から鎌倉時代になると墨書土器の内容が記号的なものへと変化する。また斎串も棒状、

箸状と変化をみせる。伴出遺物に武器類がみられる点が注目される。

⑦　中世になると居住域が河道から離れたためか、河川内への投棄はほとんど行なわれていない。

これからの点は宮川4区でのあり方であるが他調査と共通する内容も多い。

第鍼表＋宮川急⑳趨区溝状遺構一覧表

遺構 番 号 グ リッ ド 延　　 長 幅 深　　 さ
遺 構 面

標　　 高
特　 記　 事　 項

＜宮 川 3 区 ＞

S D 145 ‡95 16 ．00 1．90 1．00 5 ．9 3 平安時代末

S D 146 I 9 5 10 ．20 1．90 0．17 5．85

S D 16 2 J 9 4 2 ．0 1 0 ．30 0．05 6 ．26

6 ．37 平安 時代S D 175 J 9 4 2 ．40 0 ．39 0．15

S D 17 6 I 9 4 5．42 0．4 1 0．13 6．37

S D 18 1 N 。Y 89 12 ．30 1．95 0．90 5．9 1 古墳時代 （中～後期）

S D 18 2 M 9 0 2 1．00 2．25 1．08 5．83 平安時代末～鎌倉時代

S D 187 J 9 4 1．50 0 ．47 0．14 6．34

S D 18 8 J 9 4 2 ．17 0 ．63 0．53 6 ．29 奈良時代

S D 19 2 J 9 4 2 ．56 0 ．52 0．11 6 ．3 1

S D 19 4 L 9 0 5．02 1．40 0．28 6 ．04

S D 4 28 K 9 2 5 ．76 0 。52 0．10 6．32

S D 4 50 N 。0 89 8．42 0 。35 0．03 5．90

S D 4 58 H 9 6 （5 。00 ） 1．00 0．25 5．87

S D 47 6 G 9 7 9．82 0．42 0．12 5 ．88

宮 川 4 区 ＞

S D　 93 M 96 （5．48 ） 0．96 0．17 5．78

S D　 94 M 95 1。10 0．03 5 ．66

S D　 95 M 95 1．62 0 ．32 0．11 5。86
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2　　　　土師器1915SR58
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第鍼国　宮川　区＄監閑◎閑◎鍼◎閑出土土器実測図
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古墳時代土師器古墳時代須恵器
。士不・墳形土器◎士不形土器　㊨律令時代須恵器

△壷形土器　　A壷形土器　△灰紬陶器

▽高士不形土器　∇平釜形土器　△灰柚一山茶碗

口重形土器　因襲形土器　回山茶碗

噌瓦形土器　×碩形土器　⑳柱状高台土器

×句′

○刀形木製品

△人形木製品

日馬形木製品

・斎串

蒐動物形土製晶

×

メ獣骨・歯

第択抜　宮川　区田河道内遺物分布模式図
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第開園　宮川　区i田河道内遺物分布模式図
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A　墨書土器（灰紬陶器）

逐　墨書土器（山茶碗）



第開園　宮川　区＄配閑出土鍬実測図
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○　刀形木製品

△　人形木製品

日　馬形木製品

⑳　斎串

腰　動物形土製品

×　獣骨・歯

①　横櫛

㊥　九五

回　耳環

Å　農具

回　紡錘車

紺鍼国＋宮川趨匿＄監閑適物分布模式儲
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高　 上麺

壇土　 壷

時師　 聾

代器　 高 捧
甑

278 18 296

10 2 12

9 逢 10

3 4 7

2 ！
2

古　　 捧

壇須　 壷
意　　　 聾

時

代器　 平 瓶
線

19 5 24

且 且

且　　　　 i
且

且 且　　　 i
2

3 且 4

律令時代須意器 l 4　　　　　　　 3 8

灰　 粕　 陶　 器 m　　　　　　 l 12

灰鞄鞠山茶碗 i　 l　　　　 且 2

山　　 茶　　 碗
l

i　　　　　 49
49

そ　　 の　　 他 3 3

人　 形

木　　　 刀　 形

馬　 形

10 2　　　　　 i　 2 i
14

4 4

6 3 9

製

口
ロロ

斎　 串 10 7　　　　　　 1 18

箸状（斎串） 17 17

櫛 5 温 6

農工員 3 5 8

その他 16 8 i　 7　　　 且，
32

動物形土製品 9 1　　　　　　 2 12

手　 捏　 土　 器 Ⅲ 4　　　　　　 1 16

9
丸　　　　　 王

8 且

耳　　　　　 環 l 且 2
紡　　 錘　　 車 4 温 5
短　　　　　 刀 i

温 且
鉄　　　　　 鉱

且 l
墨　書　 土　 器 1 4　　　　　 10　　　　　　 9 24
木　　　　　 簡 2 l 3
動物遺存体 48 且2　　 て22　 j　 19　　 12 i

113
植物遺存体（桃の種） 2，044 81　　　　 202　　　　　　　　　　　　 6 2，333
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第鍼衷　宮川　区小宍一覧表

遺構番号 グ リッ ド

i 長 径

短　　 径 深　　 さ
長 短 比

（長径 ＝ 1）

遺 構 面

標　　 高
特　 記　 事　 項

S P　 61 N 94
恒 ．80 】 0。68 恒 ．39 ！ 0．85

4．73

S P　62 M 96 0．95 0．59
恒 。4 2

0．62 5．79

S P　63 M 96 （H 6） 0．8 1
： 0調

（0．70） 5．7 1

S P　64 M 9 6 0．80 0．62 0．14 0．78 5．77

S P　 65 M 96 0．70 0．55 0．19 0．79 5．76

S P　 66 M 95 0．74 0．65 0．21 0．88 5．76

S P　67 M 95 0 ．69 0．64 0．13 0．93 5．8 6

S P　68 M 95 0．68 0．57 0．32 0．84 5．8 1

S P　 69 M 96 0．39 0．33 0．30 0。85 5．75

S P　 70 M 95 0．54 0．45 0．17 0．83 5．78

S P　 71 M 95 （0．68） 0．4 5 0．19 （0。66） 5．81

S P　72 M 96 0 ．70 0．57 0．10 0．8 1 5．79

S P　73 M 96 0．49 0．43 0．35
！

0．88 5．77

S P　 74 M 96 0．34 0．3 1 0．11 0．9 1 5．84

S P　75 M 95 0．44 0．4 2 0．07 0．95 5．75

S P　76 M 95 0．24 0．21 0．06 0．88 5．81

S P　77 M 95 0 ．77 0．73 0．32 0．95 5。8 5

S P　78 M 9 5 0．30 0．22 0．13 0．73 5．88

S P　 79 M 95 0．23 0．21 0．40 0．9 1 5．74

S P　80 M 95 0．30 0．27 0．14 0．90 5．76

S P　8 1 M 96 0 ．61 0．4 2 0．12 0．69 5．75

S P　82 M 96 0 ．59 0．44 0．29 0．75 5．71

S P　 83 M 9 6 0．44 0．38 0．25 0。86 5．77

S P　 84 L 96 0．33 0．30 0．29 0．9 1 5．80

S P　8 5 L 96 0．53 0．49 0．35 0。92 5．84

S P　86 L 96 0．72 0．52 0．36 0．72 5。83

S P　87 L 96 0 。48 0．4 5 0．2 1 0．94 5．87

S P　88 L 9 6 0。24 0．22 0．28 0．92 5．88

S P　8 9 L 96 0．58 0．53 0．22 0。9 1 5．87

S P　90 L 96
0．55 i

0．44
0．25 i 0。80 i 5。88 i

S P 9 1 i M 96　 j 0．33 ！
0．19

0．30 i 0．58 ！ 5．78 i

S P 92 i L 9 7 i i
－

0．2 】 ！ 5．85 i
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笠高志宰（箕打破）

1－　′恩　　票

宮川5区は淘河口起点より且，4077花上流に位置し鴇現大谷川右岸部にあたる。107列以北と調査区東

側に旧河遺跡が3本検出され、その他の部分は微高地になっていた。微高地部分では奈良時代～平安時

代の遺構面が一面確認され、溝状遺構、堀立柱建物跡、井戸状遺構、小穴群が検出された。旧河遺部分

では鴇水辺の祭祀に関連すると考えられる遺構が2個所検出された。

霊。遺構各説

北部溝状遺構群

＄肪鋼管　BlO5グリッドで検出された西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認面での延長

は6。887孔、幅は最大で2。60m、深さは0．21mを測る。年代は遺物から平安時代とする。

＄⑳霊霊の　BlO4◎105グリッドで検出された西から東へ流れる、東西方向の溝状遺構である。確認面

での延長は7．32mも　幅は最大でl。07m、深さは0。42mを測る。年代は遺物から平安時代とする。SD

207◎Sか220はともにSの209⑳S02ユ0を破壊して開削されている。

＄恥錮　B用4グリッドからAlO6グリッドまで繭から北へ流れる南北方向の溝状遺構である。確認

面での延長は25。Im、幅は最大で0．92m鴇深さは0．59mを測る。年代は遺物から平安時代とする。

＄⑳慧畳の　BlO4⑳BlO5グリッドで検出された南から北へ流れる南北方向の溝状遺構である。確認面

での延長は14．36m、幅は最大で1。21m、深さは0．36mを測る。年代は不明である。

＄⑳霊9盈　C103◎104グリッドで検出された商から北へ流れる南北方向の溝状遺構である。確認面で

の延長はユ4。ユ仇、幅は最大で0．627花、深さは0。3mを測る。年代は不明である。

南部溝状遺構群（図版84…1）

＄肪霊閲　C101◎DlOlグリッドで検出された西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認面

での延長は12．45m、幅は最大で私387花、深さは0．23mを測る。覆土は暗茶褐色粘土である。SD242

によって一部破壊されている。年代は遺物から奈良時代とする。

＄恥霊感響　ClOl⑳り1鋸グリッドで検出された西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認面

での延長は12。42mも幅は最大で0。827花、深さは0．18mを測る。覆土は赤褐色粘土である。断面観察に

より赤褐色粘土はSD270の覆土を覆っており、さらに奈良時代の遺物を判出したSD242の覆土の褐

灰色粘土によって覆われているので、Sり269の年代は奈良時代とする。

＄⑳霊魂慧　ClOlグリッドからElOlグリッドまで西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認

面での延長は13。12期㌦幅は最大でl。28m、深さは0．46mを測る。覆土は褐灰色粘土である。覆土中か

ら須恵器片が多数出土し、これらの特徴から年代は奈良時代とする。なおSn242はSD270を一部破

壊して開削されている。

＄⑳飢⑳　ClO2⑳り102グリッドで検出された西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認面

での延長は9。48循㌦幅は最大で0。54m、深さは0言8mを測る。覆土は褐灰色粘土である。覆土中から

手捏土器2個と須恵器を検出した。これらにより、年代は奈良時代とする。またSD219の一部はSE

217によって破壊されている。

⑳飢　DlOlグリッドで検出された西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認面での延長

は13．6射振幅は最大で0．52m鴇深さは0．44mを測る。覆土は褐灰色粘土である。年代は遺物から奈良

時代とする。

以上の5本の溝状遺構はいずれも並行して検出された。断面での覆土の切り合い関係の観察によって

まずSD270、次にSD269が、最後にSD242◎SD219◎SD218が開削されるという順序であっ

一一1164　－－1
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たと考えられる。

＄⑳2盈5　ClO2◎DlO2グリッドで検出された西から東へ流れる東西方向の溝状遺構である。確認面

での延長は、12．827孔、上端の幅は上257礼、底面の幅は0．907花、深さは0．45mを測る。掘り方は逆台形

の断面形をもち、底面は平坦である。覆土は下から黒灰色粘土、灰緑色粘土、灰黒色粘土が自然堆積さ

れた状態で検出された。覆土中からの遺物の検出はなかったが、上面を奈良時代の包含層である褐灰色

粘土が覆っているため年代は奈良時代以前と考えられる。

前記のSD270⑳SD269⑳SD242◎SD219◎Sn218の溝底は流水の影響により浸食を受けて

いるのに対して、SD215はそれが見られなかった。

井戸状遺構（図版84）

＄濫慧盈嘗（第121図）　DlO2グリッドで検出された井戸状遺構である。確認面で長径は1．557乱、短径

は上29mを測る円形プランを持っ素掘りの井戸である。掘り方は上面プランの中心よりやや北側にずら

して0．90m′ほどの深さで捨鉢状に掘り込まれている。底面は直径0．38mの円形で平坦面となっている。

確認面から0。5mほどから下にある透水層にまで掘り込まれており、井戸状遺構とした。井戸廃棄は断

面の確認により、自然堆積により埋積されたと考えられる。覆土の茶褐色粘土層（1層）から、多数の

須恵器片が検出され、これらにより年代は奈良時代とする。なお、SE217はSn219の一部を破壊し

て掘削されている。

＄既望盈轟（第121図）　DlO2グリッドで検出された木組の枠をもつ井戸状遺構である。確認面で長径

は0．91m′、短径0．81mを測る不整円形のプランを持ち淘深さは0。82m′で透水層に掘り込まれており、井

戸状遺構とした。掘り方は、上段を0．32mの深さまで措鉢状に掘り下げ、さらに下段を一辺0．40mの正

方形プランから垂直に0。40m掘り込み、その中に縦約40cm、幅約29cmの割り板4枚を井戸枠としてはめ

込み、井戸枠の外側は粘土で裏どめされていた。さらに井戸枠の下端から一辺0．301花の正方形プランで

垂直に0。11m掘り下げられていた。覆土から手捏土器1点をはじめ、須恵器片、土師器片が検出され、

これらにより年代は奈良時代とする。

掘立桂建物群（第98図）

＄斑鍼　　DlOO⑳ElOO◎ElOlグリッドで検出された桁行3問、契問1間の据立柱建物である。桁

行4．76m、梁問2。64mを測る。平側の柱間寸法は等間隔とならず柱穴1と2、3と4の問がともに1．54

m、柱穴2と3の問が1．70mを測る。柱穴の掘り方は確認面でプランがほぼ円形、径24～56cm、深さ10

～20cmであった。覆土は褐灰色粘土であり、年代は奈良時代とする。なおSH341の柱穴1鴇　2、3、

4は昭和58年度に調査の行なわれた宮川1区で検出されたSP38、SP39、S P45、SP40である。ま

たSH341の北西部は撹乱により破壊されていた。

＄Ⅲ3舶　ElOlグリッドで検出された桁行2問、梁問1問の掘立柱建物である。桁行3．66肛∴梁問

2。10mを測る。平側の柱間寸法は、等間隔とはならず柱穴1と2の問が1．68m、柱穴2と3の問が1．98

mを測る。柱穴の掘り方は確認面でプランがほぼ円形（柱穴2は長円形）、径30～56cm、深さ10～22cmで

あった。覆土は赤褐色粘土であり、年代は奈良時代とする。なお南西部が撹乱により破壊されていた。

＄斑鍼　　DlOl◎ElOlグリッドで検出された桁行3問、梁問1問の掘立柱建物である。桁行4。74m、

梁間19．4mを測る。平側の柱間寸法は、等間隔とはならない。柱穴の掘り方は、確認面でプランがほぼ

円形、径20～36cm、深さ10～20cmであった。覆土は赤褐色粘土であり、年代は奈良時代とする。

＄Ⅲ鍼　　り101◎ElOlグリッドで検出された桁行1間、梁問1問の掘立柱建物である。桁行2．80m、

梁問2．32mを測る。柱穴の掘り方は確認面でほぼ円形プラン、径33～53cm、深さ10～22cmであった。覆

土は黄褐色粘土であり、柱穴2から出土した灰粕陶器片から年代は平安時代とする。
t

以上の4棟の掘立柱建物のうち奈良時代のSH341とSH342は、日57乱の間隔を置きほぼ並行してい

－167　－
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1　灰茶色♯占土層

2　灰茶色粘土層

3　茶灰色♯占土層

4　灰茶色砂混春占土層

5　吉灰色粘土層

6　茶灰色粘土層

7　時灰色砂質土層

8　暗灰色砂質土層

9　茶灰色半占土層（平安時代）

10　灰褐色粘土層（奈良時代）

‖　茶色粘土層（古墳時代後期）

12　灰黄色粘土層

13．灰白色粘土層（古墳時代中期一後期初め）

14　時青灰色粘土層

15　灰黒色♯占土層

16　黒色半占土層

17　灰色砂層

18　昌灰色シルト層

宮川4区　南半部土層断面図

1　表土層　　　　　12　砂礫混り暗灰色粘土層（SR55）

2　灰色粘土層　　　13　粘土混り砂礫層（SR56）

6．0m3　時灰色粘土層　　14　茶灰色粘土層

4　灰茶色粘土層　　15　灰色砂質土層

5・Om5　粘土混り砂層　16　灰青色粘土層（SR58）

灰色粘土混り砂層

赤褐色砂礫層（SR51）

8　暗灰色粘土層

9　時灰色砂質粘土層（最下層は粘土混り砂礫層）（SR52）

10　時灰色砂質粘土層（最下層は粘土混り砂礫層）（SR53）

11時灰色砂質粘土層（最下層は砂礫を含む）（SR54）



る。また同じく奈良時代のSH342とSH343は一部が重複しており、長軸も21。50のずれをみせている。

旧洞遺跡（図版85）

＄配鋼盈（第99図、第100図、第101図、第102図）　ZlO9　◎ZlO8◎ZlO7　◎AlO6グリッドからB

lO8グリッド方向に検出された旧河遺跡である。確認面での幅は最大で28。6m、延長は24。47花である。

河床は平坦で標高は4．60mを測る。

調査区の西壁と東壁の土層断面を検討するとZlO9⑳ZlO8グリッド方面からBlO8グリッド方向へ

流れたと推定される流路①。流路①の右岸を切ってZlO7グリッドからBlO8グリッド方向へ流れたと

推定される流路④。流路④の右岸を切ってZlO7◎Å106グリッド方面からBlO8グリッド方向へ流れ

たと推定される流路④。以上の3本の流路がSR201を形成していたことが確認できる。

覆土中からの遺物の出土状況はAlO8グリッド北東部分とBlO8グリッド北西部分に集中していた。

人頭大の礫群もこの場所に集中して検出された。また52本の杭が検出され、そのうち16本ほどは、間隔

と方向に規則性をもち、杭の太さも25cmほどで一定して、あるいは橋桁かといえる状況が確認できた。

これをS X337とする。

土器類では、古墳時代後期、奈良時代の須恵器、平安時代の灰粕陶器が大量の土師器片とともに混在

して確認された。その中で注目すべきは、墨書土器5点の出土である。「河ヵ」の墨書のある手付小瓶

（129）（図版86－2）は猿投窯黒笹14号窯の産であり「正」の墨書のある灰紬皿（29）は折戸53号窯

式のものに比定され、「仁」の墨書のある灰粕碗（18の　は東山72号窯式のものに比定される。

その他の主要遺物としては、馬形土製品が2点、人形土製品1点、獣骨22点、斎串2点、石製丸玉2

点、耳環1点、素文鏡主点他が出土している。さらにBlO8グリッドの南西部では銭貨が礫の問から集

中出土した。これをSX340とした（図版86－3）。開元通宝⑳至道元宝◎景徳元宝⑳祥符元宝⑳元豊

通宝◎元符通宝◎政和通宝の7枚である。初錆年代は開元通宝の612年または845年から政和通宝の

HH年までのものであり、出土状況から一括投棄されたものと考えられ鴇　年代は12世紀以降と考えら

れる。

SR201は、年代幅の大きい旧河遺跡であり、同一面での検出状況ではあるが、AlO8◎BlO8グリ

ッドの出土状況をみると、北部より南部に年代の新しい遺物が多く検出されており、大むね流路が北か

ら南へ変遷したことが推定される。

土層断面から確認された流路①は、宮川5区北端に接する稲妻1区の調査結果からも、古墳時代後期

の流路とすることができる。また流路③は、AlO7グリッドから青磁片が出土しており、中世の流路と

考えられる。なお、近世流路は、宮川6区北壁断面図の礫混り灰色粘土層（3層）であることは1876

（明治9）年の地籍図との照応でも確認できた。

＄既望⑳2（第97図、第101図鴇図版86－3◎の　ClO8グリッドからClO4グリッドにかけて西側に

湾曲しながら、北から南へ流れる旧河遺跡である。確認面での幅は最大で4．48m、延長は28。65m、河

床は平坦で最深部標高4．12mを測る。検出された須恵器（第102図）から年代は、7世紀前半と推定で

きる。これらと共伴する主要遺物として獣骨3点、斎串3点、人形木製品2点、石製勾玉1点他と大量の

桃の種が検出された。

＄Ⅹ336　（第103図、第104図、図版87）　ClO5◎Cl04で検出された遺物集中部である。検出面

は、SR202の右岸部にあたり標高4．70～5．20m′を測る緩斜面であった。基準杭Cl05より東3．15mの

地点付近を中心とした上87札×1．5mほどの範囲から木製鍬1点ほか加工木片◎土師器の整形土器2点、

棒形土器の完形品16点（第104図9～24）、須恵器の棒形土器の完形品8点（第104図1～8）が一括出

土した。出土状況をみると、長さ35cm、幅16cmの礫の北側に隣接して5個の棒形土器が円弧状に並んで

おり、その延長線上に10～20cm間隔で4点の棒形土器が検出され、全体として9点の棒形土器が直径65
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cmの円周上に位置していた。しかもその内7点が底を下に向けた状態で検出された。この円弧の外側に

は北東32cmほど離れて整形土器主点、南15cmほど離れて鍬1点が検出された。SX335の立地するSR

202の右岸斜面で流れが常時あるのは4。50m付近までであり、常には流れの及ばない川岸にあたる。し

かも土庄で真上から押しつぶされた整形土器の検出や、ほぼ完形品のまま安定した状態で出土している

棒形土器群は、原位置をほとんど動いていないと考えて良いと思われる。さらに棒形土器の円弧状の検

出はある種の配置性をうかがわせるものである。木製鍬も其伴していることも考えると、SX336の出

土状況は何らかの意味で祭祀に関わるものとできよう。年代は出土遺物から7世紀後半とする。

＄既望の3　Cl04からElOlまで延長約38mにわたって検出された昭和17年改修時の流路である。右岸

斜面部分から西に1．5～2mほどの地点に杭列が岸に沿って南北方向に検出された。

3．小　　結

本調査区の成果は奈良時代◎平安時代の居住域を考える上で関連する遺構を多く検出したことと、古

墳時代後期の時代を限定できる流路と祭祀遺構を確認したことである。以下にそれらの特徴を指通したい。

①宮川5区北部の微高地から平安時代の溝状遺構群が検出されたことは、SR201で灰柚陶器を多数検

出し、平安時代申◎後期の墨書土器の検出、平安時代末期の銭貨集中出土とあわせて、同地域に平安時

代の居住域があったことを想定させるものである。

④宮川5区南部の微高地から奈良時代の遺構が多く検出された。3棟の掘立柱建物の中で南側の2棟は

宮川1区のSH41◎SH42とほぼ長軸が並行し、同時代の建物となる可能性がある。またSD219◎S

D218◎SD265◎SD270◎SD242の溝状遺構群は、宮川1区のSn4とともに掘立柱建物群に付

属する排水路として機能していた可能性がある。SE217◎SE216も宮川1区の井戸状遺構群と同じ

ように溝状遺構に隣接しており、井戸状遺構にとってもこれらの溝状遺構は排水路としての役割りをも

ったと考えられる。井戸状遺構は掘立柱建物に付属するものといえよう。SD215は流水の跡はとぼし

く、居住域を区画していた溝状遺構とも考えられる。掘立柱建物群の性格は、検討資料が乏しく不明で

はあるが、東側の宮川6区で旧河遺跡から奈良時代の大量の須恵器とともに祭祀跡が検出され淘かっ銅

製の跨欝金具が出土していることから地方宮人との関連も考慮する必要があろう。

④古墳時代後期の水辺の祭祀として7世紀後半と考えられるSX336の遺物のうち、棒形土器と整形土

器のセット出土は、同時代の祭祀と考える水上7区SX801の棒形土器と整形土器のセット出土との関

連も注目される。

舞鮎義　塾川缶区小穴っ桂六十一覧表

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 長　　 径 短　　 径 深　　 さ
卒 短 比

（長 径 ＝ 1 ）

遺 構 面

標　 高
特　 記 事 項

S P 2 0 4 B lO 5 8 ．7 0 7 ．1 0 0 ．2 7 0 ．8 2 5 ．1 7

．S P 2 0 5 B lO 5 0 ．7 8 0 ．6 6 0 ．1 7 0 。8 4 5 ．2 3

S P 2 0 8 A lO 6 0 ．4 7 0 ．4 5 0 ．22 0 ．9 6 6 ．18

S P 2 1 1 A l O 6 0 ．66 0 ．6 5 0 ．16 0 ．9 8 6 ．2 1

S P 2 1 2 A l O 6 0．33 0 ．3 0 0 ．19 0 ．9 1 6 。19

S P 2 1 3 A l O 6 0 ．6 8 0 ．5 5 0 ．2 3 0 ．8 1 6 ．18

S P 2 14 A lO 6 0．3 6 0 ．3 5 0 ．15 0 ．9 7 6 ．18

S P 22 1 C lO 3 0 ．7 5 0 ．5 9 0 ．3 4 0 ．7 9 6 ．08

S P 2 2 2 C lO 3 0 ．4 2 0 ．3 7 0 ．1 1 0 ．88 6 ．1 0

S P 2 2 3 B lO 4 0 ．7 9 0 ．5 7 0 ．1 7 0 ．7 2 6 ．1 2

ノウ．
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遺構番号
！グ リッ ド

長　　 径 短　　 径 深　　 さ
長短比

・（長径ニ 1 ）

遺構面

標　 高
特　 記　 事 項

S P 224
i B lO4

0．31 i o。28
0．1 1 0．90 6．13

S P 225 ∴ い 0 2 0．86 0．83 0 ．78 0．97 6．54

S P 226 i c lO2

l
0 ．71 0 ．4 2 0，7 5 0 ．59 6 ．04

S P 227 日 用 2 0．25 0．19 5．19 0．76 6．09

S P 228 i c lO2
0．72 0．46

i o。3 1
0．64 6．09

S P 230 i c lO3
0．57 0．5 1 0．11 0．89 5．99

S P 23 1 ！ D lOl ！ 0。25
0．22 0 ．11 0．88 6．15

S P 232 ！ D lO l
0．24 0 ．22 0 ．24 0．92 6 ．14

S P 233 ic lO l⑳D lO
1 0．25 0．2 1 0．12 0 ．84 6 ．14

S P 234 D lOl 0．24 0．18 0．17 0．75 6．14

S P 235 E lO l 0．36 0．23 0．09 0．64 6．13

S P 236 D lOl・E lO 1 0．4 5 0．34 0．17 0．76 6．14

S P 237 D lO l 0 ．3 1 0．26 0 ．22 0．84 6．15

S P 238 D lOl 0．29 0．23 0．12 0 ．79 6．13

S P 239 D lOl 0．30 0．24 0．22 0．83 6．12

S P 24 0 D lOl 。E lOl 0．49 0．47 0．15 0．96 6．11

S P 24 1 E lO l 0 ．34 0 ．27 0 ．08 0．79 6 ．09

S P 243 B lO3 1．24 0．8 1 0．23 0．65 6 ．06

S P 244 B lO3 0．85 0．79 0．22 0．93 6．06

S P 24 5 C lO3 0．58 0．49 0．15 0．84 6．05
i s p 24 6

C lO3 0．5 1 0．35 0 ．11 0．69 6．04
！s p 247

C lO3 0 ．34 0 ．26 0．15 0 ．76 6 ．02

S P 248 B lO3 0．43 0 ．37 0．09 0．86 6．07

S P 249 B lO3 0．04 0．04 0．04 1．00 5．97
睦 p 250

E lOl 0．05 0．42 0．04　 － 0．84 6．10 平安 時代

i s p 251
C lO3 0．02 0．17 0．02 0．85 5．91

S P 252 C lO3 0．97 0．88 0．15 0 ．9 1 6．01

S P 253 D lO3 0．3 1 0．3 1 0．05 1．00 6 ．15

S P 254 D lOl 0．32 0．32 0．06 1．00 6．12

S P 255 D lOl 0．27 0．25 0．08 0．93 6．09

S P 256 E lOl 0。67 0．31 0 ．05 0．46 6．09

S P 258 E lO l 0 ．52 0．35
0調 I

0 ・67 6 ．05

S P 259 D lO l 0．4 1 0．23 0．06 0．56 6．08

S P 260 E lO l 0．5 1 0．5 1 0．11 1．00
6。13 ！

S P 261 E lOl 0．47 0．43 0．10 ！
0．91

6調 i

S P 26 2 ！ E lOl 0．31 0 ．30
E

0 ．10 ！
0．97

6朋 ！

S P 263 i
E lOl 0 ．53 0 ．49

0．2日 0 ．92 ！
6 ．23

S P 264 i
D lO l 0．20 0．18

0．04 i
0。90 6 ．05

S P 265 i D lO l 0．20 0．20 0．04 1．00 6．10

S P 266 D lOl 0．27 0．25 ！
0．03 0．93 6．08

！

S P 267 D lO l 0。19 i 0。17 ！ 0 ．02 i
0．8 9 6．12
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長短比

（長径ニ1）
短　　 径遺構番号

S P 268 D l O l 0．3 0 0．3 0 0 ．12 1．0 0

遺構面

標　 高
特　 記 事 項

6．07

S P 2 7 2 D l O 2 0 ．5 1 0 ．4 3 0．0 5 0．8 4 6．14

S P 2 7 3 D l O 2 0 ．2 3 0 ．18 0．0 6 0．7 8 6．0 9

S P 2 74 D l O2 0 ．4 0 0．3 6 0．0 9 0。9 0 6．15

S P 27 6 D lO 2 0 ．17 0．15 0．0 7 0．8 8 6．12

S P 27 7 C lO 2 0．3 8 0．17 0．0 3 0．4 5ンl 6．11

S P 27 8 C lO 3 0．7 0 0．4 2 0．0 5 0．6 0 6．0 1

S P 2 7 9 C lO 3 0．2 2 0．2 2 0．0 6 1．0 0 6．0 2

S P 2 8 0 B lO 3 0．7 3 0．7 3 0．0 6 1．0 0 5．9 7

S P 2 8 1 C lO 3 0．7 0 0．6 5 0．0 4 0．9 3 6。0 1

S P 2 8 2 B lO 3 0。5 3 0．4 2 0．1 7 0．7 9 6．00

S P 2 8 3 B lO 3 0．4 9 0．3 6 0 ．18 0．7 3 6．07

S P 2 8 4 C l O 3 0．7 9 0．64 0．1 3 0．8 1 6．0 1

S P 2 8 9 C l O 3 0・．7 0 0。4 9 0 ．0 8 0 ．0 8 6 ．0 7

S P 2 9 0 C l O 3 0．4 2 0．3 3 0 ．0 1 0 ．7 9 6 ．0 5

S P 2 9 2 C l O3 0．3 9 0．3 5 0。12 0 ．9 0 5．9 9

S P 2 9 3 B l O 3 0．3 6 0。3 3 0 ．1 0 0．9 2 6．00

S P 2 94 B l O 3 0 ．4 0 0．1 1 0．0 7 0．2 8 5．9 9

S P 2 9 5 B l O4 0．6 0 0．4 6 0．0 9 0．7 7
6．0 4 1

S P 29 6 B lO 4 0．6 5 0．5 6 0．2 1 0．8 6 6．1 1

S P 29 7 B lO 4 0．5 3 0．2 9 0．1 1 0．5 5 6．14

S P 29 8 A lO 5 0．6 1 0．3 7 0．1 8 0．6 1 6．1 5

S P 29 9 A lO 6 1．6 6 0．7 6 0．1 1 0．4 6 6．2 1

S P 30 0 A lO 5 0．3 0 0。2 5 0．2 4 0。8 3 6．1 5

l s p 30 1 D lO O 0．2 1 0．1 8 0．0 7 0．8 6 6．18

S P 3 0 2 D lO l 0．3 2 0．2 8 0．0 7 0．8 8 6．0 1

S P 3 0 3 D lO l 0．4 7 0．3 5 0．1 0 0．74 6 ．0 3

S P 3 0 4 D lO l 0。3 4 0．3 2 0 ．1 9 0 ．9 4 6 。0 3

S P 3 0 5 D lO l 0．4 9 0．28 0 ．1 5 0 ．5 7 6．06

S P 3 0 6 D lO l 0．3 7 0．2 9 0．14 0。78 6 ．0 7

S P 3 0 7 D l O l 0．2 4 0．2 1 0 ．14 0 ．8 8 6 ．0 6

S P 3 0 8 C l O 2 0．2 3 0．17 0 ．0 6 0 ．7 4 5 ．9 8

S P 3 0 9 C l O 3 0．2 9 0 ．2 5 0 ．0 6 0 ．8 6 5 ．9 0

S P 3 10 A l O 5 0．4 2 0 ．28 0 ．0 1 0 ．6 7 5 ．9 2

S P 3 3 8 B l O4 0 ．5 3 0 ．4 7 0．0 9 0 。8 9 6 ．14
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第鍼表　宮川　区溝状遺構一覧表

遺 構 番 号 グ リ　ッ ド　 延　　　 長 幅　 莞 深　　　 さ
遺 構 面

標　 高
特　 記　 事 項

S D 206 A lO6 4．75 1．35 0．19 6．15

S D 207 B lO5 6，88 0．86 0．09 5．94 平安時代

S D 209 B lO5 2 5．10 0．92 0．59 6．10 平 安時代

S D 210 B lO5 14 ．36 1．2 1 0．36 6．00

S D 215 C lO2 、D lO2 12 ．82 1．44 0．47 6 ．05

S D 2 18 錆 法 器　 13・64 0．52 0．44 6．09 奈 良時代

S D 2 19 D lO2 9．48 0．54 0．05 6．10 奈良 時代、手捏 2 個

S D 220 B lO4 、105　　　　 7．32 1．07 0．42 6．09 平安 時代

S D 229 C lO3 2．16 0．66 0．05 6．08

S D 24 2 C lOl、D lOl
E lO壬

13．12 上28 0．46 6 ．13 奈良 時代

S D 269 D lO l 12．42 0．82 0 ．17 6 ．05

S D 270 D lO l 4．03 0．56 0．15 6．03

S D 27 1 D lO l 1．06 0．42 0．10 6．03

S D 275 D lO2 1．82 0．33 0．06 6．17

S D 285 C lO3 4 ．4 2 0．68
！

0．16 6．0 1

S D 28 7 A lO 5 3 ．30 0．7 1 0 ．0 5 6．07

S D 288 B lO4 3．24 0．2 1 0 ．06 6 ．14

S D 29 1 C lO3 14．10 0．62 0．38 5．75

宮川　区　第開園）

1．概　　要

宮川6区は河口起点より招007花上流に位置し、現大谷川左岸部にあたる。108列より北側に微高地

が検出された他はすべて旧河遺跡となっていた。微高地部分での古墳時代後期の遺構面から溝状遺構、

小穴が検出された。旧河道部分の検出状況は複数の旧河道が複雑に切りあい、窪地状を呈する部分が大

半を占め鴇それらを含めて河遺跡としてⅢ個所に遺構番号を付した。したがって流路⑳年代ともに明瞭

に確認ができたものはSR317◎SR313の2本のみであった。さらに宮川6区はほぼ中央を近世流路

（明治9年地籍図で確認）がDlO6グリッドからGlO2グリッドにかけて縦断しており、平均すると河

床直上10cmから上はほとんど近世流路の赤褐色砂礫に覆われていたといえる。遺物検出面は多くの場合、

河床覆土且面のみであり、複数の年代の遺物が混在して検出された。

しかし宮川6区は本遺跡の中では祭祀遺物の出土量においては最大規模を有し、水辺の祭祀と関連が

深いと考えられる遺構として、SR312◎SD322◎SX339◎′SX313の4個所を検出できた。
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第閑衷　宮川　区旧河道内主要出土遺物…覧表

遺　 構

遺　 物

S R

3 17

S R

3 16

S R
3 16
の

南側
／　音

i

i

S R

32 1

S R

320

S R　S R

3 15　314

ミi

j芸芸 S D　S X

322　339

S R

311

S R

318

S R　S R

319　313

合

計
微高
地

人　 形　 土　 製　 品 ▲
5 82 4 8 1 100

馬形土製品（動物形）薗

l

5 10 18 1 15 36 1 2 6 256

手　 捏　 土　 器 Ⅹ
3 6 15 2 4 1 1 1 33

i 石　 丸　 玉
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第106図　宮川6区旧河道内主要遺物分布模式図（その2）
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霊。遺構各説
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から微高地を決って蛇行し南西へ流れる。確認面での河床は平坦で最深部は標高4の80mを測る。覆土中

から手捏土器3意地と土師器片⑳須恵器片を多数検出し淘　これらから古墳時代後期の河遺跡とした。SR

別　は淘　その後の河遠によって破壊されることがなく遺物がそのまま遺存したと考えられる。

＄放題盈感（第摘　図淘　図版89…2◎　3）　C且08のC107◎D鼠08⑳り旦那グリッドで検出された旧河

遠である。SR鋸　の攻撃斜面であるC摘8グリッド北部が突破され海　流路が南側に移り北西方向から

入りDlO8グリッド杭の付近で南西方向に蛇行して流れる。確認面での河床はゆるやかに揺鉢状に傾斜

し鴇最深部の標高は3。74mを測る。覆土は暗灰色砂質粘土で標高叡郁惚までを被覆していた。覆せ庫か

ら多数の土師器⑳須意器⑳灰鞄陶器が出土した　第摘　図）。これらから年代は古墳時代後期から平安時

代までとする。主要出土遺物には馬形土製品5点も土製丸玉2点も砥石2点鴇紡錘車温点地銀3点鴇斎

轟　点鴇横櫛　点、鉄製鍬先　点鴨鉄製手斧　点鴇刀子　点海獣骨　点海桃の種別勘点他が確認されて

いる。さらに墨書土器　点が検出された。

√、∴　　ノ　ご主・言：・．ノ　；工∴　　は　つ巧　上、親りく～弓（：　　上；　　　フj　　二」三三．！二二’′　　‾∴′ニー／　′

ノユ　∴　∴こ）　＿ノ．バ　∴・ノノ　ノ　▲、∴ノ・）、ハエ∴い、こ′・／＿　‥・言、′上／ノ　．ノー、二日ノ、－J　／、ソノイ∫．tJ　ノ∵／．

れるが洩　り摘7グ　ッドの河遠の淵の部分を　罠黒　海　狩川　◎り摘5グリッドの河道の直線的な流れ

がのる瀬の部分をSR320淘　E且06◎E且05グリッドの分流して淵をつくる部分をSR315とした。

′有汗一㌦一の一言ノ∵！㌧、！ノ（二・√‖十、‾‘′′：∴、了∴′工主；い　　守夫′；こく二　で：∴；ニー．了三′：の・∴当・当、こ、′∴

‥三：′∴．子を　＿、ノ．圭：、一二√皇ノ工∴J　二冥二′l、－′…′JJ！、j′！C∴・∴十′ノ　‘．三′了1：′′当′．だイ・了、′‾　‾、′　′∴∴′上

部の標高が4誹わ酢を測る。本河道はS段3温6の攻撃斜面部分が突破され新しく開かれた流路である。

出土遺物は須意器片の土師器片とともに多　の灰粕陶器砂山茶碗を検出している。その他鴇　主要遺物

、‥、、ら言完　　　ハ、、　∴号／∴、－ノ、′し、J′′、主∴　ノ∴：lr‥、、、一男予ふ．∴い／；言∴ノ∴ふlン、「1ノ∴　－、ッこ

の種5点鴇絵馬温点鴇灰粕皿昏縁袖碗各且点が確認された。箸状木製品の出土は本遺跡では宮川3区S罠

486の水上6区Sり228からの大量出土があり、平安時代未から鎌倉◎中怪と考えられる。絵馬は馬と馬を

曳く入物の描写の特色から奈良県当麻寺の絵馬と同類型であり惚　平安末から鎌倉時代と考えられる。灰

粕皿（874　は猿投窯笹摘号の産であり、緑粕碗（873）は黒笹路号窯式の新か黒笹90号窯式の古に併

行する時期のものと考えられる。以上から鴇　本河道の年代は平安時代中期から鎌倉時代と考えられる。

また墨書土器3点が出土している。

＄監3盈趨　第用8図淘　図版90…3）　E且05◎ElO4　◎F且04◎E103グリッドで検出された旧河遺跡

である。河床はE柑4グリッドを中心に揺鉢状を呈しており最深部で襟高説郁物を測る。出土遜物は土

器類では土師器の須恵器⑳灰鞄陶器◎山茶碗などで淘　これらから年代は古墳時代後期から奈良時代◎平

安時代とされる。

古墳時代後期から奈良時代にかけての流路は宮川6区北部から宮川5区北部へと蛇行し淘一部は宮川

5区SR202として検出されている。その延長上の流路が再び西から宮川6区へ入りSR3且4の淵をっ

くったと考えられる。その後淘　この淵に平安時代の流路が流れ込んできたと推定できる。SR321のS

段320◎SR315では鴇　確認されなかった土製形代幾が鴇　SR3蟻では出土している。人形土製品5点海

馬形土製品用点他の検出である。その他の主要遺物としては海手捏土器6点鴇石製丸玉且点鴇錘2点戦

意串且点鴇鉄鎌の刃l点淘鉄鉱4点鞄耳環l点も獣骨相点他が出土Lも複数の時代の祭祀遺物の混在が

認められる。墨書土器3点海銅製の跨帯（丸草丙）ユ点、和同開弥l点も検出されている。
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第107図　宮川6区SR317・SR316出土土器実測図
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第錮　図　宮川　区＄鑑別　出立土器実測図

＄況3盈霊（第HO図、図版91－1◎2◎3）ElO4◎FlO3◎Gl03で検出された旧河遺跡である。河床

はFlO3グリッドを中心に浅い揺鉢状を呈しており最深部で標高3。93mを測る。出土遺物の土師器◎須

恵器◎灰紬陶器などから、年代は古墳時代後期から奈良時代⑳平安時代にまでおよぶと考えられる。

SR3ユ2の出土遺物で注目すべきは祭祀関連の遺物である。主要遺物として人形土製品82点、馬形土

製品181点、手捏土器15点、石製丸玉34点、土製丸玉4点も勾玉6点、管玉2点、砥石3点、紡錘車2

点、人形木製品2点、馬形木製品5点、斎串4点、刀形木製品1点、鉄鎌の刃1点、刀子8点、耳環3

点、獣骨26点、桃の種2，497個、分銅1点、鈴1点、墨書土器2点（そのうち1点に「神」の墨書）他が

検出されている。

土製模造品、玉類の検出密度◎量はSR312が本遺跡の中で卓越している。遺物の分布を見ると、玉

類が比較的全体から一様に出土しているのに対して土製模造品は南東側に偏在し、獣骨は南東側から南

側にかけて偏在している。今後、遺物の年代を確定させ、祭祀の時代ごとの形態を明らかにすることが

課題となる。また土製人形◎土製馬形の最密集部分から検出された奈良時代の須恵器の捧蓋に「神」と

－189　－－



墨書された土器は、琢身セットで出土している（湖西市早稲川窯産とみられる）。

＄馳32慧（図版91－1◎3）　FlO4グリッドで検出された東西方向の溝状遺構である。SR314の東

側の微高地状部分に位置し、確認面での延長は2。90職、幅は上75m、深さは0．22mを測る。出土遺物と

しては人形土製品4点海　馬形土製品ユ5点、手捏土器2点であった。年代は不明であるが土製模造品の形

態がSR312出土のものと類似している。

＄Ⅹ33昏　ユ掴グリッド検出された南北方向の溝状地形を含む微高地部分である。主要出土遺物は人形

土製品8点、馬形土製品36点、手捏土器2点、木製鍬白鳥鉄製手斧2点、鉄鋲1点、石製丸玉4点、

勾玉1点、紡錘車l点鴇　刀子1点、獣骨2点他である。とりわけ馬形土製品ユ0点が並んで検出された点

と農工貝⑳武器類の出土が注目される。ここの馬形土製品もSR312出土のものと類似している。

なおSの322◎SX339の両者から桃の種250個が検出された。これらの二地域とも祭祀にかかわる

場所であったと考えられる。

＄配3盈盈　FlO2⑳GlO2グリッドで検出された旧河道である。河床はFlO2グリッド北東部を中心に

措鉢状を呈しており最深部で標高3．30mを測る。基盤層は砂層である。出土遺物は土師器⑳須恵器片の

ほかに主要遺物として土製馬形l点、手捏土器1点、土製丸玉ユ点、紡錘車主点、獣骨は点であった。

年代は不明である。

＄配3豊島　GlO2グリッドで検出された旧河遺跡である。河床は砂層で、最深部の標高3．60mを測る。

なおSR311⑳SR318ともに上層の縁灰色砂層から灰粕陶器片を出土している。

＄配3盈響（図版92…1）　FlO3◎Gl03で検出された東から西へ流れる旧河遺跡である。確認面での

延長は6。45m鴇　幅は私用庸航言深さは0。637花である。覆土は緑灰色粘土である。覆土中から主要遺物と

して馬形土製品2点も手捏土器主点も石丸玉1点、勾玉ユ点、刀形木製品1点、鉄鎌の刃1点、刀子1

点、獣骨2点、桃の種320個他を検出した。また土師器片⑳須恵器片とともに墨書土器1点を検出した。

年代は遺物により古墳時代後期から奈良時代と考えられる。

＄況3盈遜（第11◎　H　⑳H3図淘　図版92－3⑳93⑳94－1）　GlO3◎GlO2グリッドで検出された

旧河遺跡である。河床はGlO3グリッド杭の東5．307乱付近を中心に揺鉢状を呈しており、最深部で標高

3．207花を測る。覆土は上層が茶褐色砂層、下層が暗灰色砂層である。上層は大半がSR319によって削

られているのに対し、下層の遺存状態は良好であった。SR313は出土した土器から古墳時代後期の旧

河道である。

上下両層からの主要出土遺物は以下のとおりである。人形土製品1点、馬形土製品6点、手捏土器1

点、石製丸玉12点も勾玉2点、砥石2点、紡錘車3点、鍾3点鴇人形木製品18点、馬形木製品2点、斎

串60点、刀形木製品摘点、錐温点、鉄錬ユ点、耳環2点、獣骨20点、桃の種90主点、乳文鏡1点他であ

った。この流路の特徴は斎串、木製模造品の大量出土である。

これらのうち出土状態が良好な下層の一括出土部分を図示したのが第日6図である。SR313の中央

部の網かけ部分からは大量の礫とともに土師器◎須恵器が多数出土した。この部分は土層断面図（第117

図）からもわかるように河床最深部でもあり、常時流れのあった場所と考えられる。第116図から木製

品が網かけ部分の流路の外側と内側に分かれて分布していることがわかる。外側のものは流水により岸

辺に打ち上げられたような状況を呈しており、岸辺に沿って線状に集積して検出された。それに対し、

内側のものは標高3．60m′を中心としたほぼ同一平面からの出土を示し、遺物が同じ方向性をもって砂層

の上に並べられたような検出状況を呈していた。しかも壷形土器の中に、刀形木製品1本が入ったまま

出土していることから、流路の外側に集積した木製品と比べて、流路の内側の木製品は流水の影響がよ

り少なかったものかと考えられる。

＄Ⅹ335（第日　◎H5図、図版94◎95－1◎2）　GlO3⑳GlO2グリッドで検出された遺物集中部
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第111図　宮川6区SR313下層木製品出土状況実測図
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第112図　宮川6区SR313断面図

である。SR313の下層部の礫が大量に検出された流路部分より内側の砂層の上に、同一面に並べられ

たような状態で検出された主要遺物は木製品群（斎串19点・人形4点・刀形7点）とそれに伴出した土

師器童形土器1点、須恵器球形土器2点他からなる。

基準杭Hl02より西3．507札の地点付近を中心とした3．4mX2．2mはどの範囲から検出され、検出面

の標高はほぼ3．607札である。ただし、東部の刀形木製品2点と斎串3点が並んで検出された部分付近の

標高は3．80mを測り、東が高く西が低い緩やかな斜面となっている。

SX335の北部に位置する土師器壷形土器の中に刀形木製品の把部が入ったままの出土や斎串（1361）

付近の木製品や刀形木製品（1319）付近の木製品が同一方向性をもち平面的に並んだ状態で検出され

たことは、蛇行洲として形成されつつあった流路内側の砂層の上に投棄された木製模造品と斎串が、そ

の後撹乱を受けずに砂の中に埋積していったと推定できる。とりわけ壷形土器に刀形が入ったまま出土

したことは、壷に入れて運ばれた人形・刀形の木製模造品・斎串等を投棄した場所であったと推定する

ことも可能となる。

出土遺物のうち人形木製品はいずれも短冊状の薄板の一端を削って圭頭状の頭部をっくり、撫で肩で

ある。腰部は三角形に切り欠くものと表現されないものがある。脚部は三角形に切り欠くものと、平行

切り込みのものがある。刀形木製品には飾大刀を模し、刀身と把部を削り出したものがみられる。斎串

は短冊状の薄板を用いたものと角棒を用いたものがみられた。上端、下端ともに圭頑状のつくりをした

ものと斜め切り落としのものがみられた。SX335の年代は伴出した須恵器から7世紀前半代とする。
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第113図　宮川6区SR313下層出土土器実測図
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3．小　　結

宮川6区は祭祀遺構としての側面からいくっかの特徴を指摘できる。

①古墳時代後期の旧河遺SR313で検出されたSX335を中心とする木製模造品⑳斎串等を主体とした

水辺の祭祀で刀形◎人形⑳馬形⑳斎串がセットで使用され鳥かつ童形土器の用法の一端を確認できた点

で重要である。しかもSR313下層は他の時代の流路による撹乱がほとんどなく、SX335の年代を7

世紀前半代と限定できた点でも貴重な検出例といえる。7世紀後半代の宮川4区SR56の祭祀と比べて

も、木製模造品◎斎串を主体とした整然とした祭祀形態の特色がうかがえる。

④SR312◎Sn322⑳SX339で検出された祭祀関連遺物はSX313と異なり土製形代類の圧倒的数

量と複数の時代の祭料の混在が指摘できる。そのため祭祀遺物の時代別分離が今後の重要課題である。

以上の祭祀関連での特徴の他に墨書土器旺員の出土も重要である。奈良時代の須恵器に墨書されたS

R312の「神工　SR319の「［］人工　SR3摘の「［］ロ長上「大成」さらに平安時代前期の土器に墨書

されたSR321の「合力工「用」のうち「□□最上「舎ヵ」は、跨帯（丸革丙）の検出、緑粕陶器⑳猿投

窯黒笹且4号産の灰粕皿の出土とあわせて考えると淘奈良時代から平安時代にかけて地方官大層との関連

をもっ可能性も指摘できよう。宮川且区⑳5区で検出された奈良時代の掘立柱建物群の存在もそれと何

らかの関係があると考えられる。

盲モこき二三長　一ミ‾・ノ　ミて＊J・丁、．一恵衰

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 長　　 径 短　　 径 深　　 さ
最 短 比

（長 径 ニ日
遺 構 面
標　 高

特　 記「事 ∴項

S P 3 2 3 C lO 9 1．9 1 1．6 6 0 ．2 1 0．8 7 5．7 6

S P 3 2 4 D lO 9 0．8 9 0．7 9 0．3 7 0．8 9 5．9 5

S P 3 2 7 C lO 9 0．4 3 0．3 6 0．15 0．8 4 5．7 3

S P 3 28 C l O 9 0．23 0．2 1 0．0 6 0．9 1 5．7 3

S P 3 29 C l lO 0．4 3 0．3 2 0．13 0．74 5．88

S P 3 30 C l l O 0 ．6 6 0．5 1 0．1 1
膵 つ 5の8日

S P 3 3 1 C l lO 0．6 9 0 ．46 0．12 0 ．6 7 5．8 3

S P 3 3 2 D lO 8 0．7 8 0 ．72 0 ．33 0．9 2 5 ．9 2

ニ二言式　∫三㌦∴衷音．ノ、∴主項　芸云

遺 構 番 号 グ リ ッ ド 延　　 長 幅 深　　 さ
遺 構 面
標　 高

特　 記　 事　 項

S D 3 22 F lO 4 2 ．14 1 ．6 9 0 ．3 1 4 ．78 馬 形 ◎人 形 土 製 品 ◎手 捏 土 器

S D　 3 2 5 C l lO 7 ．0 6 1 ．20 0 ．08 5 ．8 9

S D 3 2 6 C l lO 4 ．2 0 1 ．27 0 ．19 5 ．8 4
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西大谷8区　SE332

水上5区　SE208

西大谷3区　SE62

水上5区　SE212

1m

i　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　j

第摘　囲　酋大谷地区・⑳水盗　区井詳状遺構実測図
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l黄色仏土ブロック層　6灰白色粘土層

2褐灰色粘土層　7淡褐色砂層

3濃茶色粘土層　8青灰色粘土層

4黄灰色粘土層　g黒色粘土層

5青灰色粘土層10灰色粘土層

水上3区　SE463

l

－5．51¶

水上3区　SE468

第117図　水上地区　井戸状遺構実測図1
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水上10区　SE651

第118図　水上地区　井戸状遺構実測図2
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水上9区　SE410

1淡青灰色粘土層（管鉄含む）

2茶褐色粘土層（鉄分・マンガンブロック）
3淡黄灰色粘土層（管鉄含む）
4　黄灰色半占土層

5　淡灰色粘土層
6淡黒灰色粘土層（管鉄含む）

7　淡青灰色粘土層

8淡青褐色粘土層（黄褐色粘土ブロック混じる）
9時青緑色半占土層

○

l茶褐色粘土層（包含層）
2　白色粘土層
3　黒色粘土層
4　灰白色粘土層
5　黒色粘土層
6　灰色粘土層

a卜2層混合裏込土層
b3・4層混合裏込土層
C4・5層混合裏込土層

第119図　水上地区　井戸状遺構実測図3
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第120図　宮川3区　井戸状遺構実測図
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宮川3区　SE429

，茶褐色粘土層　＼＼＼＿／／
2　黄色粘土混茶褐色粘土層
3　暗褐色粘土層

4　時緑黄色粘土層
5時灰色砂質♯占土層

宮川3区　SE437

／A’

A／
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第121図　宮川3・5区　井戸状遺構実測図
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第二享　三　　三　　二二

静岡平野の南東部を流れる大谷川流域に位置する本遺跡は、南北約日腕東西約500mの広がりをもっ

ている。調査は河川改修工事に伴’って破壊をうける範囲に限定されたことにより、遺跡の中央部を縦断

する長いトレンチ状とならざるを得ない状況であった。地形的には低湿地地形と古墳時代中期に初現を

もっ旧河遺跡が各調査区で断片的に検出され多くの祭祀遺物を包含していた。また微高地上には集落の

一部と考えられる掘立柱建物跡◎井戸状遺構◎溝状遺構なども検出されている。本遺跡の年代は層位お

よび遺物の編年から、縄文時代後期から近世にまでわたっていることが明らかとなった。前章までと重

複する内容も含まれるが以下で、1．低湿地地形、2。旧河遺跡、3．居住域（集落）、4．祭祀、につ

いて、その特徴を年代をおってまとめてみることにする。

畳。低湿地地形

低湿地地形が検出されているのは南から、大谷2区、大谷1区、西大谷1◎4⑳5◎6⑳7区、水上

7◎8◎9◎10区、　宮川2◎3◎4⑳6区である。

低湿地地形の広がりは現大谷川の左岸に広くおよんでいるが、その形状は数個所の池沼部分とそれら

をつなぐ帯状の部分からなると考えられる。帯状の低湿地地形は水上7区と10区、宮川3区と4区で明

らかとなっている。埋積土中からの出土遺物は縄文時代後期以降のもので、とくに大谷2区では石皿、

木製ヤス、丸木弓、丸木舟、橙などまとまりをみせている。なお、埋積土中には富士火山を起源とする

大沢スコリア（B、P、2700年）の堆積がみられ年代決定の根拠のひとっにもなった。この大沢スコリ

アは旧河道等の二次的な浸食をうけない低湿地部分には層をなして遺存している。静岡平野の諸遺跡で

もカワゴ平パミス（B、P、2900年）とともに検出されることが多く今後の低湿地遺跡で注目する必要

があろう。

2。旧河遺跡

低湿地地形の埋積は、縄文時代からすすみ古墳時代後期には帯状の低湿地がほぼ完全に埋没した。宮川

3区SR485の土層断面はその状況を如実に示している。初期の旧河道の出現はこの低湿地地形の埋没

が最終段階をむかえる古墳時代中期にもとめることができる。この時期には帯状低湿地に微高地を浸食

するほどの水流をもたない水路的な流れが認められる。水上7区SR807、水上10区SR673、宮川4

区SR58などはその例である。

古墳時代中期後半から後期初めごろになると、海退現象にともない海水面と池沼部との相対的落差が拡

大する。そして大量の砂礫の押し出しにより低湿地内埋積土を激しく浸食しながら池沼問を連結し、し

だいに河川としての形状を整えるにいたる。水上7区SR808、水上8区SR778、西大谷4区S21グ

リッド最下層などがこの段階の旧河遺跡である。

古墳時代後期は安定した河川となり1986（明治9）年の地籍図にみられる大谷川の旧河道とおおむ

ね同一地点を曲流するようになる。埋積土は砂礫が主体をなすが粒子の大きさは古墳時代中期にくらべ

てやや小さい。この時代の旧河遺跡は水上7区SR809◎810◎811◎812、宮川4区SR56、宮川5

区SR202、宮川6区SR313などが認められた。

奈良時代の旧河遺跡が独立して検出されたのは宮川4区SR55が唯一であるが平安時代の旧河遺跡内

に奈良時代の遺物が混入している地点もある。宮川4区では古墳時代後期のSR56が自由蛇行によって

地点を変化させた様相がうかがわれる。

平安時代になると、海進現象にともなって海水面との相対的落差が縮小され水量は豊富で静穏な河川に

変化する。埋積土も前代までの砂礫主体から粘土およびシルトが主体となる。静穏な水流は蛇行を強め
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微高地が浸食されている地点が目につく。宮川3区のSR486（下層）はその例である。

平安時代末ごろから鎌倉時代⑳中世になっても、海進傾向は継続し高い水位を維持した河川が微高地を

浸食している。宮川4区では、この時期の旧河遺跡としてSR53とSR52が検出された。SR53は宮川3

区SR486と連続し、SR52は宮川3区SR487とつながる。中世後半期には河川の幅が著しく拡大し、

広範囲にわたって沼沢地化したと思われる。中世居館跡の一部とみられる遺構が検出された水上3区を

中心とする地区（旧地籍では構井ノ坪とその周辺）は旧河道や沼沢地によって半島状あるいは島状に孤

立した微高地部分であったと考えられる。

近世になると、ふたたび様相が一変する。大量の砂礫が押し出され河道内はこの砂礫によって完全に埋

積されている。急激な寒冷化にともなって海水面が下降したことなどが原因と思われる。宮川4区SR

51をはじめとして旧地籍図（1877年）にみられる河道部分はすべて同様な状況であった。

3。居住域（集落）

縄文時代後◎晩期の遺物は低湿地内埋積土からのみ出土している。微高地上にはこの時期の遺構は検

出されていない。また遺物は石嫉◎弓◎ヤス◎丸木舟◎樺などの狩猟採集貝が主体であることから居住

域は丘陵部分あるいは丘陵裾部にあったと推定される。

弥生時代中期の遺物も低率地内埋積土またはこれを浸食した旧河道内埋積土中より出土しているだけ

であり、微高地上に遺構はみられない。本遺跡の北西約0．7短の位置には同時代の遺構◎遺物が出土し

た集落遺跡（有東遺跡）が存在することから本遺跡は弥生時代中期の集落からはずれているといえよう。

弥生時代後期から古墳時代前期になると西大谷8区および高松地区（昭和55◎56年度静岡市教育委員

会調査地区）に集落が形成される。西大谷8区では掘立柱建物（SH378）や大型柱穴列が検出されて

いる。高松地区でも同様な建物群が数回の建てかえの状況をみせながら密集して検出されている。掘立

柱建物は大型化する傾向をみせ、しかも柱間寸法が最大で3．5mにおよぶ建物が南北約330mという広

範囲にわたって確認されていることから、倉庫群をもっ大規模な集落が存在することはあきらかである。

古墳時代中期の遺構はきわめて少ない。土器の集中部を除外すれは宮川3区の溝状遺構（SD181）

と水上3区SE468◎SD456および水上10区SD690だけである。したがって居住域の推定は困難な

状況であった。

古墳時代後期になると、河川内に膨大な量の遺物が投棄されるが、出土地点は調査区全域にわたり偏重

はみられない。河川内への投棄は左右両岸から行なわれている。遺構も高松地区に竪穴式住居跡が1基

みられることが注目される程度である。このことからは居住域の設定は困難であるが縁辺の微高地上に

大規模な集落を予想しても大過ないであろう。

奈良時代から平安時代前半期は宮川地区を中心にして旧河道の右岸に遺構◎遺物が集中する傾向がみ

られた。遺構では宮川1区SE6、宮川3区SElO3、宮川5区SE216鴇　SE217などの井戸状遺構

のほか掘立柱建物SH341◎342◎343⑳344（宮川5区）などが検出されている。遺物では宮川3⑳

4◎5◎6区で奈良前代の墨書土器7点（「多麻呂」⑳「信孝」◎「神」⑳「大成」◎「⊂］□長」⑳「万」

◎「□人」）のほか跨帯金具⑳皇朝十二銭3枚（和銅開弥◎万年通宝◎長年大宝）などがみられる。遺構

◎遺物のあり方から、宮川地区が奈良時代から平安時代前半代にかけての中心地域であった可能性は強い。

また「他田里戸主手刀マ貞酒」と墨書された1号木簡や、7世紀後半代と推定される「相星五十戸」と

書かれた5号木簡をも考え合わせれは官衛または官衛関連施設が存在した可能性も考慮しなければなら

ない。

平安時代末から鎌倉時代の遺構◎遺物の集中は宮川3区で顕著にみられる。SD145とSり182およ

び旧河遺跡SR486によって三方区画された範囲は居住域と考えられる。しかし、この時代の遺構は宮

川3区のみならず遺跡全般にわたって散見される。水上6区の溝状遺構（SD228）と井戸状遺構のセ

ー　204　－



ット関係は宮川3区の状況と類似していた。このことから宮川3区で発見された居住域は小単位のもの

と考えられ、同様な居住域が複数存在した可能性が強い。

中世になると、遺構はほとんどみられなくなる。これは、この時代の環境が水位の上昇にともなって川

幅の拡大と沼沢地化した部分（宮川3区における奈良時代生活面等）が広がったため微高地のなかでも

っとも高い地区にしか居住できない状況に変化したためと思われる。

。祭　　祀

本遺跡における祭祀遺物の出土地点は
′盲ヽ

Uリ　低湿地の岸部、または河川の岸部あるいは河道内

④　溝状遺構内

③　土坑状遺構内

④　井戸状遺構内

のいずれかである。遺構◎遺物の年代から古墳時代前期にはすでに水辺のまっりが行なわれ、13世紀か

らユ4世紀まで確実に継続されている。この子年余りの問に祭祀の方法や祭料は除々に変容していく。

古墳時代前期の祭祀的性格を示す遺構は、西大谷7区（北区）の8◎9層、水上1区の井戸状遺構SE

26上水上10区の土坑状遺構SP727に代表されるように、低湿地の岸部、井戸状退構内、土坑状遺構内

と様々であり祭祀遺物も玉類鴇鍬、壷、木製舟形と変化をみせている。祭祀の性格はかならずLも明ら

かではないが、SE261の腰掛状木製品◎壷は埋井祭祀の祭料として納置された可能性がある。

古墳時代中期になると滑石製模造品を用いる祭祀とともに手捏土器を用いる祭祀、土師器を主体とし

ながらも手捏土器を加える祭祀がさかんに行なわれるようになる。祭祀が行なわれる場所は低湿地の岸

部がもっとも多いが水上1区SX323のように井戸状遺構廃絶後の窪地部分に手捏土器を主体とした土

師器群が器種ごとに一括投棄される例もある。低湿地の岸部での祭祀はまず滑石製模造品が中心的位置

を占める段階があり、土師器高埠が圧倒的優位を占め滑石製模造品を伴出しない段階へと変化する傾向

をみせる。この過程のなかで小型の増形土器は消滅していく（水上10区SX624a◎d群、宮川3区S

X484などから水上8区SX775、宮川3区SX483への変遷）。一方宮川3区Sn181や水上10区SR

673などの溝状遺構や溝状地形内では須恵器腺が単独で出土している。線が祭祀性をもっ土器であった

かの断定はむずかしいが完形品が単独で出土すること、水辺であること、古墳時代後期の河道内には大

量の祭祀遺物に伴出して須恵器線が相当量出土していることなどから、祭祀性をもった投棄であると考え

たい。

古墳時代後期、とくに6世紀代には土師器および須恵器の埠を一括投棄する遺構が出現する。宮川3

区SX482が初現的位置を占め鴇以降7世紀後半まで続くが鴇埠を主体にしながらも整形土器がセット

として加わる例（水上7区SX803◎SX804）や、甑⑳賓⑳横食なども加わる例（宮川3区’sx478

◎481）もある。これらは古墳時代中期にみられた高埠を中心におく祭祀の伝統を受け継いでいると考

えられる。この場合に土器は祭料そのものであるか、または祭料をのせる補助的用具であるかが問題と

なるが、食品が中心となるであろう供物は遺存しにくく、本遺跡では数千個にのぼる桃の種と馬◎牛◎

鹿◎犬◎イルカ◎鯨⑳鮪等の動物遺存体が検出されたのみであるため判然としない。いずれにしても土

器は奉献する祭料の中心をなすものであり、もっとも普遍的な構成要素でもある。本遺跡において祭祀

的な意味を持っと思われる墨書土器も本来の器としての機能をふまえたうえでの墨書後投棄であろう。

この意味で、祭祀遺構における土器の器種構成は馬形土製品や人形など特殊な形態をもつ典形的な祭祀

遺物と同様に祭祀の祈願内容や背景を究明する重要な手掛りとなろう。

7世紀になると土器を中心に投棄する祭祀が行なわれている一方で大きな変革もみられる。人形土製

品⑳馬形土製品（土馬）⑳人形木製品⑳馬形木製品等の祭祀貝が大量に出土し、これには大陸系（道教
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系）の影響があったとも考えられる。土製模造品と木製模造品が供伴する場合もあるが河道内の出土が

大半であり、時間的差をもって投棄された可能性が強い。基本的には目的の相異を反映して別々に検出

されている。水上7区SX801では中心部に土師器棒形土器30点が上向きにならべられ、その周囲に土

馬4点が配置されていた。また同区SX802では土馬4点と土製人形3点が土器の伴出をみずに検出さ

れている。このような土製模造品の出土状況に対して木製模造品は宮川6区SX335でみるように、刀

形◎人形⑳馬形◎斎串などがセットで用いられていた。SR335は模造品のうち刀形1本が土師器壷形

土器に入ったままの状態であった。このことから壷に入れて運ばれた木製模造品を投棄した場所であっ

たと推定される。以上みてきたように古墳時代後期の祭祀は①土器を中心とした祭把、④土製模造品を

中心とした祭祀、④木製模造品を中心とした祭把の3つにまとめることができる。しかし、このような

整然とした状況をもった遺構ばかりではなく、7世紀後半頃から装身貝や農具などを加えて行なう祭祀

形態があったことをうかがわせる遺構も検出されている。宮川4区SR56がその例である。SR56では

土製模造品や木製模造品のほか石製丸玉、耳環、紡錘車、横櫛、鎌の柄、横槌、曲物、編錘、有頭棒、

桃の種、動物遺存体、大型の割石などが渾然一体となって出土している。前段階までの祭杷遺構は耳環、

紡錘車、横櫛などは其伴しないことから、これらの遺物はSR56のもつ年代幅のなかで最終の段階（7

世紀後半代）に一括投棄された可能性が強く、それまでの整然とした祭祀から別形態の祭祀への移行と

もいえよう。このSR56の状況から、何らかの実相を明らかにしようとすれば『日本書紀』巻二十四、

皇極天皇三年七日条にみられる常世の神を祭った記事が参考になるかもしれない。記事によれば東国不

義河のほとりで大生部多が「常世の神」を祭ったことが記録されている。この祭は「常世の虫」を神体

として富と不老長生を祈願したもので言塾頓も神語を託して里人に勧めたという。民衆は①財賓⑳珍財

を捨てる、④洒◎菜◎六蓄を路側にならべて「新富入来れり」と呼ぶ、（⑤常世の虫を清座に置いて歌い

イ舞いて福をいのる、という3つのことを行なったと記録されている。SR56の状況をこの記述に則して

解釈すれば④財贅◎珍財が農具、紡織貝、耳環、玉類、横櫛などにあたり、④路側にならべた六蓄が動

物遺存体となる。さらに④河道内にみられた大⑳小551個の礫群は割り揃えていることから清座として

利用した仮説祭壇の石材であった可能性もある。以上のような点も含めて、7世紀後半の祭祀について今

後さらに検討していきたい。

奈良時代から平安時代を概観すると古墳時代後期に始まる土製模造品や木製模造品が継続して用いら

れることに加えて墨書土器や、井戸状遠構内に投棄されたひょうたんや手捏の小皿、また皇朝十二銭な

どが新しい要素として登場する。宮川6区SR312では「神」と墨書された8世紀中葉の須恵器杯身◎

蓋のセットが出土した。SR312からはこのほか、土製模造品263点、斎串を含む木製模造品13点、玉

類46点などがみられ、古墳時代後期の祭祀遺物が大量に混在している可能性が強い。形態分類などを通

して伴出関係を明らかにすることが遺物編での課題となろう。

奈良時代の溝状遺構では宮川5区SD219で手捏土器が出土している。手捏土器は古墳時代前期から

出土例があるが、奈良時代後半期以降の井戸状遺構には新たに小皿形の手捏土器が投棄されるようにな

る（宮川3区SE170◎水上H区SE554）。また井戸状遺構での祭祀に着目すると哩井時あるいは廃

棄時の祭祀と考えられる遺構が2例が発見された。宮川3区SEl03と水上は区SE554がその例であ

る。SEl03では廃棄と同時に井戸枠の2分の1を取り壊し、その廃材の上にひょうたんをのせていた。

SE554は井戸枠中位まで埋没して井戸としての機能を果さなくなった段階で、須恵器壷形土器1点、手

捏土器1点、手捏小皿形土器4点、そしてひょうたんが投棄されていた。

奈良時代の祭祀遺構は後半期に集中しており、7世紀末～8世紀前半代が希薄となる。気候的には寒

冷期にあたり地盤が安定し居住する地理的条件は整っているにもかかわらず、遺構◎遺物が希薄となるの

は注目に値する。
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平安時代は河道内への墨書土器の投棄が増加するとともに水上1区SE192から出土した3点の墨書

土器にみられるように合成文字とも思える内容のものが祭祀に用いられるようになる。SE192ではこ

の3点の墨書土器とともに緑粕陶器皿と木製品が覆土中層から一括して検出されている。さらに儀式終

了後は人頭大の礫で埋めている。この一連の行為をもって埋井の祭祀としてよいと考える。

平安時代末から鎌倉時代◎中世になると仏教的性格をもっ祭祀が宮川3区SR486で行なわれている。

塔婆形の木簡には「大日」◎「仁王」という文字が墨書されている。伴出する墨書土器には4種類の文

字または語句が呪語として記されていた。またこの段階で出現する祭祀遺物に箸状を呈する斎串がある。

15cm～26cmほどの長さで両端をとがらせたもので、直径は0・5cm～0・8C桁で粗く削って仕上げている。

出土した481点の大半が先端から2cmほどの位置で折れている○これは地面などに立てて用いた際に折

れたと考えられる。この箸状の斎串は河道ばかりではなく水上6区の溝状遺構Sn228（43点）、宮川3

区の溝状遺構SD145（3点）、同区井戸状遺構SE424（6点）および429（2点）などからも出土し

ており祭祀において一般的な用貝であったと思われる。

仏教的祭祀以外には、殺馬祭軋人形木製品◎呪符木簡の祭軋銭貨を投棄する祭軋絵馬の祭私種

入り壷の祭祀などがみられ多様化する傾向を示している。

殺馬の祭祀は馬の骨や歯を河道や構内に投棄するもので、前代までの動物遺存体が上腕骨◎大腿骨や

歯などの部位が散在する様相を示すことに対して、下顎骨を主体として上腕骨◎大腿骨◎肋骨などが伴出

する傾向が顕著となる。大谷1区SX上水上6区SD228、宮川3区SR53などがこの例である。

人形木製品や呪符木簡が出土したのは西大谷4区の中世河遺跡（SR2）である。ここでは、短刀◎鉄

鉱なども伴出し、祭祀の形態に変化を認めることができる。

水辺での銭貨の投棄は奈良⑳平安時代の皇朝十二銭の投棄に始まり、鎌倉◎中世になると宋銭が一括投

棄される。大谷1区SXlでは92軋宮川5区SX340では7枚が出土した。

絵馬は宮川6区SR321で主点出土している。出土状況からは祭祀の状況を推定することは困難であ

った。

種入り壷は西大谷2区の旧河道内から出土したもので、円筒形の小形壷にソバやイネなど数種類の種

子を入れたのち円形の木蓋で密封して投棄されていた。壷が体部の中位まで上底という特殊な構造をも

っていることから祭祀に用いたものと判断した。

以上みてきたように、本遺跡の調査では水辺での祭祀遺構が多く発見され、当地域での古代祭祀の一端

をうかがい知ることができた。本書が「遺構編」として刊行されながらも、多くの遺物について言及して

いるのは遺物の集合をもって遺構と認識しようとする概念からであるが、資料整理が不十分のため認識

に誤りがあったかもしれない。今後さらに資料の検討を深め「遺物編」および「遺物◎考察編」を通し

て検討していきたいと思う。
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第鯛表　祭祀遺構分類表

参　　　考　　　文　　　献

1．静岡県河川課

2．静岡県

3．　　〝

4．静岡市

5．静岡郷土研究協会

6．静岡県教育委員会

7．静岡県教育委員会

8．静岡県教育委員会

9．静岡市教育委員会

10．　　　　〝

iL　静岡市登呂博物館

12◎　浜松市教育委員会

13．　　　　〝

14．　　　　〝

15．　　　　〝

16．　　　　〝

17◎　静岡県教育委員会

18．静岡県消防防災課

1982：『大谷川史』

1930：『静岡県史』第1巻

1931：『静岡県史』第2巻

1931：『静岡市史』第1巻

1935：『静岡県郷土研究』第5輯

1979：『静岡県遺跡地図』◎『静岡県遺跡地名表』

1983：『有東遺跡亙』

1963：『静岡県の古代文化』静岡県文化財調査報告書第2集

1966：『片山廃寺跡第3次発掘調査報告書』

1966：『片山廃寺調査略報　東名高速道路建設に伴う発掘調査』

1975：『駿河宮川遺跡（第1次概報）』

1971：『伊場第四次調査月報』4。6

1977：『伊場遺跡遺構編』

1978：『伊場遺跡遺物編1』

1980：『伊場遺跡遺物編2』

1982：『伊場遺跡遺物編3』

1981：『静岡県の中世城館跡』

1966：第2章「静清地域の地盤と防災上の問題点」『1965年静岡県防災地学調査報

告書静活地域およびその周辺地域の防災上の諸問題』

－　208　－



19。袋井市教育委員会

20。土隆一。高橋豊

21。山本武夫

22。望月董弘

23。望月董弘

24。金子裕之

25．黒崎　直

26。新東晃一

27。小笠原好彦

28。土肥　孝

29。水野正好

30。向坂鋼二

31。亀井正道

32。亀井正道

33。比嘉政夫

34。泉　　武

35。中日　裕

36。宇野隆夫

37？　　〝

38。山本　博

39。奈良県立橿原考古学

研究所

40。大谷誌編集委員会

198且：加藤芳朗「大畑遺跡周辺の地学的背景と遺跡立地」『袋井大畑遺跡…且95且の

1977　e1978　e1980年度の発掘調査』

1972：「東海地方の沖積海岸平野とその形成過程」『地質学論集』第7号

1974：「日本の気候変動と沖積世の寒冷気候」第西紀研究』は巻　号

1973：「∴神明原遺跡出土の土器」畦上師式土器集成本編』3

1961：「駿河の条里制について」打つ駿台史学』11

且980：「古代の木製模造品」研究論集Ⅵ『奈良国立文化財研究所学報』38　奈良国

立文化財研究所

1976：！‾斎串考」『古代研究』10

且978…「南九州における人形⑳馬形士製品の祭祀形態」『古代文化』第30巻　第2

号　古代学協会

1975：「上馬考」『物質文化』25

1983：「日本古代における犠牲馬」『－文化財論叢』

漫983：「馬の馬車馬…その語りの考古学」『奈良大学文化財学報』第2集

且985：「考古資料にみる水辺のまつり」『生活文化史』生活文化史学会

且弼3：河神信仰の考古学的考察」坂本太郎博士磯寿記念啓本史論集　上巻

ヱ971：「祭祀遺物∵模造品の変遷…」『苗代の日本2…風土と生活』

1971：「常世神と他界観」『古代の「】本2－風土と生活』

且982：「人形祭祀の基礎的考察」『橿原考古学研究所紀要考古学論難　第　冊　奈

良県立橿原考古学研究所

且978：「腺の用途」『考古学研究』第25巻第3号　考古学研究会

1986：「井戸」『弥生文化の研究7弥生集落』

1982：「井戸考」『史林」1第65巻第5号

1970：「井戸の研究」

1976：打つ纏向井奈良県桜井市纏向遺跡の調査」

1974：『大谷誌』
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